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　エリアルは十歳のときに悪魔と契けい約やくをした。

　願いを叶かなえてくれたら、十六歳の誕生日に悪魔の花嫁になると。

　それからというもの、エリアルが『一緒にいて欲しい』と願ったとおり、悪魔は現在に至るまで常に傍らにいてくれている。

　それだけではない。悪魔はエリアルのために食事を作り、家の掃そう除じをして、洗せん濯たくだってしてくれた。

　エリアルが鍵かぎ師しの仕事で出かけるときは店番だってしてくれる。

　彼は悪魔だが、仕事を大切にするエリアルの気持ちを、誰だれよりも理解してくれていた。

　エリアルは亡なき父と同じく王の鍵師を目指していたから。

　ただ、悪魔の花嫁となって彼の世界に行けばその夢を諦あきらめなくてはならなかった。

　けれど契約と、自分の叶えたい夢との間で悩なやんでいたエリアルの気持ちも、ヴァルサスは汲くんでくれた。

　悪魔との契約をある条件をのむことで延のばしてくれたのだ。

　口づけを一カ月内に四回することで、契約は一カ月延長。延長できる期間は、エリアルの父セオドアからの誕生日プレゼントが届いている間のみ。もしくはエリアルがヴァルサスに愛の言葉を口にした瞬間まで。

　だが、十六の誕生日以来、その契約延長の口づけをエリアルはまだ一度もしていない。

　タイミングが悪かったり、邪じや魔まが入ったりと、いろいろ事情はあるが、最大の問題はエリアルの心の変化かもしれない。

　今まで平気だった彼の顔を、まともに見ることができない。

　理由は分かっている。

　こんな気持ちになるなんて思ってもみなかった──。

　エリアルは誰もいないのに頰ほおを赤らめながら、書類を鞄かばんに入れた。

　この申請書を鍵師協会に提出した後、試験を受けて合格すると『属性素材取扱許可証』が交付される。鍵師の免めん許きよは十五歳から取れるのだが、こちらは十六歳からになっていた。

　王の鍵師を目指すエリアルにとってこの許可証は必要不可欠なもの。

　資格が取れたらあらゆる鍵を扱えるようになる。

　だから誕生日を無事に迎むかえられて喜ばしいのだが、あることが原因でエリアルは仕事に集中できなくなっていた。

　とにかく外に出て少し深呼吸したほうがいい。

　エリアルは常に肩に乗っているティグルを撫なでながら、店の奥に向かって言った。

「ヴァルサス、私、書類を出しに鍵師協会まで行ってくるね。お店の留る守す番ばんお願い」

　すると調理場にいたヴァルサスが、店に顔を出した。

　男女とも虜とりこにする極ごく上じようの美び貌ぼうを持つ悪魔。

　その漆しつ黒こくの髪かみも、日が暮れた空の色にも似た、暗い紺こん碧ぺきに光が差し込んだような印象深い瞳も、バランスのいい体型も、美男子と一般に称しようされる男性が何十人何百人寄せ集めたところで彼には敵かなわない。

　ヴァルサスはエリアルと視線が合うと、他の誰にも見せない笑顔を浮かべた。

「構かまわないよ」

「じゃ、じゃあ……お願い」

　ヴァルサスの顔をまともに見られず、エリアルは視線をすぐさま逸そらして、出て行こうとした。

「あ、ちょっと待って。君、書類を出したらすぐに帰ってくるんだよね」

　そうしたら今度こそ口づけをするんだよね──という期待に満ちたヴァルサスの笑みに、エリアルは耳の先まで赤く染まりそうだ。

「も……もちろんよ」

　今ここで話したほうがいいのだろうか。エリアルの頭をずっと悩ませている問題を。いや、やはり帰宅してからがいい。

「……じゃあ……その……行ってくる」

「どうしたの、歯切れ悪いね。何か言い忘れたことでもあった？」

「……な、ないよ。なんにもないっ！」

　一瞬の妙みような間。気まずい間。彼の視線がやけに感じられる間。

　何か言わなければとエリアルが言葉を探していると、先にヴァルサスが思い当たったように手を叩たたいた。

「あ、そうか。もしかして口づけのことを気にしてるんだ。嫌いやなら別にいいんだよ、エリアル。一カ月、僕の口づけから逃げ回ってくれたら、今度こそ君は正式に僕の花嫁になるんだからね。口づけはその後、何十回、何百回、何千回……」

「契約更新のキスはちゃんとするわよ。約束だもの。そうじゃなくて……」

「じゃあ、何？」

　ヴァルサスにじわりと詰つめ寄られて、エリアルは俯うつむいた。こんなふうにここしばらく彼の顔をまともに見られない状況が続いている。

　いつもどおりとか普通にしようとかそればかり考えているのに、自然に振る舞えない。以前どうだったのか、まるで思い出せないのだ。

「君、誕生日を迎えてからずっと変だよ。言いたいことがあるなら言葉にしてもらわないと、いくら僕が完全無欠な悪魔でも、君の心まで覗のぞけない。まあ、しようと思えば方法はあるけど、愛する君から無理やり聞き出したくない」

「えっ。そう？　私、いつもどおりだけど。ヴァルサスの方がおかしいんじゃない？」

　えへへと笑ったが顔が引きつっているのは自分でも分かる。ヴァルサスがそれに気づかないわけがない。

「……話をすり替えない。君はここのところ変だ」

　そう。ヴァルサスに指摘されなくてもエリアルは自覚している。

　ただ自分の今の状態をどう説明すればいいのか、言葉を探せずにいたのだ。

「あのね。その……提案したいことがあるの。……たとえば……えっと……掃除や料理の分担とか決めたいな～って」

「家事を手伝いたいの？　昔やろうとして懲こりたはずだけど、したいっていうなら止めないよ。でもまたどうして？」

「だからそういうことを帰ってきてからゆっくり話し合いたいの。いい？」

　ヴァルサスはエリアルの前に立つと、双そう眸ぼうをまっすぐ射い貫ぬいてきた。まるでエリアルの心を見み透すかそうとでもいうように。

「誰かに嫌なことでも言われたの？」

「ううん。そんなんじゃない。ただ……あの……」

　エリアルはいつもヴァルサスに与えてもらうばかりだから、自分も何かしたいと思っただけ。

　けれどそれを彼を前にして言葉にするのは、とても恥はずかしいのだ。

　自分でも信じられない気持ちの変化。今までずっと彼と暮らしてきたはずなのに、どうして急にこんなにも息苦しく感じるようになったのか。

　理由は分かっている。

「いいよ。君が帰ってきたらゆっくり話そう」

「ありがとう、ヴァルサス」

　ヴァルサスの指がエリアルの頰にかかる髪を搦からめ捕る。見下ろす彼の目は、とても情熱的で、触ふれると火傷やけどしそうなほど、熱い。

「……お出かけのキスをして、今一回目にするっていうのはどうかな？」

　ヴァルサスが突然提案してきた。

　誕生日を迎えてすでに十日目。未いまだ契約更新の口づけは一度もできていない。今日だって話すことに時間を取られ、また先延ばしになる可能性が高い。ならこのまま勢いで、彼に身体からだを預け、一回目の口づけを終えてしまう方が気が楽かもしれなかった。

「べ、別に……い、いいけど」

「本当に？」

「う、うん」

　背中にカウンターの机の縁ふちが当たって、現実に返る。髪を弄もてあそんでいたヴァルサスの指がいつの間にかエリアルのおとがいに掛かっていた。

「目を閉じて……唇くちびるは完全に閉じないで、少しだけ開けておいて」

　彼がそう耳元で囁ささやくと、エリアルの身体は硬こう直ちよくした。口づけとはどういうものなのか、想像しても体験したことがない。

　目を閉じるくらいはできるが、唇を僅わずかに開けておく意味が不明だ。

「……っ」

　ぐるぐる考えていると、不意にヴァルサスの唇が触れ、なぜか指先やつま先に力が入った。顔や身体が熱く、目の奥が痺しびれて膝ひざから力が抜けそうだ。

「……ん……ん──!?」

　互いの唇が深く合わさった瞬間、雷かみなりが落ちたような衝しよう撃げきに打たれた。エリアルは思わず両手でヴァルサスを押しやっていた。
















「なっ、何なの。今の何なの……これって普通じゃない気がする！」

「え、ちょっと待って、エリアル。これ普通の口づけだよ」

「だっ……だって……その……」

　エリアルは声を裏返しながらも、手の甲こうで唇を押さえていた。

　先ほど触れた唇の感かん触しよくがまだ脳裏に焼き付いていて、パニックだ。

「世の男女がみんなしている口づけだよ。まあ僕はこれからもっとすごいことするつもりだったんだけど」

　真顔でそう言ったヴァルサスにエリアルは頭が茹ゆで上がりそうだった。

　もっとすごいって……何──!?

「……ごめん、ヴァルサス。ちょ……ちょっと私には刺し激げきが……強すぎる……」

「大丈夫だよ、エリアル。口づけのやり方から、昼間は話せないようなことまで、この僕が手取り足取り全て教えてあげるから。君は何も心配しないで僕に全てをゆだねてくれたらそれでいい」

　満面の笑みのヴァルサスだが、エリアルにとっては教えてもらえるならそれでいいという問題ではない。

　自分の気持ちが彼の望みとかけ離れすぎて、とても追いつかない。

「えっと……あの、ヴァルサス……！」

　突然、ヴァルサスが覆おおい被かぶさってきて、エリアルはきつく抱きすくめられた。思わず声を上げたエリアルに反応して、ティグルが彼の頭に嚙かみつく。

「嫌っ。ヴァルサス、は……放して──！」

　エリアルが彼の腕うでの中でもがこうとした瞬間、店中のガラスが砕くだける音が響ひびき渡った。同時に宙を舞うガラスの破は片へんが視界に飛び込んできた。それらは床ゆかに跳はね転がり散らばっていく。

　ガラスを失った窓から吹き込む風が店内で渦うず巻まき、壁に掛かっている商品の錠じよう前まえが上下に揺れて甲かん高だかい金属音を立てた。

「なっ、何があったの!?」

「エリアル、このまま、じっとしているんだよ。いいね」

「……で、でもっ……え、どうしたの？」

「僕が始末をつける」

　先に身体を起こして振り返ったヴァルサスは、店の扉とびらに向かって右手の平を差し向けた。すると目が眩くらむほどの光が彼の手の先で弾はじけて消える。

「ヴァルサスという悪魔はお前か！」

　不意に、少年とおぼしき声が突き抜けた。が、ヴァルサスに遮さえぎられ、誰がそこにいるのか、エリアルには確かめられない。

「そうだが、お前は誰だ」

「俺を忘れた──!?」

　エリアルは声の主を確認しようとしたが、すでに姿は消えていた。ヴァルサスが何かしたようだった。

「そこにいた子はどこに行ったの？」

「僕とエリアルの愛の時間を邪魔するなど……万ばん死しに値あたいする！」

「まさかヴァルサス、こ……殺しちゃったりしてないわよね？」

「ゴミはとっとと掃はき出すに限るな」

　やけに清すが々すがしい表情になったヴァルサスに、エリアルはなんだか心配になった。

「……聞いてる？」

「外へ放り出しただけだ。それよりさっきの続きをしよう」

　振り返ったヴァルサスを無視して、エリアルは戸と棚だなから箒ほうきを取り出した。

　窓ガラスが全て割れ、商品までも床に散乱している状態だ。これでは営業ができない。

「店の掃除を先にしないとお客さんが困るでしょ。だいたいさっきの誰なのよ。どうせヴァルサスがどこかで恨うらまれ……」

　箒を持った手をヴァルサスに摑つかまれ、彼の胸へ引き寄せられた。衣服を伝って感じる彼の体温に、心しん拍ぱく数すうが急激に上がる。

「掃除なんか、あとでいいよ」

「ちょ……ヴァルサス、目が据すわってて……なんだかすっごく怖こわいんだけど……」

「怖くないよ、エリアル。僕は君だけに優しい男だからね。男女に必要なことは僕がぜ～んぶ、教えてあ・げ・る」

「今ぜんっぜん必要ないから！　それより、掃除を……」

「あとで僕が綺き麗れいにしてあげるから、今は僕に集中して」

　集中してって言われても──僕の何に対して!?

　問うと墓ぼ穴けつを掘ほりそうな気がしたエリアルは話題を変えようとした。

「だめだめだめ……先に掃除をしなくちゃ。……あっ」

　ヴァルサスの肩越しに、戸口に立つ十歳くらいの少年の姿がエリアルの目に飛び込んできた。彼は息も絶たえ絶だえな様子で怒ど鳴なった。

「おっ、俺を橋の端はしまで吹っ飛ばしやがって、どういうつもりだ──！」

　綺麗な鳶とび色いろの瞳に同じ色の髪。少年独特のみずみずしい肌はだに、外がい套とうから覗く膝ひざ小こ僧ぞう。

　どこから見ても可か愛わいらしい少年だが、その言葉遣づかいには違い和わ感かんがある。

　だが、エリアルはこの少年を見た記憶があった。

「……あの子、どこかで見たことあるかも。ヴァルサスは？」

「知らないね。ゴミは即刻投とう棄き！」

　ヴァルサスが少年に手をかざした瞬間、姿が消えた。

　いくらヴァルサスでも子供相手に本気で罰ばつを与えるわけなどない……と、思いたい。だが少年はまたも舞い戻ってきた。

　今度はずぶ濡ぬれだ。

「おおお……お前。今度は川に投げ捨てやがって、死ぬところだったぞ！　見ろ俺は少年だぞ。通りで遊んでいたらみんなが微笑ほほえましく眺ながめる可愛い子供だぞ。この姿を見て川底にぶち込むなんて人間のすることじゃねえだろうが！」

「私は悪魔だが」

「あ……そうだったよな。じゃなくて……」

「いきなり店を破は壊かいしようとするゴミに年ねん齢れいなど関係ない。今度は山脈の向こう側まで吹き飛ばしてやろう」

　ヴァルサスがそう言うと、彼の背から恐おそろしいほどの威い圧あつ感かんが放たれ、足あし下もとが金きん色いろに光る。彼の髪や外套の裾すそが風もないのにはためいた。

　すると少年は降参するかのように両手を左右に振った。

「待て……待て待て待て……！　ちょっと話を聞いてからにしてくれよ！」

　エリアルは慌あわててヴァルサスの外套を摑んで止めた。

「ヴァルサス、やめて。相手は子供じゃない！　話くらい聞いてあげましょうよ」

「僕は冷静に現状を把は握あくしているよ。大丈夫。君が大切にしている店を破壊しようとする者はガキだろうが大人だろうが全てゴミ以下だ。年齢に関係なくこの僕が排はい除じよする」

　切れ味のいいナイフのような声がエリアルの耳に届く。背後にいるので確認できないが、ヴァルサスは冷れい酷こくな表情で笑っているに違いない。

「俺が悪かった。片付けは手伝う。割ったガラス代も弁べん償しようする。だからちょっとマジで聞いてくれよ。な、俺のこと本当に覚えてねえのか？　ほら、ハル・フリート皇こう国こくのイルドア・キトーラの別べつ邸ていで会ったはずだ。この顔、よく見てくれよ……な？」

　微笑む少年にエリアルは声を上げた。

「あっ！」

「なんだ、そこのお嬢じようちゃんは俺を覚えてくれてたみたいだな」

「ヴァルサス、私、その子を覚えてるわ。ほら、眠っている少年少女達の部屋に、似た子がいた気がする」

「そうだ。お嬢ちゃんの言うとおりだ！　悪魔は物覚えが悪いようだけどな」

「先にそれを言え」

「そうよ。どういう事情か知らないけれど、いきなり人の店に来て、破壊するなんて、いたずらですまないわよ！」

「だから俺は子供じゃねえ！」

　少年は本気で怒いかりを露あらわにしている。が、どこから見ても少年の姿をしている彼に、エリアルは不安になった。

「……もしかして……お医者様を呼んだ方がいい？」

　その言葉に先に反応したのは少年の方だった。

「ああ、何だって呼べよ。俺を治なおせる医者がいるなら、大だい歓かん迎げいだ！　治せ、俺を今すぐ治せっていうんだ、この悪魔！」

「……ヴァルサス、あの子に何かしたの？」

「何って……何もしてないよ。酷ひどいよエリアル。見知らぬゴミのたわごとを信用して、どうして日々君に献けん身しん的てきに尽つくしている僕が、一方的に疑われるんだ。心外だよ」

「そ……そういうつもりはないけど……」

「知らないだと。いやゴミとはなんだ。俺は見てのとおり優秀な祓ふつ魔ま師しだぞ！」

　いや、どう見ても彼が祓魔師だと判断はつかない。だいたい何を治せと言っているのか、エリアルにはまるで見当がつかない。

「もしかしてあの子……妄もう想そう気ぎ味みなのかな」

「それはゴミの中でもやっかいな部類に入る。やはり海の底にでも沈しずめてやるか」

「だからどこかへ飛ばすことで解決しようとしないでよ。やっぱりお医者様に……」

「おい、そこ。こそこそ話してんじゃねえぞ。聞こえてるんだからな！　あのなこれは俺の妄想でもなんでもない。まあ夢であってくれた方がよかったけど。じゃなくて、俺は六年前、キトーラ家から依頼を受けてハル・フリート皇国へ向かった。そこで眠ったまま目覚めようとしない少年少女を助けようとして……まあ、なんだ。天才でもたまにやっちまう……失敗だ。それで俺も眠りに落ちたわけだけど……」

　いくら娘や息子達を助けようと各地から優秀な召しよう喚かん師しを呼び寄せていたとしても、当時十歳にも満たないようなこの少年にまで依頼したとはとても思えない。

　かといって彼が噓うそをついているようにも見えないが。

「で、ここからが本題だ。俺がキトーラ家に向かったのは二は十た歳ちのときだ。本当なら俺は今二十六歳になってるはず。あそこで眠っていた奴やつらは悪魔の呪のろいで時間が止まっていたって聞いたからこの場合、二十歳のままの姿で目覚めたはずだ。なのに俺だけは、外見は推定年齢九歳になっていたんだ！　てめえ、どういう術を俺に掛けたんだ!?」

　怒鳴る少年から視線をヴァルサスに向け、エリアルは訊たずねた。

「ヴァルサス……あの子あんなふうに言ってるけど……」

「知らないね」

「てめ～ふざけやがって」

　少年が右手をかざすと、壁に掛けてある錠じよう前まえが吹き飛んで、陳ちん列れつ棚だなに飾ってある仕掛け錠付きの飾り箱が落ちる。

「ちょっと、ここにあるのは売り物なのよ！　暴れたいなら外でしてよ！」

「そこの悪魔！　この俺をもとに戻もどさないって言うなら、お前を悪魔界に強制送還してやらあ！　あとから吠ほえ面づらかくなよ！」

　無視された──。

　ならば首根っこを摑まえて、とりあえず店から追い出そうと、エリアルは移動しようとした。が、ヴァルサスに制された。

「……私の前に立った祓魔師は、もれなく地上遙はるか彼方かなたまで転移してやってきたが、お前もそうされたいか？」

「はっ、悪魔ごときが偉えらそうに。できるものならやってもらおうじゃ……いてっ！」

　エリアルは少年の頭に、ちょっと硬かために丸めた紙を投げつけた。

「人の店をめちゃくちゃにしておいて偉そうにしないで」と言い、ヴァルサスの腕を引っ張って「あなたも、子供相手に真剣にならないで」と続けた。

「あのゴミの中身は二お十と歳ななんだろう？」

「それが本当かどうかまだ分からないでしょう」

「何をごちゃごちゃ言ってるんだ！」

「あのね……仮にヴァルサスを悪魔界へ送り返してしまったら、その姿は二度ともとに戻らないんじゃない？　それってやっぱり困るよね？」

　今度は、できるだけ優しい口く調ちようで話し掛けた。

「……あ」

「ね。じゃあ二人とも、少し落ち着いて話しましょ」

　窓ガラスが全て割れ、床に商品までも転がって荒れ果てた店内。エリアルは顔が引きつるのを感じながらも、笑顔を取り繕つくろった。

　すると少年はようやく話し合う気になったのか、振り上げていた拳こぶしを下ろして、鼻の頭を搔かいた。

「……じゃあ、強制送還はなしにしてやるか。ありがたく思え」

「あのゴミは地中深く埋うめて自然に帰してやろう。言動がいちいち腹立たしいからな」

「ヴァルサス」

　エリアルは、未だ冷たい表情を崩さないヴァルサスを宥なだめ、少年に近づいた。彼はエリアルを見上げて、鳶色の瞳を輝かす。

「私の名前はエリアル・ディン・サンテリナ。ヴァルサスの名前は知ってるみたいだからいいよね。あなたの名前は？」

「俺はレオン。レオン・アル・デラン。お前達がよく知るクレメンスの兄だ」

　少年は、頰とむき出しの膝をほんのり赤く染めて、仁に王おう立だちで叫さけんだ。
















　エリアルはヴァルサスと顔を見合わせ、ふたたび少年を見据えた。

「クレメンス兄さまの……お兄さん!?」

「そうだ。っていうか、兄さまってなんだ。乙女おとめ系か。はっ、は～。待ってくれ。あいつには似合わねえ呼称だぜ」

　少年は声変わりする前の可愛い声でまくし立てている。見た目と態度がちぐはぐすぎて、なんだか変な気分だ。

　そういえば、彼の弟であるクレメンスは、エリアルの誕生日に訪れてこう言った。

「兄は自分と私の姿に戸と惑まどっているようで、現実を受け入れるのにまだ少し時間がかかるようだ」と。この姿を見てなるほどとエリアルは納なつ得とくした。

「……レオンさんは本当は二十歳だけど、眠りから覚めたら九歳の子供になっていたっておっしゃるんですね」

「ああ」

「その原因はヴァルサスだと思ってここに来たのね」

「当然だ。こんなことができるのは悪魔だけと相場が決まってるだろ。どうせ弟のしたことが気に入らなくて、俺をこんな目に遭あわせやがったんだろうが。確かに俺を助けるためだとはいえ、こんな可愛いお嬢ちゃんを騙だましたんだから、腹を立てても仕方ねえ。それについては俺からも謝罪する。すまなかった。けど、だからってこれはやりすぎだろ？」

　クレメンスは、エリアルの父であるセオドアを師し匠しようと仰あおぎ学んだ弟で子しだと偽いつわり、近づいたのだ。けれど彼はエリアルと悪魔の契約を解除する方法を真剣にずっと探してくれていたし、実の妹のように可愛がってくれた。

　だからクレメンスに対して怒りもないし腹を立ててもいない。

「私は怒ってません。兄さまには感謝しているくらいですから」

「そうは言っても、俺のこの姿は悪魔の嫌がらせ以外なにものでもないだろ」

「それなら無能召喚師クレメンスに直接嫌がらせをする。お前のようなゴミクズなど拾ってやる気にもなれん」

「ゴミクズってなんだ。いちいち喧けん嘩か売ってくるんじゃねえよ」

「最初に売ってきたのはゴミの方だろうが」

　二人の視線の間に火花が散った。が、店内でどちらとも暴れて欲しくない。

　エリアルはヴァルサスの腕を引っ張った。

「ねえ、レオンさんが言うとおり、ヴァルサスが原因なの？」

「……僕はあのゴミが幼児化した理由も知らないし、そういう術を掛けた記憶もない。だからもとに戻せと言われても、できるわけがないよ」

「それは困るんだよ！　結婚を約束した女達は俺が戻ってきたらもう他の奴らと結婚して子供まで作ってる奴もいやがった。俺は約束を反ほ故ごにして姿をくらませた最低の男になってたんだぜ。その鬱うつ憤ぷんを酒で晴らそうとしたら、この見た目のせいで飲み屋は門前払い。家でこっそり飲もうとしたら酒さか瓶びんを弟に取り上げられた。さらに、このままちびっ子のままで大人の姿に戻れないなら、祓魔師の免許も剝はく奪だつされんだ。どうしてくれる！」

「……女達って……何人と約束してたんですか。最低」

「ほんとゴミは最低だな。僕が結婚しようねって約束してるのはエリアル一人だよ。ゴミより悪魔の方が誠実だと思わない？　素敵悪魔は君だけのものだからね。安心した？　僕の愛の深さにご褒ほう美びのキスをして欲しいくらいだよ」

「今それ関係ないから」

「ほんとマジ関係ねえ！　いいから俺をもとに戻せ。いや……その……戻してください」

　レオンは急にしおらしくなって膝をついて手の平を擦すり合わせている。怒鳴っていても仕方ないと悟さとったようだ。

「ねえ、ヴァルサス。眠っていたみんなは時間が止まっていただけなのに、どうしてレオンさんだけ子供になったと思う？」

「そうだ悪魔には説明義務があるぞ」

「……そこのゴミ、ちなみに何をしようとした？」

「何って何だ」

「どういう術を使って眠る子供を起こそうとしたのかと、仕方がないからゴミに聞いてやっているんだが」

「……俺は優秀だから、あの部屋を見ただけで悪魔の呪いの一つだと気づいた。時間を止める呪いだ。だからあの部屋の時間を正常に戻すために、俺は時間を進めようとした……記憶はそこまでしかない。弟が言うには他の奴らと同じく眠ってしまったそうだ。なのに、何がどうなってこうなった？」

　ヴァルサスは、漆黒の髪を撫で上げながら、聞こえよがしにため息をついた。

「馬ば鹿かめ。あれは呪いではない。しかも時間が止まっているなら動かせばいいと、ゴミが安直に考えるからそんな目に遭うんだ、大馬鹿が」

「どういうことなの？」

「あの部屋は僕の異次元収納庫と同じ空間にしてあった。主あるじ以外の時間が止まるんだよ。収納庫に収めたものがいつまでも劣れつ化かしないのはそのためなんだ。そこは外からのあらゆる術を反射する空間でもある。あのゴミは跳ね返った自分の術が掛かった状態だ。だから僕にはなんともしようがない」

「でも……時間を進める術を使ったら、逆に歳としを取るんじゃないの？」

「反射した段階で運悪く逆転したのかもしれないな。祓魔師が召喚師の真似事をした結果だろう」

「おじいさんにならなくてよかったね」

「まあ……そうだよな。……おい待て、そういう問題じゃねえ」

「自分で掛けた術なら自分で解とけばいいんじゃないの？」

「できたらとっくの昔にやっている」

　ぶつくさと呟つぶやくレオンを見下ろし、ヴァルサスが眉み間けんに皺しわを寄せた。

「……変だな。運悪く若返ったとしても、六年分のはずだ。なのにそれ以上若返っているということは、なるほど。ゴミが余計なことをして、ますますゴミ化したというわけだな」

「どういうこと？」

「自みずから間違ったやり方で術を解こうとしたか、他の無能な召喚師に頼んで悪化させたんだろう」

「そうだ。だからなんとかしろよ……いえ、してください悪魔様」

「すでに私にはできないと答えた。頭まで幼児化したか、このちびっゴミ」

「ちびっゴミってなんだ！　いや、ちびっゴミでもいいから、なんとかしてくれよ」

　レオンには同情するが、ヴァルサスができないと言うからには、そうなのだろう。もっとも彼の場合、どこまで本当なのかエリアルにも判断がつかないのだが。

「ところでエリアル。鍵師協会に行かないの？　そろそろ締め切り時間じゃないのかな」

「え……あっ！」

「思い出したみたいだね」

「でも……」

　国立鍵師協会に書類を持っていきたいが、彼らを二人きりにするのも躊躇ためらわれる。

　ただ、力になってやりたいと思う反面、鍵師のエリアルがここにいたところで、なんの助けにもなれないのも事実だ。

「いいから行っておいで。彼の始末は僕がつけるから」

「ぶっそうなやり方じゃなくて、理性的に話し合ってね。どこかに吹き飛ばしたり沈めたりするのはなし」

「まあ君がそう言うなら聞いてあげる」

　渋しぶ々しぶそうだがヴァルサスが了承したところで、エリアルはレオンの方を向いた。

「レオンさん」

「な……なんだよ」

「私は用事で少し出かけますけど、納得いくまでヴァルサスと話し合ってください。ただ、レオンさんのお怒りはもっともですが、だからって私の店をこんなふうに荒らす権利はないはずです。私が帰ってくるまでに、できるだけ元どおりにしておいてくださいね。その上で、壊こわした窓ガラスや床に落ちて傷ついた商品全部弁償してもらいます」

　エリアルがきっぱりそう言うと、レオンはばつが悪そうに肩をすくめ「分かった。いろいろ悪かったよ」と謝った。

「……最初から地の果てに飛ばしておけばよかったな」

　ヴァルサスが小さな声で呟いたのをエリアルは聞き逃のがさなかった。

「私が帰ってきたときレオンさんがいなくなっているのはなしだからね。じゃあ行ってくる」

　エリアルは書類を入れた鞄を手に持つと、肩にティグルを呼び戻し、店を後にした。
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　エリアルの住むベルトラン王国は、他国にはない鍵かぎの技術を持つことで有名だ。

　竜の鱗うろこを素材として作られる鍵と錠じよう。現在、属性素材をベルトラン王国が独占しているため、その技術を学ぶためにやってくる鍵師も多い。

　そんなベルトラントにあまたいる鍵師の中で、特に秀ひいでた者から選ばれ、国王に任命されるのが『王の鍵師』だ。鍵師にとって羨せん望ぼうの称号。鍵師なら誰だれでも一度は目指しあこがれる。もちろんエリアルも例外ではない。

　王の鍵師の仕事は国防に関わるものが多かった。中でも、王族の親書を保管する箱を閉じる錠じよう前まえ、それを開く鍵を作る仕事は、一生に一度でいいから任せられたいと鍵師は願う。

　他に重要な仕事は橋の管理だ。

　首都アクナ・ヴィテを流れる人工の川は、王城の周りを円を描くように取り囲んでいる。そこから一般市民の暮らす住宅区へ三つ、住宅区から農村区へ向かう橋は五つ。

　合計九つの橋がある。

　その橋のたもとにはそれぞれに煉れん瓦が造づくりの建物があった。普段は警備兵の派出所になっているが、地下には王の鍵師の出張用工房がある。橋には有ゆう事じの際に働く仕掛け鍵が施ほどこされているため、定期的に王の鍵師が訪れ、仕掛けの鍵の点検や補修を行っているのだ。

　橋の数と同じだけ建物はあり、そのうち九番目のものが、エリアルの鍵屋兼住居だった。ここのみ国王から個人の住居を許され、鍵屋の営業も許可されていた。

　エリアルはそこで日々の生計を立てながら『王の鍵師』を目指している。

　そしてこれから『王の鍵師』になるために絶対必要な資格を取ろうと、国立鍵師協会へ申請に向かうのだ。

「あ、馬車が来たわ」

　通りに出たところで、ちょうどやってきた巡じゆん回かい馬車にエリアルは乗った。国立鍵師協会は住宅区と貴族区を繫つなぐ橋のたもとにあって、巡回馬車の終点でもある。

　馬車は六人乗りで、エリアルの前には親子が座っていた。子供は膝ひざの上に鍵の掛かった飾り箱を載せて、蓋ふたを開けようと必死になっている。

「きっと鍵はおうちに置いてきたのよ。帰ってからにしなさい」

「嫌だ。メダル入れて持ってきたんだもん。おじいちゃんに見せるんだ！」

　少年はそう言って母親を困らせていた。エリアルは思わず声を掛けた。

「ねえ、私鍵師なの。よかったら開けてあげる」

「本当!?　じゃあお姉ちゃん、お願い！　おじいちゃんにメダルを見せたいんだ！」

「だめよ、お姉さんを困らせちゃ」

「いえ、いいんです。じゃあ、その飾り箱をお姉ちゃんに貸してくれる？」

「息子が無理を言ってすみません」

「ちょうど暇ひまにしていたので、気にしないでください」

　恐きよう縮しゆくしている母親に微笑ほほえみ、エリアルは少年から飾り箱を受け取った。子供用の玩具おもちやではなく、小さいながらもしっかりした造りの飾り箱だ。

　エリアルはベルトにぶら下げた鞄かばんから、先がＬ字型に折れ曲がったものと、波打つタイプの二つの工具を使って、一瞬で解かい錠じようした。

「はい、どうぞ」

「ありがとう、お姉ちゃん」

「あのう……お代はいくらお支払いすれば……」

「いえ、気にしないでください。でも鍵のご用命がありましたら、第九の橋の側にある鍵屋にいらしてください」

「そういえば……調理場で使う火ひ鍵かぎをそろそろ造り換えたいと思っていたところなんです。今度寄せてもらいますね」

　実はまだエリアルの店では属性素材のオーダーメイドは資格がないので受けられない。けれど今日、申請をして資格が取れたら、すぐにでもできるだろう。

　だから「はい、ぜひ」と答えた。

　ベルトラン王国では、二種類の鍵が流通している。

　戸と締じまりに必要な一般錠と、ランタンやかまどに火をつける、火か竜りゆうの鱗から作られる火鍵などの属性鍵だ。

　それらを取り扱う資格を交付してもらうため、協会に向かっているところだが、エリアルには一つ大きな問題があった。

　エリアルはどういうわけか属性鍵の素材に触ふれると火傷やけどするのだ。一般的にみな多かれ少なかれ、同じ症しよう状じようを訴うつたえるので特別なことではない。

　けれど鍵師になる者は違う。先天的に素材の属性に耐たい性せいがなければならない。

　自分の最大の欠点を知ったときはさすがに落ち込んだが、エリアルは負けなかった。

　毎日触れることで、短時間なら属性を持つ素材に耐たえられるようになった。資格を取れたら、ほんの僅わずかだが『王の鍵師』へ近づける。

　エリアルの父・セオドアは九番目の王の鍵師だった。六年前には、当時ベルトラン王国と緊きん張ちよう状態だったハル・フリート皇国へ向かい、自みずからを犠ぎ牲せいにして戦争を回かい避ひした。

　王の親書を無事に届けるという重責を負い、命が奪うばわれることも覚かく悟ごし、ハル・フリート皇こう国こくへ向かった父。そこにあった揺ゆるぎない意志と信念に思いをはせるとき、エリアルは強い感かん銘めいを受けるのだ。

　自分もそうありたい。いつか父と同じ『王の鍵師』になりたいと強く願う。

　だが──。

　馬車が停車して親子は降りていった。代わりに仲のよさそうな男女が乗り込んできて、向かいに座った。

　彼らはひとときも離れないというように手を繫いだまま、人目を気にせず触れ合っている。何よりとても幸せそうだ。

　なんだかいいなあ──。

　彼らはどんなふうに出会い、お互い付き合おうと決めたのだろう。相手のどこが、何が心を虜とりこにしたのだろう。

「……そういうのって、恥はずかしくないんですか？」

　エリアルがふと漏もらした言葉に、前に座る男女はきょとんとした次の瞬間、不快な表情を浮かべた。

　もしかして私、思い切り失礼なこと言った──!?

「すみません……変な意味じゃなくて……お二人ともとても幸せそうにされているので、いいなあって羨うらやましく思っただけなんです。どうすれば照れたり恥ずかしがらずに触れ合ったりできるのかなって……」

　誤解されないように説明をしたが、相手は余計に気分を害してしまったらしい。しかも肩に乗っているティグルが、何やら慌あわてるように両肩を跳はね回っている。

「ね、降りよう」

「そうだな」

「あのっ、変な意味はなかったの……ほんと……ごめんなさい！」

　二人は御ぎよ者しやに停めるよう伝え、降りていった。

　一人取り残されたエリアルは膝に手を置いて俯うつむいた。

「どうしてあんなこと聞いちゃったんだろ……」

　思い切り変人認定されてしまった──。

　エリアルには気軽に悩なやみを相談できる女友達はいない。むろんヴァルサスにはこんな悩みを打ち明けられるはずもない。

　普通は一番身近にいる女性である母親に、相談するものなのかもしれない。

　だがエリアルに母親はいなかった。エリアルを産んですぐに亡なくなったという母は、当時いくつだったのか。

　故郷はどこなのか、どんな女性だったか。

　父は何も語らずに死んでしまった。

　鍵師の学校では女性が入学することはまれだったので、必然的にクラスメイトは男ばかりだった。学校から帰ってくると、この国の王子であるフレイやジョシュが遊びに来ていたので、彼らとばかり一緒にいた。

　結果、同性の友達ができなかった。

　さすがに男性にこういう話を相談するのは躊躇ためらわれる。

　ヴァルサスがエリアルとの契けい約やくに婚こん姻いんを求めたのには裏があるのだろうと思ってきた。彼との契約を知る誰もが、悪魔は人を花嫁に選ばないと言った。

　あえて婚姻を求めたとすれば、そこには何か恐おそろしい理由があるはずだ。

　悪魔は噓うそつきで強ごう欲よく。その口から吐はき出される優しい言葉も、温かい気き遣づかいも、全て人間を騙だますだけのものだ。

　心には常にそれらの忠告があって、ヴァルサスの愛情や献けん身しんを、素直に受け止められずにいた。そのせいもあってか、十六歳の誕生日が近づくにつれ、自分でも自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいるほど、可か愛わいげのない女の子になっていた。

　彼に嫌われたかった。

　こんな我わが儘ままで恩知らずな娘など、もう面倒見切れないと契約を破は棄きして欲しかった。

　そうすれば、甘い愛の言葉に惑まどわされることもなく、エリアルも王の鍵師を目指すことだけに集中できた。

　そう願う反面、ヴァルサスが視界の中にあるのが日常であって、それ以外の景色など想像できなかった。

　不満そうに店番する顔も、彼の料理が卓たくに並ぶ毎日も、洗せん濯たくものがはためく中、笑顔で佇たたずむ彼も──失いたくなかった。

　ヴァルサスはいつしかエリアルの人生の一部になっていたから。

　それを認めると、何もかもが終わってしまう気がして、できなかった。

　彼は悪魔。その行動の全てに裏があると信じていたから。

　けれど、ヴァルサスはもとは父の旅友だった。

　六年前、父の最後の願いを聞き届け戦争回避に力を貸してくれた。

　ひとりぼっちになったエリアルのもとに留とどまり、大切に守ってくれた。

　ヴァルサスはエリアルを本当に愛してくれていた──。

　その全てに噓うそ偽いつわりはなかったことをエリアルは知った。だから急に恥ずかしくなってしまった。

　ヴァルサスにどんな顔で向き合えばいいのか、まるで分からない。今までどうしていたのかすら、思い出せないのだ。

　答えを探せない問題に頭を悩ませていると、馬車が止まって、御者が言った。

「第二の橋前に到着しました。この馬車は三十分後、第九の橋前に向かって出発します」

　エリアルは馬車を降り、第二の橋の傍かたわらに建つ国立鍵師協会の門をくぐった。

　通路の左右に鍵師を営いとなむに当たって必要な機材が売られる店が建ち並ぶ。ここは鍵師のための専門街でもあるので、一般人の買い付けはできない。

　エリアルは店に入りたい誘ゆう惑わくを振り払い、一番奥に建つ建物に入った。

「ええっと……申し込みの受付は……あった！」

　属性素材取扱許可証発行のための試験受付窓口と書かれた場所に向かい、エリアルは所定の書類を提出した。

　が──。

「申し訳ありませんが、あなたはこちらの試験を受けることができません」

「どうしてですか？　すでに一般錠の取扱許可証は持っています。十六歳の誕生日も迎むかえました。試験は受けられるはずですよね？」

「鍵師登録時の資質検査で、属性素材に対するアレルギー反応が認められると記載されています。残念ですがこういう方は属性素材取扱許可証を発行できない取り決めになっております」

「確かに触さわると軽い火傷をしますが、錠前や鍵の加工はできます。せめて試験を受けさせてもらえませんか？」

「ですから、先に申し上げたとおり、属性素材に対するアレルギー反応がある方は、試験を受けられません。そういう規則になっております。お帰りください」

「そこをなんとか……」

「なりません」

　受付の女性はにべもなくそう言い、エリアルの書類を突き返して、そっぽを向いてしまった。

「何か別の方法があったりしません？」

「お帰りください」

　エリアルは書類を握にぎりしめたまま、受付の側にある椅い子すに座って、呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　試験を受けて落ちるのは仕方がない。けれど試験の申請すら受け付てもらえないとは思わなかったのだ。

　このままでは、エリアルは鍵師として一人前にはなれない。

　属性素材を扱えない鍵師は、鍵師の頂点とも言われる『王の鍵師』の候補にすら挙げられない。

　体質に根本的に合っていない職業だから転職しろ、と言われたようなもの。

　だいたい、女性で『王の鍵師』に選ばれた者はいない。鍵師として一流の腕うでを持ち、さらに別の特出した能力──父の場合は優秀な召しよう換かん師し──があり、初めて『王の鍵師』にふさわしい者であるのか、審しん査さされる。

　だが、王の鍵師としての最低限の資質を持たないエリアルが、その対象に選ばれることはないだろう。永遠に。

　だからといって夢を諦あきらめるなんてできない。一般錠ならどんな錠前でも開ける自信がある。きっと欠けた資質を努力で補える日がくるはず。

　そう信じて努力してきたのに、資格の申請すらできないなんて──。

　ティグルが心配そうに頰ほおを舐なめてくる。

　エリアルは柔やわらかいティグルの毛を何度も撫なでて落ち着こうとしたが身体は動かず、代わりに胸が痛い。

「エリアル？」

　名前を呼ばれて顔を上げると、驚おどろくべきことにユーリが立っていた。

　彼は、セオドアが戻もどるまでという期間限定で、九番目の王の鍵師としてベルトラン王国に仕つかえている。先天的に色素を欠く彼は、仄ほのかに赤く色づく瞳ひとみを持つ。長い髪は月光の煌きらめきを持ち、肌はだは白はく磁じのようだ。

「……ユーリ先生……？」

「やはりエリア……どっ、どうしたのですか、その涙は」

「えっ、私、泣いてなんてないですよ。やだなぁ……」

　目を擦こすろうとした手を止められ、エリアルは顔を上げた。

「馬車を待たせていますので一緒に行きましょう。わたくしの工房で美お味いしいお茶をごちそうしますよ」

　ユーリはそう言って、エリアルに手て拭ぬぐいを差し伸べた。
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　馬車で王城に向かう途中、エリアルはユーリにまず、属性素材取扱許可証の申請を受け付けてもらえなかったこと、その次に、ヴァルサスとの契約が延のびたことを話した。

　ユーリはただ静かに聞いてくれたが、彼の意見を聞く前に、馬車が王城に到着した。

　王の鍵師の工房は王城の敷しき地ち内ないにある。城を守る一番内側の塀へい。それに沿うように、鍵師達の工房が建っているのだ。

　そのうちユーリの工房は煉瓦造りの二階建て。色味は薄うすいオレンジやクリーム色の煉瓦が使われていて、優美で気品が感じられる建物だが、窓がない。

　ユーリはポケットから鍵を取り出して扉とびらを開けた。

「さあ、どうぞ入ってください」

「ありがとうございます」

　頭ず上じようにある天窓から落ちてくる光を見上げながら、エリアルは椅子に座った。

　ここはいつも温かい雰ふん囲い気きに満ちていて、心地ここちいい。

「……申請の件ですが、まずは法務の方に、規則に抜け道がないか探してもらいますね。他の王の鍵師にも相談してみましょう。結論が出るまで落ち込んだり悩んだりしないこと。いいですね」

「はい。よろしくお願いします」

「それと、花嫁の契約の件はわたくし、心配しておりませんでした。エリアルが望めばヴァルサス様はきっと期限の延長をされるだろうと分かっておりましたから」

「……え」

「ヴァルサス様はエリアルをこの世の誰よりも何よりも大切にされています。あなたが望むことはきっと、なんだって叶かなえてくれるはずですよ」

「……そ……そうかな……」

「いっそ体質改善をお願いしたらいかがです？　ヴァルサス様なら何かいい術をお持ちなのではないでしょうか」

　エリアルは頭を左右に振った。

「属性素材に触れると火傷をする体質は生まれたときからのものだから……これも私の個性です。もちろん慣れたり自然と耐性ができるのはいいことだと思います。でも悪魔の力を頼るのは間違ってる気がするんです」

　エリアルはずっと心に引っかかっていることがあった。

　フレイにヴァルサスを便利な道具だと思えばいいと言われたとき、反論しなかったこと。

　でもエリアルは、ヴァルサスを一度だって、そんなふうに思ったことなどない。だからあの場で伝えるべきだったのだ。

　きっとヴァルサスは傷ついたはず。

　彼は家族で、エリアルにとって大切な人。

　決して便利な道具などではない──。

　あのときそう言えなかったのは、自分のことでいっぱいになっていたから。

　なのにヴァルサスは腹を立てることもなく、エリアルのことを考えてくれた。

　いつも、どんなときでも。

　なのに私は──。

　エリアルが物思いに耽ふけっていると、目の前に杯さかずきが置かれた。

　金きん細ざい工くの枠わくに収まった杯からは湯気が立っている。枠の底にはお茶の温度を調節する小さな火鍵が刺ささっていた。繊せん細さいで優美な鍵。

「お茶を飲んで元気を出してくださいね」

「はい。ありがとうございます」

　一口飲むと、ほんのりとした甘あまみが舌から伝わり、しばらくすると身体の芯しんから温まってきた。

「これ美味しい……」

「お口に合って何よりです。帰りに茶葉を少しお分けしましょうか？」

「ありがとうございます。いただきます」

　ヴァルサスは茶葉を集めるのが趣味で、調理場には数多く取り揃そろえている。新しい茶葉を持ち帰ったら、きっと喜んでくれるだろう。

「いつもエリアルを守ってくれているティグルにはこちらを。砂糖控ひかえめの焼き菓が子しです」

　小さな皿に置かれた丸い焼き菓子を見下ろし、ティグルはエリアルの顔を見る。

「いいよ、いただいて。お行ぎよう儀ぎよくね」

　エリアルがそう言うと、ティグルは肩から飛び降り膝の上に移動する。そこで後ろ足だけで立つと、卓の上から焼き菓子を両手で摑つかんで、くるくる回して縁ふちをかじった。

「……あのう。他にも相談したいことがあるんですけど、いいですか？」

「もちろんですよ。さあ、話してください」

「……ヴァルサスのことすっ、……すっごい悪魔だったんだな～って……」

「わたくしもそう思いますよ」

「ヴァルサスのこと……すっ……すっかり見直してしまって……私……」

「エリアル？」

「え～……あの……私、ヴァルサスのこと……す……すす……」

「お好きなのですね」

　エリアルは自分でも信じられないくらい顔を真っ赤にして、戸と惑まどいながらも頷うなずいた。ユーリはまるで我わが子でも眺ながめるような優しい笑みを浮かべる。

　自分の気持ちを言葉にすると、胸の中にあった重いものが軽くなった気がした。

　どうしてもっと早く、誰かに相談しなかったのだろう。

「でも存じておりましたよ。エリアルはヴァルサス様を信頼しお好きなのだと。ヴァルサス様も同じお気持ちなのですから、何を悩むことがあるのです？」

「私……ヴァルサスみたいに料理が上手じようずなわけでも家事が完かん璧ぺきなわけでもないし……鍵のことになったら周囲が見えなくなるし……ヴァルサスにはもっとふさわしい女の子が……いるんじゃないかなって」

「苦手なことは誰しもありますよ。その代わりあなたは素晴らしい才能を持った鍵師です。何よりヴァルサス様は今のエリアルをまるごとお好きなのでしょう。それでいいと思いますよ」

　そう言ってユーリは、珍めずらしく頰をほんのり赤らめて、クスリと笑った。

「ユーリ先生、笑わないでください。なんだかいたたまれないですから……」

「いえ、わたくしも若い頃、自分に自信がなくてとても悩んだ時期があったのですよ。そのとき今のエリアルのようだったと思い出して、なんだか懐なつかしくなってしまって、笑ってしまいました。すみません」

「えっ。ユーリ先生は完璧ですよ。誰よりも素敵だし、優しいし、王の鍵師としても完璧。私のあこがれの存在なんです」

　凜りんとした白しら百ゆ合りのような佇まいを持つユーリ。彼の作る仕掛け錠付き小箱は、いつもあでやかで繊細。錠の造りは緻ち密みつ。エリアルはいつも彼の作品を見て、感かん嘆たんのため息を漏らすことしかできない。

　父親の次にあこがれている鍵師だ。

「そんな素晴らしいものでは……。わたくしはこの白い髪かみや肌、赤い目が幼い頃から大嫌いだったんですよ。いじめの対象にもなりましたし。でも……そんなわたくしに、君って綺き麗れいだね、って言ってくださった方がいらしたのです。人は自分を肯こう定ていしてくれる人間が一人でもいたら生きていけるのだと知りました。それから自信を持つことができたのです。今もわたくしの大切な方なのですよ」

「ユーリ先生がそこまでおっしゃるんだから、きっと素晴らしい方なんでしょうね」

「今旅に出られているので、お待ちしておりますが、お帰りになったら、わたくしもぐいぐいいきますよ。ですからエリアルも、ヴァルサス様にぐいぐい積極的にいくのですよ」

　ユーリは両手を絡からませて肘ひじをつき、前のめりになりながら、言った。その表情は恐ろしいほど真剣だった。

「私に……できるかな……」

「エリアル、いいですか。あなたは変なところで奥ゆかしいというか照れ屋さんですが、好きならばそれを伝える努力をしなければなりません。言葉が苦手なら、態度で示すのですよ」

「は、はい」

「合い言葉はぐいぐいです」

「分かりました。私もぐいぐい、積極的にがんばります！」

　今からでも遅おそくない。いや、今からでいいのだ。

　気づいてしまった自分の気持ちを、ヴァルサスに全力で伝えたらいい。

　言葉でも態度でも、なんだっていいはず。

　自分ができる方法を選べばいいのだ。

　上手くできないかもしれない。失敗して誤解を生むかもしれない。でも、仕事も恋も一いつ生しよう懸けん命めいまっすぐ向き合うことこそ、自分らしい。

　エリアルはようやく晴れやかな気持ちになっていた。

　──が。

「あのう……ところで、ぐいぐい積極的にいくって……何をすればいいんでしょうか」

「こっそり寝所に潜もぐり込むというのはいかがでしょう」

　ユーリの表情は驚くほど生き真ま面じ目めだった。冗じよう談だんを言っているわけではないようだ。

「……そ……そ……それ……は……あ、あのう……」

「難しいですか？　ではそうですね……湯ゆ殿どのに一緒に入って背中を流して差し上げるというのはいかがでしょう。きっとヴァルサス様もお喜びになりますよ」

「は……はあ」

　ユーリの提案してくれる内容は、エリアルにはどれもかなり困難な内容だ。だが、これが普通なのだとすれば、エリアルはよほど恋愛に疎うといのだろう。

　エリアルがお茶を飲んで自分の気持ちを分析していると、ユーリが席を立ち、しばらくすると一冊の本を持って戻ってきた。

「よかったらこれをどうぞ」

「『恋を叶える十の方法』……これってもしかして魔術書ですか？」

「まさか違いますよ。世の乙女おとめ達がみな、恋をしたときに読む大衆本です。わたくしは一度目を通しましたので必要ありません。よかったらエリアルの恋に役立ててください」

「あ……ありがとうございます」

　ユーリは一度目にしたものは全て記憶してしまう能力を持っている。その優すぐれた記憶力から、錠前の設計図すら持たない。エリアルには羨ましい能力だ。

「できるのなら、エリアルの今の気持ちを、ヴァルサス様に正直にお伝えするのが一番なのですが……」

「だっ……だめです。ユーリ先生、ヴァルサスに聞かれても黙だまっててください。ひっ……人から知らされるのはヴァルサスも嫌だと思うし……わっ……私も……心の準備が……」

「もちろんわたくしからは何も申し上げませんよ。安心してください」

「すみません……自分の気持ちの整理が追いつかなくて……ほんと私、だめですよね」

　エリアルは何杯目か分からないお茶のおかわりを受け取って、中身を飲み干した。

　こうやってヴァルサスのことを考えているだけで、どういうわけかやたら喉のどが渇かわく。

「いいことを思いつきました。月に一度か二度わたくし、王城の中庭で女子会をしているのです。今度、エリアルもいらっしゃい。他の方の恋の話も聞けるでしょうし、きっと楽しいですよ」

「えっ、ご一緒していいんですか？」

「もちろんですよ。次の開かい催さい日びが決まったら招しよう待たい状じようを送りますね」

「はい。楽しみにしています」

　しばらくユーリと様々な話をして、エリアルは彼の工房を後にした。

　属性素材取扱許可証の申請ができるかどうかは難しいところだろうが、ユーリは最大限の協力を約束してくれた。

　自分でもできることを探そう。そう心に決めて、彼が用意してくれた馬車に乗り込もうとしたときだった。

　見知らぬ男性に声を掛けられた。

　ウエーブのかかった髪はほの暗い緑色。瞳は金色。切れ長の目は一ひと重え。細身の容かんばせ。

　一見して高貴な身分だと分かる立派な衣い装しようを身に纏まとい、腰には剣を下げていた。傍らには家臣と思われる者を引き連れている。

　だが、表情が作り物のようで、眉まゆすら動かない。ただ淡たん々たんと話している。

「ユーリ殿。お忙しいと伺うかがってお目通りが叶わず帰るところでしたが、ここでお目にかかれるとは思いませんでした」

「このたびはお力になれず、申し訳ございません」

　そこにはもうエリアルに見せた親しみ深い笑みを浮かべるユーリの姿はなかった。

「そう簡単に王の鍵師を派は遣けんしてもらえるはずはないと、分かってまいりました。お気になさらず。ところで……こちらのご令れい嬢じようはどなたです？」

「彼女はわたくしの可愛い弟で子しです。エリアル、こちらはバスティア国からいらしたルシアノ・エンブルトン伯はく爵しやくです」

「初めまして。エリアル・ディン・サンテリナと申します」

「こちらこそ初めまして」

　あっという間に、腰を落としたルシアノに手首を摑まれ、手の甲こうにキスをされた。
















　肩に乗っているティグルが牙きばをむき出してうなり、エリアルは慣れない行為に、思わず手を引っ込める。

「これは失礼」

「えっ。いえ……私の方こそすみません。ティグルも落ち着いて」

　エリアルは毛を逆立てているティグルを宥なだめながら、ルシアノに謝罪した。

　一人前の女性として扱う挨あい拶さつをしてくれたというのに、手を引くなど本来してはならないことだ。

　ただ彼はエリアルに怒っているふうもなく、無表情のままで言葉にも抑よく揚ようがない。

　感情を無理に抑おさえているのではなく、こういう人なのだと気づくのにそう時間はかからなかった。

「ごめんなさい」

「エリアル、さあ、馬車に乗ってお帰りなさい」

「あ、はい。ユーリ先生、今日はありがとうございました」

　どういうわけか、ずっと目で追ってくるルシアノの視線が気になりつつも、エリアルは馬車に乗って帰き路ろについた。
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　エリアルが出かけて以後、ヴァルサスは話しかけてくるレオンを完全無視していた。

　どうしてクレメンスの兄の後始末を、悪魔が請うけ負おわなくてはならないのだ。勝手に人の縄なわ張ばりを侵おかした結果、幼児化したのだから、自じ業ごう自じ得とく。

　エリアルもエリアルだ。あの男の兄など放り出してしまえばいい。

　ヴァルサスは、クレメンスに騙だまされていたというのに、エリアルが今も変わらず兄さまと呼び慕したっていることが気に入らない。しかもエリアルの父を殺した──と彼女は信じている──三人の貴族をも許したのだから、筋金入りのお人ひと好よしだ。

　まあそういうところも、愛いとおしく思うところなのだが。

「俺、悪魔ってもっと冷れい酷こくなもんだと思ってたんだけど、お前違うよな。惚ほれた女の前じゃあ人間の男と同じってわけだ。はっ、は～。骨抜きだ」

　にやにやと笑いながら錠じよう前まえを布で磨みがいているレオンの背を蹴けり倒すと、ヴァルサスは頭を踏ふみつけた。

「いでででで──！」

「冷酷な悪魔をご所しよ望もうのようだから、このまま頭ず蓋がい骨こつを砕くだいてやろう」

「ほっ、本気にするなよ……冗じよう談だんだ……ぎゃ──！　マジ頭が潰つぶれる！」

「ああ熟うれたトマトのごとくぐしゃりと潰れてしまえ」

　ヴァルサスが、レオンの頭をグリグリと踏みつけているところに、タイミング悪くエリアルが戻もどってきた。

「ただい……ヴァルサス、子供になんてことしてるのよ！」

　エリアルは戸口から駆かけ寄ってくると、ヴァルサスの腕うでを摑つかんで引っ張ってきた。もっとも彼女程度の力では、こちらはびくともしないが。

「……中身は大人」

「そういう問題じゃないわ。いいから、足を上げてあげて！」

　ヴァルサスの腕にぶら下がるエリアルが可か愛わいくて、思わず撫なで回したい欲求に駆かられた。だが彼女の肩に乗っているティグルが妙みような視線を送ってくる。

「ヴァルサスって」

「ああ」

　仕方なしにレオンの頭から足を離すと、彼は側頭部を撫でながら身体からだを起こした。同時にエリアルもヴァルサスを摑んでいた手を離した。

「ふ～助かったよ、お嬢ちゃん。まだ頭ががんがんする……」

「レオンさんがヴァルサスを挑ちよう発はつしたんじゃないですか。そういうのやめてください」

　一応、エリアルはヴァルサスの味方をしてくれているようだ。

　レオンはばつの悪そうな顔で、まだ頭を撫でている。

「いや、別にそんなことしてねえよ。俺はただここに置いてくれって、涙ながらに訴うつたえただけだ」

「おい、そんな話は聞いていない」

「そうだ、これ弟からお嬢じようちゃんに。先に渡しておけばよかったな。俺も頭にきてたからすっかり忘れてたよ。ごめんな」

　レオンは胸元から手紙を取り出してエリアルに渡した。彼女は折り畳たたまれた紙をその場で開いて、目を通す。

　その表情は文字を追うごとに、真剣なものになっていく。ヴァルサスは嫌いやな予感がした。

「ね、ヴァルサス。レオンさんをうちに置いてあげようよ。だって一人で家族の帰宅を待って暮らす毎日がどれほど寂さびしいものなのか、私……よく知ってるもの。そんな辛つらい目に遭あわせたく……あっ！」

　エリアルから手紙を奪うばって、ヴァルサスは中身を確かめた。




　エリアルちゃんへ

　今日、兄がエリアルちゃんを訪ねていくかと思います。

　私は急ぎ出かけなければなりません。兄のことを直接お願いできず旅に出ることを許してくださいね。

　エリアルちゃんと悪魔との契けい約やく解除の件と、兄をもとに戻すいい方法があるとの情報を得たので、そちらへ向かいます。一カ月ほどで戻りますので、その間、兄のことをエリアルちゃんにお願いしたいのです。

　中身は二は十た歳ちの大人なのですが、口ばかりもとのままで、見た目も体力も九歳の少年なのですよ。

　旅に同行させるにはあまりにも幼い身体。

　かといって、六年間眠り続けてきた兄を、ふたたび一人にさせたくないのです。

　兄は女性に少々だらしなく、お酒が大好きなお調子者です。

　ですが、悪い人間ではありません。

　店番という役目を与えてくだされば、彼は手しゆ腕わんを十分に発はつ揮きしてくれると思います。

　中身は大人なのでビシビシ扱しごいてやってください。見た目に騙されて甘あまやかすと図に乗るので、手加減は無用です。

　不ふ肖しようの兄ですが、どうぞよろしくお願いします。

　ご迷めい惑わくをかける滞たい在ざい費用も同どう封ふうしておりますので、受け取ってください。


クレメンス　　　






　なんだこの断らないのを前提とした手紙は──。

　ヴァルサスは手紙を手の中で燃やし、抗こう議ぎの声を上げるエリアルに言った。

「……僕は反対だよ。エリアルも店を破は壊かいしようとするようなゴミを家の中に転がす気はないよね？　だってここは僕達の愛の巣なんだよ。他の男を住まわせる広さも心の余裕も僕にはないよ」

「でも……クレメンス兄さまからの手紙を読んだら断れないよ。だって兄さまの家で小さい子を一人で留守番させるのって、心配じゃない？」

「あれの中身は大人だ。何を心配することがあるんだ」

　エリアルと言い合っていると、客が店に入ってきた。さすがに口を閉ざして、エリアルを連れカウンターの内側に移動する。

　レオンはあろうことか、商品を選んでいる客に近づいた。彼は手を後ろで組んで、ほんの少し前まえ屈ががみで、客を見上げる。

「お姉さんが持ってるその飾り箱、おすすめだよ」

「本当？」

「うん。だってお姉さんの細くて長い指に似合ってて素敵だから」

「そ、そう？　じゃあボクがそこまで推おしてくれるなら……これにしようかな」

　どうして女というのは、幼い子供にこうも弱い生き物なのだろう。

　ヴァルサスは内心ではレオンに腹を立てつつ、女性が精算に持ってきた商品を包む。

「ありがとうございました」

　ヴァルサスが呆あきれている傍かたわらで、エリアルは目を輝かせてそう言った。客が出て行くと、待っていたように口を開く。

「すごい、レオンさん。ね、ヴァルサス、すごくない？」

「僕と大違い……みたいな顔をするのやめてくれる？」

「えっ。そんな顔してないよ。あっ、またお客さんが来た」

　次に来た客はカップルで、第九の橋にぶら下げる錠前と鍵かぎを買いに来たようだ。

　ふたたびレオンの子供らしい笑顔と軽快な話術が功こうを奏そうし、滅めつ多たに出ない高額な商品が売れた。

　大人が褒ほめると媚こびた感じに受け取られてしまうが、子供は違うのだろう。

　どういうわけか、幼い言葉遣づかいに、人間は微笑ほほえみすら返してしまうのだから、不思議だ。

　とはいえ、レオンの接客技術はかなり高いものだと、認めざるを得ない。

「レオンさんって、接客の才能があるみたい」

「お姉ちゃんの扱いは俺に任まかせておけ。住まわせてくれることを条件に、店番くらいやってもいいぜ。あと呼び方はレオンでいいからな」

　レオンは親指を立てて自分を指し、愛らしい笑顔を浮かべた。

　外見は確かに美少年だ。大人はみなこの中身を知らず、保護欲をかき立てられて手を差し伸べてしまうだろう。

「お願いしよう、ヴァルサス！」

「……」

「だってレオンさん……レオンがいてくれたら、店番を頼めるよ。そうしたら……その……二人で出かける時間も今よりできるかもしれないし……」

　エリアルはそっぽを向いて、ちょっとぶっきらぼうにそう言った。なぜか怒った顔をしているのだが、頰ほおは朱しゆに染まっている。

　これはデートに誘さそってくれているのだろうか──。

　ヴァルサスはいつもと違うエリアルの態度に、ときめきすぎて目眩めまいがしそうだった。

「……あっ。別に、ヴァルサスも忙しいだろうから、無理だったらいいの。強制じゃないから。それに子供だけに店番を頼むのってあり得ないよね。お手伝いくらいに考えて……」

　ヴァルサスはエリアルの手を握にぎりしめて引き寄せる。彼女の淡あわい桃色の髪はサラサラと波打って、とても綺き麗れいだ。

「君、可愛い」

「思い切り話を逸そらそうとしてる？」

「違うよ。僕は君が素敵だと思ったらすぐにそう言うよ。ただそれだけのこと。話は戻るけど、店番もできないゴミを僕は拾うつもりはない」

「レオン、店番できる？」

「今見たとおりだ、任せろよ」

「できるって」

「……分かった。愛するエリアルの頼みなら仕方ない。無能召しよう喚かん師しが戻ってくるまでだからね」

「ありがとう、ヴァルサス」

「やっぱり骨抜きだ」

　ぼそりと聞こえた声に、ヴァルサスはエリアルから手を離し、今度はレオンの頭を鷲わし摑づかみにして、持ち上げた。

「何か言ったか？」

「少年の魅み力りよくを存分に発揮して、店の売り上げを大幅に伸ばしてやるって言った」

「ちょっとヴァルサス」

　ヴァルサスはレオンを床ゆかに下ろして手を離した。レオンは何事もなかったように乱れた髪を整える。

「お前は一階の奥にある物置を使え。ちびっゴミが転がるくらいの隙すき間まはある。工房のある地下と、二階は一歩も近づくな。分かったな」

　レオンは頭を大げさに上下に振った。その仕草もいちいちかんに障さわる。

「それのどこが返事だ」

「分かったよ、ドエス悪魔」

「悪魔と呼ぶな」

「了解、ドエス」

「ドエス？」

「じゃあなんて呼びゃあいいんだよ」

「ご主人様とでも呼んでもらおうか」

　そう言ってレオンの頭を小突くと、生意気にも手を払いのけてきた。

「俺はお前の使い魔じゃねえぞ。どうせなら全部くっつけて、ドエス悪魔なご主人様なんてのはどうだ」

「無能祓ふつ魔ま師しちびっゴミ」

「っだと。てめえ、表に出ろ！　今すぐ決着をつけてやるぜ！」

「いいだろう」

　二人して出て行こうとしたが、エリアルに上着を摑まれ止められた。

「ちょっとレオン、いい加減にして。ヴァルサスも子供の言うことを真に受けないで」

「中身はおっさん」

「弟が兄さまなら、俺はお兄さまだ！　いや、せめてお兄ちゃんとだなあ……」

「ヴァルサスはヴァルサス。レオンさんはレオン。いいわね」

　エリアルが離した手を腕組みし、仁に王おう立だちでそう言った。どういうわけかティグルまで彼女の肩の上で、後ろ足だけで立って、腕組みしている。

「……仕方ねえな。じゃあ、ヴァルサスって呼んでやるよ」

「エリアル、こいつの言動に我が慢まんができなくなったら薪まき代がわりに火にくべていいか」

「だめに決まってるでしょう」

　エリアルは鞄かばんから紙袋を取り出して差し出すと、ヴァルサスの胸に押しつけた。そしてどこかぶっきらぼうに言った。

「これ……ヴァルサスにお土産みやげ」

「突然どうしたの？」

「別に……鍵師協会でユーリ先生と偶ぐう然ぜん会って、話してきたの。そこでお茶がとても美お味いしくて、お裾すそ分わけしてもらったの。ヴァルサスは茶葉を集めてるでしょ。だから喜……ユーリ先生が分けてくださるっていうから、もらっただけよ。ほら、断るのも悪いから……」

　エリアルはまくし立てるように言葉を続けたが、途中で途切れた。目が急に泳ぎだしたかと思うと、小さな声で続けた。

「……ごめん、違う。ヴァルサスが喜ぶと思ってもらってきたの」

　だからエリアルは帰ってくるのが遅おそかったのだ。

　けれど気がかりなのはそこではない。

　普段見せない態度に、彼女らしからぬ違い和わ感かんがあった。

　エリアルを力強く抱きしめたい欲求と、頭に浮かんだ疑ぎ惑わくが行動を抑よく制せいする。

　ユーリのところで何かあったのだろうか。

「あんまり嬉うれしくなさそう……もしかして苦手な茶葉だった？」

「いや。もちろん嬉しいよ」

「よかった。じゃあ今日のお昼は私が作るね。話はその後で。二人は掃そう除じの続きをして。お客さんが来たらよろしく」

　エリアルは珍めずらしい言葉を口にして、あっという間に奥へ姿を消した。

「……今……お昼作るって……エリアル!?」

　そんなことはここ数年言ったことがなかったのに、今さらどうして──。

　ヴァルサスは嫌な予感がした。

「あ～あ。俺も女とラブラブしてえ」

　箒ほうきにもたれかかって恨うらめしそうな目を向けるレオンに「表を掃はいてこい」とヴァルサスは命令した。レオンは舌打ちしつつも文句は口にせず、箒を持って出て行った。彼を店から追い出す理由があったのだ。

　ヴァルサスは、奥から戻りカウンターに座って待っていたティグルを振り返った。

「ティグル、エリアルは白しら魚うおと何の話をしていたんだ」

「報告……焼き菓が子しは美う味まかった」

「……お前が冗談を言う日が来るとは思わなかったな」

「謝罪する。食べ物に集中した」

　ティグルは表情を変えずにそう言った。だが両頰が丸く隆りゆう起きして、鼻がヒクヒクしているのを見み逃のがさなかった。

「……私の耳に入れると都合の悪いことをエリアルが白魚と話していたんだな。どういった内容だったのか報告してもらおうか」

「否いな。情報は焼き菓子のみに限定」

　ヴァルサスはティグルの首を摑み、持ち上げた。ティグルは後ろ足を蹴るようにして宙で暴れている。

「どういうつもりだ……ティグル」

「……グルル」

「お前の代わりはいくらでもいる」

　冷酷な瞳ひとみを向けてそう言うと、ティグルはおとなしくなった。ヴァルサスはカウンターにティグルを下ろし、ふたたび訊たずねた。

「話せ」

「報告、エリアルは属性素材取扱の申しん請せいを規定の理由で却きやつ下かされる。以後、申請不可とのこと。第九の鍵師ユーリに相談。帰宅時、バスティア国、ルシアノ・エンブルトン伯はく爵しやくと挨あい拶さつを交かわした」

「……聞いた名だな」

　どこで耳にした名前なのかヴァルサスは思い出せなかった。だがどういう人物なのか調べておく必要がある。それはあとでもいいだろう。

「質問する。その者は、挨拶と称しようしてエリアルの手の甲こうにキスをした。それは人の間では挨拶とみなすのか」

「なぜ阻そ止ししなかった！」

「敵対行動との認識はなかった。変更するか」

「即時変更しろ」

「了解した。だがエリアルは手袋をしている。問題か」

「この場合、手袋をしていてよかったと言うべきだ。ところでその男、年齢はどのくらいに見えた？」

「二十歳前後と思われる」

「若いな……。人間の女が惚れそうなタイプか？」

「私にその判断はつきかねる。だが、手の甲にキスをされたエリアルは、顔を真っ赤にして照れていた……と、思われる」

「……」

「報告は以上」

　エリアルの属性素材取扱の申請が却下された件は彼女から改めて話があるだろう。だが彼女自身が話してくれるようなことをヴァルサスが知りたいわけではないのだ。

「……お前は本当に私を主人と認識しているのか？　報告すら満足にできないのなら別の使い魔をエリアルにつける」

「その判断には異議を唱となえる」

「ならあの白魚とエリアルが何を話していたのか、報告しろ」

「焼き菓子は美味かった」

　ティグルはまた同じ言葉を繰り返した。

　本気でこの使い魔をどうしてやろうかと考えていると、ふと見慣れないものが目に留とまった。

　エリアルがカウンターに置いた手て提さげ鞄かばんから、見たことのない装そう丁ていの本が覗のぞいていたのだ。ヴァルサスの視線に気づいたのか、ティグルがその本を前足で押さえる前に、素早く手に取った。

　本の表題は、恋を叶かなえる十の方法──。

「なっ……」

　ヴァルサスが本を持ったままティグルの方を見ると、彼はプイとそっぽを向いた。

　ユーリと話していたのはこれに関わることだろうか。しかもヴァルサスのことではないため、ティグルはかたくなに話すのを拒こばんだのか。

　ちょっと待て、相手は誰だれなんだ──。

「お昼の準備ができたよ。みんな、冷める前に食べて」

　奥からエリアルの声が響ひびき渡った。

　ヴァルサスはとりあえず本を胸元に隠かくして、調理場に向かった。気づくと背後にレオンがいて追い抜かれ、先に椅い子すに座った。

「さぁて、飯だ。飯……」

　レオンは、最初は笑顔だったが、見る間に青ざめていく。そして大皿に盛られたものを凝ぎよう視しして指差した。

「なあ、これ何の料理だ!?　細い棒状のものが団だん子ごになってうねってるけど……食えるのか!?」

「失礼ね。食べられるわよ」

「なんか全体的に動いてるぞ」

「……ちょっと動くくらいが美味しいのよ」

　少々調理法を間違っているようだが、指摘している暇ひまはない。

　ヴァルサスは料理のために外はずした彼女の手袋を棚たなに見つけてこっそり奪った。その後、椅子に座ろうとしていたエリアルの腕を摑んだ。

「エリアル、先に話がしたいんだけど」

「え。あ、うん。私も」

「じゃあ君から話して」

「実は……属性素材取扱の申請を受け付けてもらえなかったの。私が属性素材に触れると火傷やけどしてしまう体質のせいなんだけど……。ユーリ先生が何か方法がないか調べてくださるって約束してくれたの。だから落ち込むのは後にして、今は自分でも方法を探すつもり」

「君の指が属性素材を扱うたびに爛ただれるのは辛つらいよ。だから僕がその体質を改善してあげるっていつも言ってるだろ」

「そういうことでヴァルサスに助けてもらうつもりはないの」

「悪魔の力を気軽に使ってくれていいんだよ。君にはその権利があるし、僕も君のためならどんな願いでも叶えてあげる」

「そのことだけど……あのね、ヴァルサス……以前……その……フレイが……」

　エリアルが俯うつむき加減に呟つぶやいた声がレオンの声にかき消された。

「お嬢ちゃん。お前のペット、巻き付かれてるぞ！」

「……えっ。あっ……ティグル、食べ物で遊んじゃだめよ！」

「遊んでるわけじゃねえだろうが。そうじゃなくて、そもそも皿の上でのたうつものなんてな、食い物じゃねえだろ！」

「ゴミは黙だまって食っていろ」

　ヴァルサスが睨にらむと、レオンは皿に盛られた料理と格かく闘とうしつつ、ティグルを救出した。

　蠢うごめくエリアルの料理は彼とティグルに任せ、話し合いに戻った。

「で、他にユーリと何を話していたんだ」

「もう話したじゃない。あっ、一つ忘れてた」

「……ほらね」

「今度、ユーリ先生が開かい催さいする女子会に誘ってもらったの。その日、仕事と重ならなければ行ってみようと思って。私、そういうの初めてですごく楽しみ」

　あの男は性しよう懲こりもなくエリアルの母親になることを企たくらんでいるようだ。

　ヴァルサスはため息をつきつつ、髪を撫で上げた。

「女子会って……そもそもあいつは女子じゃないだろう」

「でも、私より女心を理解されているから、女子会でも構かまわないんじゃない？」

「……違う。僕はそんな話を聞きたいわけじゃないよ」

「どうしたの？　ヴァルサスが問題にしてることって何？　私よく分からないんだけど。はっきり言って」

　エリアルは質問の意味を理解していないのか、それともはぐらかしているのか、どちらとも取れない困こん惑わくした表情をしている。

　綺麗な瞳は淡いオレンジ色。この瞳に自分以外の男性が映し出されるなど、想像もしたくない。

「なあ、こっちの問題もなんとかしてくれよ。お前のペット、逆に食われそうだぞ」

　視界の端はしに、ティグルが紐ひも状じようのものに全身絡からまれて、宙に浮かんでいる姿が映っている。ティグルは嚙かみつきながら抵てい抗こうしているが、敵かなわないようだ。

「お～い、聞いてんのか!?」

「食えば解決する」

「……俺が寝てる間に食文化が変わったのかよ。くそっ……食ってみるか」

　レオンがずっと文句を垂たれ流し続けていて、耳障りでならない。今すぐアレを一時的に遠くに追いやるか、エリアルと二人きりになりたいのだが。

　彼女は気にならないようで、少し思案した後に口を開いた。

「……ヴァルサスあのね……」

「うわはっ、なんだこれ。気持ち悪わりぃけど、美味いぜ！　お嬢ちゃん、原料なんだこれ」

「胴どう長ながミミズだけど」

　エリアルが言うと、レオンは絶ぜつ叫きようした。

「……ぎゃ──！　なんてもの食わせやがるんだ──！　腕に巻き付いてきた──！」

「しばらく黙っていろ」

　胴長ミミズに巻き付かれている一人と一匹を店先に転移させたヴァルサスは、胸元から本を取り出した。

「店の床に落ちてたんだけど……これで何をどうしたいの？」

　本当は勝手に鞄から持ち出したが、些さ細さいなことだ。

　エリアルは本を目にした瞬間、羞しゆう恥ちで顔を染めて奪い返そうと手を伸ばしてくる。ヴァルサスは身長を生かして、本を持った手を高く上げた。

「かっ、返して！　それは……おっ……女の子の秘密みたいなものなんだから……」

　エリアルが意地になって取り戻そうとすればするほど、胸の奥から嫉しつ妬とというどす黒い怒いかりがこみ上げてくる。

　ヴァルサスは、別の男に惚れさせるために、彼女との婚こん姻いんを延ばしたわけではない。

　愛するエリアルが望んだから、叶えてあげただけだ。その望みに、自分以外の男と恋愛関係を築くということは含まれていない。

「……君、王の鍵師を目指すんだよね。そのために僕との結婚を先延ばししたはずだよ。なのにどうしてこんな不必要な本を読んでるわけ？」

「わ……私だって女の子なのよ。恋の本を読んじゃいけないっていうの？」

「ああ、そうだ。だって君の恋はもう叶ってるんだから」

　頭ず上じよう高くに放り上げた本を炎ほのおで焼き尽つくして、消した。エリアルは鋭するどい視線を向けて、本気で怒鳴った。

「酷ひどい、ヴァルサス！　それユーリ先生がくださった本なのよ。なのに燃やすなんてどういうつもりなの！　そんな権利ヴァルサスにないじゃない！」

「僕にはあるよ。ああ、白魚には同じ本を買って返しておく。それでいいだろう」

　自分でも理り不ふ尽じんな行動をしていると頭では分かっていながら、彼女を傷つけてしまう言葉が溢あふれて止まらない。その全てを言葉にすれば、彼女の心はますますヴァルサスから離れていくに違いない。

　だから言葉は最低限に留とどめるよう、ヴァルサスはこれでも努力している。

「……もう話すことはないわ」

　エリアルはヴァルサスの手をパンと払いのけ、調理場を出て行こうとした。

「どこ行くの、エリアル。話はまだ終わってないよ」

「私にはないわ。頼まれてる仕掛け錠付き飾り箱を地下工房で作ってくる」

「お昼は食べないの？」

「もういらない」

　そう言って一度は背を向けたが、彼女は何か思い当たったように振り返り、続けた。

「ヴァルサス。私は王の鍵師を目指して努力するし、女の子だもの恋だってするわ。私にとってどちらも同じだけ大事だからよ」

　──痛いよ、エリアル。

　その言葉はヴァルサスがずっと恐おそれていたものだ。

「エリアル」

「まだ何かあるの!?」

　自分の本心はきっと彼女を傷つける──。

　ヴァルサスは話を逸らすように、卓たくの上にある皿を指差した。

「……その食材は茹ゆでてから調理した方がいいよ」

　エリアルはチラッと皿に視線を流し、きゅっと唇くちびるを引き締めると、今度こそ背を向けて調理場を出て行った。

「おい、これ茹でてねえのかよ！　つうか食っちゃったじゃねえか！　腹壊こわしたらどうしてくれるんだ。もうなんなんだよこの家は！」

　這はうように戻ってきたレオンがまた、頭痛がするような声を上げた。ティグルは身体に残ったミミズを振り払いながらやってくる。

「ティグル、エリアルについていろ。ちびっゴミ、後始末と店番をやっておけ。あと……私の分も残しておけ」

「え、お前も食うの!?　マジ!?」

「……」

　彼女の心が分からなくて腹立たしいのではない。他の男に恋するかもしれないという恐れが現実になりそうで、動どう揺ようしているのだ。

　この私が動揺──か。

　ヴァルサスはエリアルのためにサンドイッチを用意した後、助言がもらえそうな人間のもとへ向かった。
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　一度契約した者とは、ある種の繫つながりができる。だから契約が満了を迎えた後も、本気で捜さがそうと思えば、簡単に居場所を摑るし、再会することもできる。

　ヴァルサスは過去に契約したエリアルの父・セオドアのもとを訪ねた。

　彼はとある山の地下深くにある、いにしえの封ふう印いんの中にいた。

　ヴァルサスは挨拶もせず、作業をしている彼の傍らで、勝手に事情を話した。

　しばらく待っていると、セオドアが一息をついて、手を止めた。彼はヴァルサスを振り返り、ため息をつく。

「ねえ、君。恋愛相談を、娘の父親にしてどうするの」

「あいにく相談ができる人間はお前しかいなくてな」

「人間界に長くいるんだから、一人くらい作ればいいのに」

「お前がいるから不要だ」

「よし、じゃあ二人目を作ろう」

「茶化すな」

「……まあ、その話は置いておいて。年頃の女の子が読む本を勝手に取り上げたらいけないなあ。いいじゃないか、読ませてあげなよ。君にとって不本意でも、僕はそれを聞けて嬉しかったよ。鍵のことばかりに夢中になって青春を謳おう歌かできなかったら、可か哀わい想そうだからね」

「青春を謳歌するのに、恋の本など不要だ」

　おしゃれをするはも構かまわない。化け粧しようをするのだっていい。髪を伸ばしたり切ったり巻いたり、ドレスを何枚も買って着てみたり。そういう青春を謳歌してくれるのは大賛成だ。

　けれど、恋をする相手は一人。

　彼女を守り続けた悪魔のこの私だけだ──。

「あのさ、僕だってそういう本を寝しん台だいの下に隠していたけど、両親は気づいていて知らないふりをしてくれていたよ」

「お前の想像するような本ではない！」

「……僕が言いたいのは、どういう本でも彼女のものだから、君に取り上げる権利はないってことだよ」

「彼女は私の花嫁だ。権利はある」

「それは契約上のことだろ。エリアルが君を好きにならなくちゃいけない理由はないよね。彼女の心は彼女のものだ。親である僕であっても、誰かを押しつけることも、行動を強制することもできないんだよ。いや、してはならないんだ。それは君が娘と契約したときに、はっきり言ったはずだよ」

「……それは……分かっている」

　だからこそ、彼女のために尽くしてきた。彼女にとって自分が必要不可欠な存在となるよう、あらゆる努力をしてきたのだ。

「いや、分かってない。君が本当に彼女を愛しているというなら、他の男に恋をするのを見守ってやるべきだよ。そうやっていくつも恋をして初めて、誰が自分にとって大切な人なのか、気づく。それを待ってやるのが本当の愛情だ。この話も前にしたはずだよ。あのときは理解したって言ったはずじゃないか」

「あのときはな。だが、当事者になって初めて無理だと気づいた。人間に恋するなど……許せるわけがない。エリアルは私のものだ」

「……君さ、一体ここに何しにきたの？」

　彼女によく似た瞳がヴァルサスを見つめてくる。

　なんとなくエリアルが目の前にいるような錯さつ覚かくが起きて、また胸に痛みを感じた。

「どうすれば愛してもらえる？」

「もう答えたような気がするんだけど……」

「答えていない。私はエリアルに愛されたい」

「……繰り返さなくても、聞こえてるよ」

　セオドアは鬚ひげのないつるりとした顎あごを撫でて、うなった。しばらくすると頭を上げて、困惑したように言った。

「そういう相談に一番不適格な人間だよ、僕は。覚えているだろう、君も」

「……」

「僕は愛する人を手放した。それが彼女のためだと思ったからだよ。彼女の望みは違ったけれど……僕の気持ちを理解して別れを受け入れてくれた」

「その話は必要か」

「そうだよ」

　セオドアは懐なつかしそうな、そしてどこか寂しげな目をして、遠くを見ていた。彼にはきっと過去に愛した女性の姿が鮮あざやかに映っているのだろう。

「まあ感傷に浸ひたるつもりはないけど。いや……僕が言いたいのは、そのとき正しい決断だと思ったことが結果的に正しいとは限らないってことだよ。だったら選せん択たくを間違えた僕に意見なんて求めずに、自分で決めた方が後こう悔かいもなくていいんじゃないかってこと。あと、君にエリアルを預けているのは、僕が君を心から信頼しているからだからね。それを裏切らないでくれよ」

「……結局、お前は私の相談には乗るつもりはないと、遠回しに言ってるんだな」

「そのとおり！」

　人好きのする顔でセオドアは笑う。

　この男は美男子ではないが、印象に残る容姿をしている。しかも、人の警けい戒かい心しんを解とく穏おだやかで心地ここちのいい雰ふん囲い気きを纏まとっていた。そのせいか、腹立たしいことを言われても、許してしまうのだから、不思議だ。
















「わざわざ来たというのに、友達甲が斐いのない奴だ」

「恋の相談に限ってはお断りだよ。だって僕はエリアルの父親だからね。この件に関しては君の味方にはなれない。あの子がどんな道を選ぼうと、誰を愛そうと、あの子の人生だ。僕は娘を応おう援えんするよ。君ではない別の男性を夫に選んでも、その後、離り縁えんするようなことがあっても、僕はどこまでもエリアルの側に立つ。あの子は僕の唯ゆい一いつの宝。大事な娘むすめだからね」

「……私は二番目か」

「ほんのちょっぴり差があるね」

「かなり大きな差だな」

「君だってそうだろ。僕は二番目」

「ああ。僅わずかの差でな」

　話が一区切りついたところで、ヴァルサスは改めて周囲を見渡した。

　地上からずいぶん離れた地下洞どう窟くつだ。火ひ鍵かぎの刺ささったカンテラがいくつも岩の上に置かれ、周囲を明るくしていた。足あし下もとは地下水が湧わき出て、水たまりがあちこちできている。

　けれど左右上下の岩いわ肌はだには、悪魔も人も入室を禁じる紋章エンブレムが彫ほられている。その真ん中に位置する場所に卓状になった岩があり、仕掛け錠付き飾り箱が置かれていた。

「……お前は相変わらず鍵かぎ守もりの仕事か」

「そうだよ。生きてる間にどれだけ契約の更新ができるか分からないけれどね。こういった場所が仮に見つかることがあって、まさかの依頼があっても娘に手を出させないでくれよ。他の鍵師には無理でも、あの子なら開けちゃうだろうから。そうすると君も僕も困ったことになるからさ」

「そうだな」

「あ、そうそう。君のお父さんから『余よのむちゅこたんが人間界に行っちゃったまま戻ってこないんだ～。セオドアたん知らない？』って聞かれたんだけど……」

「…………」

「あ。お～い、ヴァルサス！」

　セオドアが封印の契約更新時に、ヴァルサスの父親を召喚していることを思い出し、顔を合わせないよう急いでその場を後にした。
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　地下工房に籠こもったエリアルは、注文を受けた仕掛け錠じよう付き飾り箱の製作に、しばらく没ぼつ頭とうしていた。

　手がけているのは結婚式に使われる飾り箱だ。

　婚こん姻いんの誓ちかいを書き互いに署名をしたものを、ここに収めて保管する。飾り箱は持ち込みだったので、これに合う錠を造り取り付けるだけでよかった。

　箱の装飾は専門の業者に依頼し、錠だけ取り付けて欲しいという依頼も多い。

　エリアルは飾り箱を総合的に請うけ負おうが、やはり外装に特化して専門的に作られたものには、敵かなわない。

　それは何十年も彫ちよう金きん技術を磨みがいてきた職人の技わざだからだ。

「できた！」

　錠の取り付けを終えて一息つくと、お腹なかが鳴っているのに気づいた。

　今一階に戻もどってヴァルサスと顔を合わせるのは、なんとなくきまりが悪い。

「ヴァルサス、どうしてあんなに怒ってたんだろう……」

　ユーリと何を話していたのかしつこく訊ねてきたし、せっかくもらった本を身勝手に燃やした。あんなヴァルサスはハル・フリート皇こう国こくでの出来事以来だ。

　作業台に上半身を伸ばして寝そべり、左手首を眺ながめた。ヴァルサスとの契けい約やくを示す文字が見える。まるで腕うで輪わでもはめているように、手首を一周しているその印しるしを、もう片方の手で撫なでた。

　ティグルも同じように作業台に身体からだを伸ばして、エリアルの行動をじっと窺うかがっている。

　エリアルはティグルの頭を撫でて、ぼんやり呟つぶやいた。

「手袋するの忘れてた……」

　確か、料理をするため手袋を外はずした。それをどこに置いたのか、思い出せない。

　替えの手袋はここにはなく、二階の衣い装しよう棚だなにあった。取りに行けばやっぱりヴァルサスと顔を合わせてしまう。

「あ～もう。うじうじしてるの嫌いや」

　エリアルは身体を起こして伸びをすると、できあがった仕掛け錠付き飾り箱を棚に置き、工房を出た。すると扉とびらに何かが当たった硬かたい音がした。

「あっ……」

　床ゆかにはトレーがあって、サンドイッチと果くだ物ものが載のせられていた。

　ヴァルサスがお昼を抜いたエリアルのために、用意してくれたのだろう。エリアルは作業に没頭していて、ヴァルサスが扉の前まで来ていたことに気づかなかった。

「声、掛けてくれたのかな……」

　鳩尾みぞおちの下がきゅっと縮ちぢんだような圧迫感があった。

　エリアルは身をかがめてトレーを持って一階に戻り、店先を覗のぞいた。

　客の姿はなかったが、レオンがカウンターの内側に座って、床に届かない足をブラブラと前後に振っている。

「……ちゃんと店番してるぜ」

「ヴァルサスは？」

「あ、ヴァルりんな、お嬢じようちゃんと言い合ったあとから姿が見えねえな。どっかで拗すねてんじゃねえの」

「そう……って、そのヴァルりんって何!?」

「俺のこの姿にはぴったりの呼び方だと思ってな。あの悪魔……ゴミゴミうるせえから、こっちは可か愛わいい声でヴァルり～んと呼んでやるぜ。せいぜい恥ずかしがるといい！」

　クククと少年らしからぬ笑いを立てている。意外と楽しそうだ。

　エリアルはレオンの隣となりに椅い子すを用意して座ると、膝ひざにトレーを置いて、サンドイッチを頰ほお張ばった。ほんのり甘あまい卵が口の中で溶けて、空からっぽの胃を満たしてくれる。

「それ、美う味まそうだな」

「果物だけなら食べていいよ」

「けち」

「ごめんね。なんとなくこれは私が全部食べなきゃヴァルサスに申し訳ない気がして……」

「まさか悪魔がお前のために作ったのか、それ」

「うん」

「じゃあ、果物もらおうかな～」

　レオンは切り分けた果物を盛った皿からリンゴを手に取ると、興味深げに眺めている。皮がうさぎの耳のように切り整えられているのが、不思議なようだ。

　ヴァルサスは手先がとても器用だった。果物の皮に切り込みを入れたり、削けずったりして、花か鳥ちよう風ふう月げつを表現できるほど。ああいう器用さをエリアルは学びたい。

「こいつは女子供が喜びそうな技だな。弟に聞いていたとおり、さすが悪魔の人間懐かい柔じゆう作戦に余念はねえ」

「そんなんじゃないよ」

「ああ。悪ぃ。もちろん俺は悪魔が大嫌いで、見つけたら向こうの世界に追い返してきたし、そういう職業だぜ。ただなあ……実際お前達を見ていて、まあ、こういうのもありかなあって思ったかな。ま、弟は、お嬢ちゃんの契約をなんとしてでも解除してあげたい……と必死だけど。ほら、言うだろ。夫婦喧げん嘩かは犬も食わぬってさ」

　祓ふつ魔ま師しとは思えないレオンの言葉に、エリアルは驚おどろいた。

「私とヴァルサスの関係をあり、って思ってくれるんだ」

「お嬢ちゃん以外には無む慈じ悲ひで冷れい酷こくそうな悪魔だからかな。まあ、こっちから手を出さなければ、周囲に害を及ぼすような悪魔じゃねえのは分かった」

「……そんなふうに言われたの初めて」

　ヴァルサスが悪魔だと知った人間は、たいていエリアルに忠告する。

「まあ普通は悪魔と人間のカップルなんて、騙だまされてるからやめとけ、って言うけどな」

「私達みたいな関係って他にいないのかな？」

「俺が知る限り……あっ、いたな」

「その人達って幸せになった？」

「いや、あっちは上う手まくいかなかったみたいだなあ。だいぶ前の話だから、俺もよくは知らねえ。知ってる奴やつに詳しく聞いてやろうか？」

「え……どうかな。知らない方がいいかも」

　不幸になった悪魔と人間の話より、濃のう霧むの先にある未来を希望に満ちたものだと思わせてくれる話が聞きたい。

「あんな子供だましみたいな本を読むより、似た立場の奴の体験談を聞く方がためになるんじゃねぇの？」

「実は……初めてだったの」

「え～っと……お兄ちゃんが聞いていいことかな、それ」

「あ。ご、誤解しないで！　あの……違うの。その……ああいう本を手にしたのが初めてで……しかも読む前にヴァルサスに燃やされちゃったから……その……」

「まさか、一冊も読んだことねえのか!?」

　エリアルは頷うなずいた。

　恋愛について深く考えたことがなかった。意識し始めた頃には、悪魔との契約を解除するためにはどうしたらいいか、そればかり考えていたからだ。

「小さい頃から鍵かぎにしか興味なかったし……ああいう本を読みたいとか欲しいとか思わなかったの。それに女の子が好む人形遊びも料理も手芸も興味なかったし。ドレスもアクセサリーも欲しいと思わなかったの」

「はは。いいように悪魔に箱入りにされたな……」

「だからそんなんじゃないんだって。私、本当に鍵にしか興味がなかったから……。別にヴァルサスが、そういう本を手に入れるたびに取り上げてたわけじゃないの」

「……ふうん。でも俺は男心は分かるつもりだぜ。どうせお嬢ちゃんに付きそうな虫は、こっそり始末されてきたんだろう。お嬢ちゃんは知らなかっただけだぜ、きっと」

「それって男性にもてる前提があっての心配でしょ。私は無む縁えんだから大丈夫」

　エリアルは常に恋とは遠いところにいた。けれどレオンの考えは違うようで、果物をいくつも口に放り込み、味わって飲み込んだ後、言った。

「なんつ～か、お嬢ちゃんは一番やっかいなタイプだな」

「跳はねっ返りってこと？」

「いや……俺が言いたいことは違う。お嬢ちゃんはあれだ。鈍どん感かんだ。いや、天然か!?　そうなったのも悪魔が悪いんだろうな。なんだ自じ業ごう自じ得とくじゃねえか。はは。馬鹿だな、ヴァルりん」

「レオンが何言ってるのか分からないんだけど……」

　扉が開閉したときに鳴る鈴が響ひびき、客が訪れたことをエリアル達に知らせた。顔を上げると、驚きの人物が立っていた。

「いらっしゃいま……ルシアノ・エンブルトン伯はく爵しやく……！」

「名前を覚えてくれて光栄だ。私も君の名を覚えているよ。エリアル・ディン・サンテリナ……」

　相変わらずルシアノは眉まゆすら動かさない無表情で、そう言った。

　誰だれだよ知り合いか──という顔のレオンをカウンターの内側に置いて出ると、エリアルは「どのようなご用ですか？」と訊たずねた。

「君に解かい錠じようの仕事を依頼したい」

「私に……ですか？」

　確か彼は、王の鍵師の派は遣けんを陳ちん情じようしにやってきて断られたというような話をユーリにしていたはず。

　まさかさすがにその件ではないだろう。

「そうだ。構かまわないか」

「はい。ですが、鍵を紛ふん失しつされての仕掛け錠の解錠は、まずはご自分のものだという証明が必要です。また錠前の種類によりますが、すぐに取りかかれるものと、お時間をいただくものがあります。お見積もりやかかる時間もしくは期間などは、まず錠そのものを拝見してから、お引き受けできるかどうかを含めてお返事させていただくことになりますが、ここまではよろしいでしょうか」

「なるほど……錠前を見て断られることもあるということか」

　ルシアノは壁に掛かっている様々な錠前を眺めながらそう言った。

「そうです。一般錠に関しては今のところお断りしたことはないのですが、属性素材が使われている場合、私にはまだ資格がありませんので、お引き受けできないんです。その場合、他の鍵師のご紹しよう介かいをさせていただいています」

「そこには『王の鍵師』も含まれるのか？」

「いいえ。王の鍵師には王のみが命令を下せますので、私にはご紹介もできかねます」

「そうか」

「すみません」

「いや。王の鍵師の派遣が無理なことは最初から分かっていた」

　彫ほりの深い顔立ちには贅ぜい肉にくが見られない。鼻や頰骨はすっきりと高く、口こう角かくがほんの僅わずかに上がっている。

　瞳ひとみには深い知性が感じられるが、人を寄せ付けない雰ふん囲い気きがあった。

「まず、錠前を拝見してよろしいですか？」

「実は持ち運べるような大きさのものではない。出張依頼は可能か？　むろんかかる費用は全てこちらで支払う用意がある。どうだ？」

「問題ありません。出張も承うけたまわっています。でも……確かバスティア国にお住まいですよね」

「もちろん、バスティアに来てもらうことになる。その間、店を閉めてもらうことになるが。そちらも代金に上うわ乗のせさせてもらう。安心しろ」

「……ありがとうございます」

「では、行こうか」

「……え？」

　手首をルシアノに摑つかまれ店の外へ連れ出された瞬間、足あし下もとに白い紋章が浮かび、身体が光に包まれた。視界が見る間に失われていく中、遠くから「お嬢ちゃん！」と叫さけぶレオンの声が響いた。
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　やや前まえ屈かがみでの格かつ好こうで地面に足がついた。そのまま倒れそうになったが、ルシアノに引き戻された。

　以前、似たような感覚を体験した。ある場所からある場所へ瞬時に移動する魔道を使った転移というもので、召しよう喚かん師しや悪魔が使う紋もん章しよう術じゆつの一つだ。

　彼は伯爵でありながら召喚師でもあるようだ。

　エリアルはまっすぐ立ったその足で一歩を踏ふみ出し、顔を上げた。

　目の前にバルコニーの手すりがあり、その向こう側に緑の絨じゆう毯たんが広がっている。頰を撫でる風は熱く、吸い込む空気には微び細さいな砂すな埃ぼこりが混じっていて、喉のどが痛い。

　手すりから下を覗くと、遙はるか彼方に地面がある。その表面を覆おおう木々の葉が、丸く盛り上がったスフレをいくつも並べたように、密集していた。

　一方、山やま肌はだには草木一本生はえておらず荒こう涼りようとした風景が広がるばかりだ。

「ここは一体どこなんですか!?」

　エリアルの声は驚きで裏返っていた。肩に乗るティグルも興奮し、身体中の毛を逆立て、低い警けい戒かい音おんを発していた。

「私の領地の一部だ。ここはその端はしにあるガラドリア山脈の北側で、中腹に建物が建てられている。身を乗り出さない限り、落ちることはない」

「ちょ……ちょっと待ってください。私まだ……」

「錠を見なければ判断がつかないと言うのでお連れしたまでだ。問題でもあったか？」

　ルシアノは真顔で訊ねてきた。

「あの……できましたら次からは、移動する前に一言おっしゃっていただけますか？　やっぱり心の準備がありますので」

「そうか……それは申し訳ないことをした」

「いえ……次からお願いします」

　エリアルは、牙きばをむき出してルシアノを威い嚇かくするティグルを宥なだめる。けれどハリネズミのように立った毛は、いくら撫でてももとに戻らない。

「ティグル、大丈夫よ。落ち着いて……」

「さあ中へ」

「あ、はい」

　バルコニーから中へ入ると、黒いドレスに白い前掛けをつけた女性が二人立っていた。エリアル達を見るとすぐさま深々と頭を下げる。

「お帰りなさいませ、ご主人様」

「お客様を迎むかえる部屋の用意をしておいてくれ」

「かしこまりました」

　召めし使つかい達はルシアノの外がい套とうを受け取ると、ふたたび頭を下げ、部屋から出て行った。

　ルシアノは上着の襟えり元もとをくつろがせながら、肩越しに振り返る。

「先に見てもらいたいんだが、構わないか？」

「はい」

「この屋敷の地下に向かう。ただかなり歩く。覚悟してくれ」

「足腰には自信がありますから、大丈夫です」

　エリアルはルシアノの後をついて歩いた。

　床には絨毯、壁には絵かい画が。天てん井じようにはカンテラが等とう間かん隔かくに吊つられていて、硬く冷たい印象の石造りの建物を、暖かみのあるものに変えていた。

　表情が乏とぼしく単調な口く調ちようのルシアノの趣味とはとても思えない。もしかすると彼の両親が建物内の装飾を指示したのかもしれないが。

　ルシアノは廊ろう下かの突き当たりの階段を下りた。階段は途中から螺旋状に変わり、延々と続く同じ壁、同じ階段に、上下の感覚が麻ま痺ひしてくる。

　目眩めまいがしそうになった頃、不意にルシアノが話し掛けてきた。

「その生き物だが……ずっと私を警戒しているようだ」

「急に場所が変わって、落ち着きをなくしているだけだと思います。ね、ティグル」

　肩こりが酷ひどくなりそうなほど、ティグルが興奮して肩を走り回っている。落ち着くように頭を撫でても、収まらない。

　そんなティグルにルシアノは特に不ふ愉ゆ快かいな表情をするわけでもなく、階段を下りていく。

「相当深い場所にあるんですね」

「紋章術で移動できるといいんだが、それができない場所だ。とても不便だな」

「人じん為い的てきに掘ほったという感じではないですね」

「天から地へ縦たてに裂さけている地層だ。世界のあちこちにあるそうだが、ここのように見つかるのはまれだという。もっとも私もここしか知らないが」

　螺ら旋せん階段を下りた先に扉があり、そこを開けると広場のような空間が現れた。

　壁のあちこちから湧わき出た水が滴したたり落ちていて、四し方ほうから水音が聞こえる。湧き水によって軟らかい地層が削られた結果、空くう洞どうができたようだ。

　流れ落ちてきた水は、地面でひとまとまりになって、小さな川を作って壁を沿うよう流れていた。

「これは古い遺い跡せきの一部のようだが、全ぜん貌ぼうは誰にも分からない」

「鍵のない錠というのは……遺跡の中にある何か……ですか？」

「そうだろう。私も知ったのはつい最近だ。いや、正確には違うのだが……壁をよく見てくれないか」

「……あっ！」

　凝ぎよう視しすると分かる。見たことのない仕掛け錠が自然が作り出した岩の間に取り付けられているのだ。興奮からか、身体が燃えるように熱い。感動して、まだ触ふれてもいないのに、指先の震ふるえが止まらない。

「これを」

　ルシアノに手袋を差し出され、エリアルはありがたく受け取った。

　貸してもらった黒い手袋は、指先が切れたものではなかったが、指にぴったり合った。ただ、縁ふち取どりのためについた飾りの石が尖とがっていて、つけた瞬間チクリとした痛みを手首に感じた。

　けれどその不快感は一瞬で、すぐに気にならなくなった。

「私も最初はただの岩肌だと思ったよ。だがよく見ると扉だと気づく。さらに調べてみると、左右互い違いに錠が埋うめ込まれていることが分かる」

「え、ええ。私も初めて見る錠です。こんなの……初めて……」

　エリアルは触れて確かめながら、巨大な扉を観察した。そこで気づいたのだが、岩だと思っていたのはよくできた人工物で、自然物ではない。

　誰かが一見すると岩と区別できないような扉を造り、錠を掛けて閉じたのだ。

「今まで誰も開けたことがないのですか？」

「私が知る限りはない。鍵がないからだ。ただ母が生前これを開けようとしていた形けい跡せきがあった。失敗したようだな」

「中に何があるのか聞いたことはありますか？」

「ない。ここを見つけたのは母が病に臥ふせったあとだったからだ。いや、正確には違う」

　ルシアノは少し考えたあと、言葉を重ねた。

「幼い頃、一度だけここにきた覚えがある。私の傍かたわらに母が立っていて、これをただ恨うらめしそうに見上げていた。いつまでも、いつまでも……。まるで時間を忘れたかのように、立ち尽つくしていた。その姿を思い出したとき、扉の向こう側を見たいと思った」

　彼の声は遠くにあって、エリアルの意識は初めて見た錠に釘くぎ付づけだった。

　今の錠とはまるで違う。古代の錠だ。なのに決して安易な造りではなく、高度な技術で造られている。

　見たところ、属性素材は使われていない。エリアルにも解錠の資格はある。

「どうだ。君に開けられそうか？」

「……あ、はい。正直に申し上げると、分かりません。いえ、時間はかかると思いますがなんとかしてみます。ぜひ挑ちよう戦せんさせてください」

「では君に正式に依頼しよう。この錠を開けてくれ」

「はい。こちらこそよろしくお願いします」

　エリアルが興奮冷めやらぬ表情でそう言うと、背後から聞き慣れた声が響いた。

「だめだ。君、この仕事は諦あきらめてもらうよ」

　振り返ると不ふ機き嫌げん極きわまりない顔で腕組みして立つヴァルサスの姿があった。

「……突然やってきて、いきなりどういうつもり？　これは私の仕事よ。引き受けるかどうか、私が決める。これは引き受けたの」

「理由があるんだよ、エリアル」

　ヴァルサスはエリアルを自分の後ろへ追いやると、ルシアノに恐おそろしく冷たい声で言った。

「ルシアノ・エンブルトン……その名、どこかで聞いた覚えがあると思ったが……なるほど、そういうことか」

「貴き殿でんは人ではなさそうだ……」

　ヴァルサスの鋭するどい眼光をものともせず、ルシアノはやはり無表情だった。けれど彼の身体はゆらゆらと左右に揺ゆれ始めた。

「伯爵!?」

　エリアルは、様子のおかしいルシアノに駆かけ寄ろうとしたが、ヴァルサスに制された。

「……すまない。話が長くなりそうなら、ここから離れた場所でも構わないだろうか。気分がとても悪い……」

　ルシアノはそう言ってとうとうその場に座り込んだ。表情こそ変わらなかったが、顔色は真っ白に近く、本当に具合が悪そうだった。

「ヴァルサス……」

「どうして僕が君以外の人間に優しくしなくてはならないんだ」

「そんなこと言わないで助けてあげて。私の力じゃとても引きずっていけない……」

　エリアルがルシアノの肩に手を掛けようとするのを、ヴァルサスの手が払った。

「君が他の男に触れるなんて許せない。それに僕だってゴミの姫だっこはしないからね！　僕の腕は君だけのものだからだよ」

「もう、こんなときに何言ってるの……肩を貸してあげて」

　ヴァルサスはルシアノの手首を摑むと、ぞんざいに引っ張った。ルシアノは、ゆるりとした動きで立ち上がると、ヴァルサスに身体を預けた。

「ああ……すまない……」

「資格がない者がこんな場所に来るからこうなる……」

　エリアルにようやく聞き取れるような声で、ヴァルサスは呟いた。





[image: ]






　上の階に戻ると、エリアル達は召使いに客室へ案内され、ルシアノは姿を消した。

　今すぐ帰るというヴァルサスに異議を唱となえ、ようやくこの場所に引き留とめることに成功した。

　ヴァルサスは、召使いが淹いれてくれた茶を一口も飲まず、長椅子に座るエリアルの後ろで、行ったり来たりしている。

「……帰ってきたらちびっゴミが、君が誘ゆう拐かいされたと大おお騒さわぎしていた。僕は理性が吹き飛ぶかと思ったよ。よくよく聞けば仕事がらみだと分かったけどね。もう少しでゴミを焼しよう却きやく処分にするところだった」

「まさか、してないわよね!?」

「するところだった……だよ。あんなゴミでも店番に必要だからね。それより君の謝罪は？」

「……心配させて……その……ごめんなさい。私も突然ここに連れて来られて、びっくりしたのよ。でも伯爵に悪気はなかったみたいなの。早く私に錠を見てもらおうと思っただけみたい……」

　ヴァルサスは長椅子を跨またいで座ると背を倒し、エリアルの膝に頭を載せた。

　誰もが魅み了りようされる美しい顔。暮れたばかりの空を思わせる色を持つ瞳に、今エリアルの顔が映っていた。それに見とれていると、ふと頰に彼の指が触れるのを感じた。

　触れられた場所が熱く疼うずく。どういうわけか痛みすら感じる。

「なっ……何してるの」

「膝ひざ枕まくら」

「それは分かってるけど……」

「……ねえ、君。僕がどれほど心配したと思ってるんだ」

　彼の手は耳に触れそのまま髪を撫で上げる。その仕草に、背中がぞくっとした。

「だっ……だからもう謝ったでしょ」

「足りないよ。僕達は結婚を約束した者同士だ。もう口づけだってすませた間柄だよ。だからその先に進んでもいいと思うんだ。今まで以上に優しくするよ……だから恋人達を誘さそうあの寝台に、欲望のまま飛び込まないか？」

　嬉き々きとして寝台を指差すヴァルサスの頰を摑んで引っ張った。

「いででで──！」

「人様の家でいやらしい妄もう想そうをしないで。ううん。膝から頭をどかして！」

「膝枕は男のロマン……君の柔やわらかくて夢心地になれる太ももの感かん触しよくをもう少し味合わせてくれないか」

　ヴァルサスは本当に気持ちよさそうに目を細めている。無理やり膝からどかすのも躊躇ためらわれるほど、嬉しそうなのだ。

　こういう行こう為いも憎にくめないのは、エリアルも彼が好きだから。その気持ちをどう表現していいのか、ずっと悩なやんでいる。

「……あ、あの……あのね……」

「君のキスが欲しいよ……エリアル……」

　甘い声に、極ごく上じようの美び貌ぼう。思わず気持ちがヴァルサスに傾くのを寸前のところで、理性が引き留めた。

　流されるところだった──！

　エリアルの太ももに頰ずりするヴァルサスに、次第にエリアルは怒いかりがこみ上げてきた。本来の話をあの手この手でうやむやにしようとする彼に、腹が立つ。

「……どうせ、そうやって話を逸らそうとしてるんでしょう。誤ご魔ま化かされないわよ。こういうのは普通のときにしてくれたら……じゃなくて、どうしてこの仕事は引き受けちゃだめなの？」

「キスしてからにしない？」

「しない」

「今月分、まだあと三回残ってるよ」

「家や賃ちんの取り立てみたいにしつこく言わないで」

「これは契約更新料の取り立てだよ、エリアル。逃のがれられないよ」

「……耳っ、摑むわよ！」

　エリアルが、ヴァルサスの唯ゆい一いつの急所と思われる耳を摑もうとしたところで、彼は身体を起こした。

「耳は反則だ！」

「いいから、教えて。あそこは何!?　どうして開けてはいけないの？」

「……あそこは鍵守が封ふう印いんした場所だ。君だって聞いたことくらいあるだろう」

「鍵守？」

「世界を平和に導く……とかなんとか、人間の世界では言われているはずだよ」

「……あっ」

　本当に存在したんだ──。

　エリアルは心臓が早はや鐘がねのように打つのを悟られないよう、平静を心がけた。

　鍵の歴史の中でのみ語られる、鍵守の話。

　人の世界を守るもの。

　それは人知の及ばぬ場所にあり、呪まじないと錠で守られているという。そこを鍵守と呼ばれる者達が管理していると。

　彼らが守る扉は、決して開けてはならない──と伝えられていた。

　だがそれは数ある伝説の一つとして学んだことだ。

　今鍵守と呼ばれる人達はいない。それは血統を指すのか、それともなんらかの資格なのか、不明なままだ。

「あの扉の向こうに何があるのか、ヴァルサスは知っているの？」

「鍵で閉じられた錠は一種の契約だよ。悪魔ですら壊こわしたり覗くことはできないと知っているはずだね、エリアル。だからその向こう側に何があるのか、悪魔でも知る術すべはないよ」

「確かにそうよね」

　エリアルはしばらく考え込んでいたが、ふと思い出したようにヴァルサスを見上げた。

「……あれ。でも何があるのか分からないのに、どうして開けちゃだめだってヴァルサスは言うの？」

「先人の警告というものは軽視してはならないからだよ」

「変なの。そういうのを一番信用していないヴァルサスが、どうしてこだわるの？」

「見ていただろ。あのゴミが体調を崩したのを。あのままあそこに居続けたら、人格だけでなく肉体までも崩ほう壊かいさせたかもしれないんだよ」

　確かに様子がおかしかったが、彼は本当にヴァルサスが警告するような状況に陥おちいっていたのだろうか。それともヴァルサスがただ怖こわがらせて近づかせないようにしようとしているだけなのか。

「伯爵が気分を悪くしたのはあの場所のせいだっていうの？」

「そうだよ。長居すれば死ぬ場所だってことだ」

「私は何も感じなかったけど……ヴァルサスだって平気そうだったじゃない」

「個人差があるんだろう。もう少しあの場にいたら君も気分が悪くなって倒れていたよ。そうなる前に君を見つけられてよかったよ」

　ヴァルサスは大げさにため息をつくと、今度はエリアルの隣に腰掛けた。触れ合った肩がなんとなく気まずくて、隙すき間まを開けようとした。

　が、ヴァルサスの手に引き寄せられて、余計に肩が密着する。

「出張依頼がきたときは必ず行き先を知らせていく……僕が君にそれを約束させているのは、こういう場合を心配してのことなんだからね。この僕の心を激しく乱すようなことは二度としないでくれ。もし僕が本気で切れたら……人類に終末がやってくるかもしれないよ。君にはその引き金を引く力があるんだからね」

「……人類に週末？　毎週来てるじゃない。それとも、世界中の人達がお弁当持って同時にお出かけするってこと？」

　エリアルはヴァルサスの言葉がよく理解できず首を傾かしげた。

「その週末じゃないよ。悪魔が口にする終末は、ハルマゲドンのことだ。一週間の終わりとは違うに決まってるだろ！」

「どうして怒ってるのよ。勘かん違ちがいしただけじゃない。……だいたいハルマゲドンってなんなのよ。私が行き先を書き置きせず仕事に行ったからって、そこまで思い詰つめたりするのってあり得ないし、たとえどんなときでも関係ない人を巻き込むのは、絶対にやめてよね」

　エリアルが興奮気味にまくし立てると、逆にヴァルサスが冷静さを取り戻していた。

　彼は本当に真剣な表情でエリアルを射い貫ぬいてくる。瞳は不純物のない氷のような、どこまでも透すき通った青。

　こういうときのヴァルサスはやっかいだ。

「……話を戻すが、この仕事は受けてはならないよ、エリアル」

「開けたら……他の人に迷めい惑わくがかかるようなものが入ってるってこと？」

「そうかもしれない」

「でも宝物かもしれないわよね。人に渡したくない宝に呪いを掛けて保管することって結構あるよね」

「だから僕は中身に関してはまるで知らないから、答えられないよ」

「……」

「僕を探ろうとしても無む駄だだ。だって本当に知らないんだから」

　ヴァルサスは腰に回した手でエリアルの髪を弄もてあそびながら言う。

「でも……もう引き受けちゃったよ」

「今からでも断ればいい。違い約やく金きんが必要なら僕が用意する」

「私が断っても、他の鍵師が開ける可能性だってあるのよ。なら私が……」

「それはない」

「どうして断言できるの？」

「もれなく呪いがついてくるんだよ。君も含ふくめてどの鍵師も開けるのは無理だって言ってるんだ。エリアル、本当にあれはだめだ。今回に限り僕の言うことを素直に聞いてくれないか？」

　ヴァルサスはエリアルに話した以上のことを何か知っているのだ。だから強固に断るよう促うながしてくる。

　本当のことは話してくれそうにないが、これだけは確かだ。

　ヴァルサスはよほどのことがない限りエリアルの仕事に口を挟はさみはしなかった。しかも錠を解錠してはならないなどと、言ったこともない。

　彼はいつだってエリアルの仕事を尊重してくれているし、そのことに心から感謝もしている。そんな彼の忠告は、素直に聞くのが最善かもしれなかった。

「エリアル、分かった。湯ゆ殿どのに一緒に入ってあげるから。これでいいね？」

「普通、こういう場合、私にとって有利な提案をするものじゃないの？」

「えっ。有利だろ！」

「……湯殿はなし。でも……解錠は断ることにする」

「だからね、エリアル……えっ、断ってくれるんだね」

「どうしてそんな驚いた顔をしてるの？　ヴァルサスもそうした方がいいって説得してたんじゃないの？」

「いや、君にしては素直すぎてちょっと驚いた」

「わっ……私だって、言われたことに納なつ得とくできたら素直に聞くわよ……」

「じゃあ長居は無用さっさと断って早く帰ろう」

　エリアルが、そうする……と言う前に、ルシアノがやってきた。

　青白かった顔色がもとに戻っており、足取りもしっかりしていた。ただ、やはり無表情で感情の起き伏ふくをまるで察することができない。

「先ほどは無ぶ様ざまな姿を見せてしまって、申し訳ない。あそこに人が入るとどうなるのか、最初に忠告をしておくべきだった。だがあなたにはなんら変わりが見られなかったことから、いつの間にか安全になったのだろうと勘違いしてしまった。というわけで今も危険であることにはかわりないが、長居しなければ解錠の作業はできるはずだ」

「あのっ……実はルシアノ伯爵にお話があります。今よろしいでしょうか」

「構わないが……私も座って構わないかな」

「あ、はい」

　ルシアノが前の椅子に座るのを見届けてから、エリアルは口を開いた。

「実は……その……」

　あの素晴らしい錠を見たあとで断るのは辛い。だが、後ろ髪を引かれる思いで、エリアルは続けた。

「改めてこの依頼を引き受けたいと思います」

　え、今私、何を言ったの──!?

　自分の考えとはまるで逆の言葉が口をついて出たことに、エリアル自身が衝しよう撃げきを受けていた。傍らに座るヴァルサスの方も驚いたようで、エリアルの膝に手を置いて、問うように名前を呼んだ。

「エリアル!?」

「ごめんなさい、ヴァルサス。私……やっぱり諦めきれない。あの扉の解錠に挑戦してみたいの」

　また自分の言葉ではないものが口から出て、耳に届いた。

　自分の身体が乗っ取られている。

　意識はあるのに自由が利きかず、別の人間が勝手に言葉を話しているのだ。エリアルは遠くから自分の行動を眺めているような感じだ。

　一体、どうなってるの──!?

　エリアルは「それは私の言葉じゃない！」と声を上げようとしたが、唇くちびるは全く動かない。それどころか、身体も動かない。

「エリアル、さっきは僕に断るって言ってくれたじゃないか」

「気が変わったの」

「そう言ってくれると思っていた」

　ルシアノは口元だけを歪ゆがませ、笑っている顔を作った。

　こんなことがあり得るのだろうか。

　自分の身体が突然自分のものではなくなって、言葉すら奪うばわれる。地下で何かに憑ひよう依いでもされたのだろうか。しかし、それならヴァルサスも気づいてくれるはず。

　けれどヴァルサスは信じられないという顔をエリアルに向けたまま、戸と惑まどっているようだった。エリアルも同じ。頭はパニックに陥っているのに、それを態度でも言葉でも、伝えられない。

「……君、とりあえず一度帰ろう。話はそれからにしようか」

　ヴァルサスが伸ばした手をエリアルは叩たたき落とし、立ち上がる。

「私、帰らないわ。ここで仕事をするからよ。必要な道具はヴァルサスが取りに行って」

　そう言いながらルシアノの方へ回り込み、彼の隣に座った。

　座る場所を移動するつもりなどなかった。

　どういうわけか、エリアルの身体は自分の支配下から離れ、誰か見知らぬ者に操られている。

　怖い──。

　意識だけは鮮せん明めいなエリアルに、現状はとてつもない恐きよう怖ふを抱いだかせた。

　なんとかしてヴァルサスにこの異変に気づいてもらわなければ──。

　そう心の中ではもがいているのに、声も身体も奪われたまま、伝える術がない。

「エリアル……」

「彼女は帰宅するつもりはなさそうだ」

　ルシアノはエリアルの手に自らの手を重ねてきた。

　背筋を走る怖おぞ気けに襲おそわれたエリアルは、その手を振り払いたかった。なのに硬こう直ちよくしたように手は動かない。

「ヴァルサス……私……もしかすると……伯爵に一ひと目め惚ぼれしたかもしれないの。こんな気持ちになるのは初めてで、あなたにどう伝えていいのか分からなかった。でもこうやって彼の側にいると気づくの。私……伯爵の力になりたい。どうしてもあの錠を開けたい。それが伯爵の喜ばれることだから」

　私はそんなこと欠片かけらも思ってない──！

　絶ぜつ叫きように近い声を心の中で上げているのに、エリアルは表情すら変えられなかった。

　違う、違う。これは私じゃない。

　私が言ったんじゃない──！

　ひたすら抵てい抗こうしているエリアルの目に映ったもの。

　それは、エリアルの言葉に深く傷ついたヴァルサスの悲しげな表情だった。

　いまだかつて見たことのない彼の姿に、エリアルは胸が刺さし抜かれたような痛みを感じた。

　こんなふうに彼を傷つけたくない。

　絶対、嫌。

　なのに──。

「ここはひとまず悪魔にはお引き取り願おうか」

　ルシアノは淡たん々たんとそう言った。

　ヴァルサスは恐ろしく冷えた目を彼に向けたまま、幽ゆう鬼きさながらの姿で立ち上がった。
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　君の道具を用意してくる──。

　ヴァルサスはそう言って姿を消した。同時に身体からだの自由が戻ってきて、エリアルはルシアノの手を払って、彼の脇わきから飛び退のいた。

「どっ……どういうことなんですか？　あんなこと言うつもりじゃなかったのに、身体の自由も奪われていたわ。一体、私に何をしたんです？」

　エリアルの剣幕に、ティグルがルシアノの前に立ちはだかり、身体中の毛を逆立てた。

　けれどルシアノが軽く手をかざしただけで、ティグルは弾はじかれるように床ゆかを転がった。その身体は二転三転して、最後はコトンと倒れる。

　エリアルは慌あわててティグルに駆かけ寄り抱き上げた。ティグルはぐったりして、後ろ足を痙けい攣れんさせていた。

「ティグルに何をしたの!?」

「たいしたことはしていない。怪け我がをさせたわけではないから、すぐに目を覚ますだろう。ただ告げ口をされないよう封ふうじただけだ」

「どういう意味……!?」

　腕うでの中でティグルが意識を取り戻もどした。確かに怪我を負っている様子はないが、咳せきばかり繰り返している。

「知らなければ説明も不要だろう。これでもあなたには申し訳ないと思っている。だがどうしてもあの扉とびらを開けてもらわなくてはならない」

「……ですからその件はお断りします。私はそう言うつもりでしたし、これが本心です。だいたい、一ひと目め惚ぼれってなんですか!?　鍵かぎのことだけなら、そんな台詞せりふ、ヴァルサスに言う必要なんてなかったはずです！」

「いや、悪魔に無理やり連れ帰られないようにするためには必要だった」

「……」

「いいか、エリアル嬢じよう、あなたの本心など無視して、錠じようは開けてもらう。そのつもりで連れてきたからだ。なによりあの扉を前に確信した。あなたなら開けられる……いや、あなたしか開けられないと」

「全力でお断りします」

　エリアルが強い口く調ちようでそう言うと、ルシアノはすっと目を細めた。

「ならばあなたの父親である、第九の王の鍵師・セオドア殿を呼んでもらえるのならあなたには帰ってもらってもいい。もとはといえば、彼の協力を求めにベルトランを訪れたからだ。どうする？」

「……父を呼ぶのは無理です」

　公式には生きていることになっているが、エリアルの父はすでに鬼き籍せきに入っている。それを話せたらいいのだが、事情があってできないのだ。

「そうか。ならやはりあなたに頼む他なさそうだ」

「まさか、引き受けると思ってらっしゃるのですか？」

「たとえ意に染まぬことでもあなたは私に逆らえない。それを今嫌いやというほどほど思い知ったはずだが」

「伯はく爵しやくのなさっていることは卑ひ怯きようです。こんなやり方、ご身分にふさわしくないと思わないのですか!?」

「……あの扉が開いたら、無傷で解放する。約束に噓うそはない。また可能な限り謝罪と謝礼をする」

　むろんあなたの恋人にも──と、続けて言ったので、エリアルはヴァルサスから聞いた鍵かぎ守もりの話も含ふくめてルシアノに訴うつたえた。

　けれどルシアノの表情は一貫して無表情で、こちらの言葉を聞いてくれているのかどうかすら分からない。

「説得は無む駄だだ。鍵守の伝説があることは、私も承知している。だが私にはどうでもいい話だ。あなたは私に従うしかない」

　エリアルはティグルを抱きしめた状態で、ふたたび身体が動かなくなった。近づくルシアノに対して、前にも後ろにも逃げられない。

　ルシアノはエリアルの真正面に来ると、腰に手を回して強く引き寄せた。エリアルはすべての動きを支配されながらも、怒いかりを視線に込めて、彼を睨にらみ付けた。

　彼の手が顎あごに掛かり、親指が唇くちびるに触ふれる。そしてまるでエリアルの自じ尊そん心しんを傷つけるかのように、指は唇くちびるの縁ふちをなぞっていく。

　なんとか彼の手を振り払う方法はないものか。せめて指先だけでも動かせないものなのか。エリアルは必死に自分の身体の自由を取り戻そうとした。

　けれどやはり眉まゆすら動かせない。

「抵てい抗こうは無意味だ」

　後頭部を強く摑つかまれ、引き寄せられた。

　身体の自由を取り戻せたら、真っ先にこの無表情の顔を殴なぐってやる。いや、腹にも膝ひざ蹴げりを食らわせてやるのだ。

　腕の中にいたティグルがルシアノの腕に嚙かみついたが、彼は頓とん着ちやくない様子だ。

　エリアルは、ルシアノの唇が触れる寸前まで怒りの言葉で頭をいっぱいにして、不ふ愉ゆ快かいな行こう為いから気を紛まぎらわせようとした。でも意識を飛ばすところまでいかない。

　どうすればいいの──！

「エリアル！」

　ヴァルサスの声が響ひびいたとたん、身体が後ろへ勢いよく引っ張られた。

「君は僕の花嫁だ。君の気持ちが誰だれにあろうと、裏切り行為は許さない」

　ヴァルサスの腕の中にすっぽり収まり、安あん堵どがエリアルを包む。こんなにも彼に抱きしめられて、感謝したことはない。

　けれど心とは逆の言葉がまた口を衝ついて出た。

「放してヴァルサス」

　嫌──！

　また私が勝手にしゃべってる！

　最低最悪の状況に、どう対処していいのか、エリアルには分からない。ただここはもう、ヴァルサスの強くてへこたれない独占欲にがんばってもらうしかなかった。

「放してって言ってるの！」

「だめだよ放さない。君は僕だけのリトルプリンセスだから」

　リトルでもプリンセスでもないけど、今日は許しちゃう──！

　エリアルの身体はヴァルサスに抵抗しながらも、心では彼をいまだかつてないほど応おう援えんしていた。

「人の心は移ろいやすい。だが悪魔ほどではないか」

　ルシアノは何事もなかったような顔で、誰に言うわけでもなく、静かに呟つぶやいた。ヴァルサスはもがくエリアルを鋼はがねのような腕で抱きしめたまま、訊たずねる。

「悪魔が憎にくいか。それとも人間もか？」

「ようやく私がどういう人間なのか気づいたか」

「地上にはびこる烏う合ごうのゴミに興味はない。中でも半はん端ぱな者はゴミ以下だからな」

　切れ味のいいヴァルサスの嫌味にも、ルシアノの表情は変わらない。眉すら動かさず、様々な感情を映す瞳も、茫ぼう洋ようとするばかりで何も感じられなかった。

　ルシアノはエリアルに視線を移して、ため息をついた。

「教えてあげよう、エリアル嬢じよう。母は人間、父は悪魔。私はそんな二人の間に生まれた、不幸な子供だ」

　──え!?

　エリアルは予想もしなかったルシアノの告白に息をのんだ。

　悪魔と人間の間に生まれた子供。世界のどこかに一人くらいいるだろうと考えたことはあったが、出会えるとは思わなかった。

　けれどエリアルが望むような、幸せな人生を送っているようには見えない。

　ふとレオンの言葉が頭に浮かんだ。

　あっちは上う手まくいかなかったみたいだなあ──。

　彼が教えてくれた『あっち』というのはルシアノの両親を指していたのだろうか。

「だから悪魔と人間が結ばれても、結果がどれほど悲ひ惨さんなものになるのかを、私は身をもって知っている。あなたは悪魔の花嫁などやめた方がいい」

「そう思うわ」

「ならばエリアル嬢。私の側へ」

　ルシアノが招まねくように手を差し伸べる。

　二度と近寄りたくないのに、エリアルはヴァルサスの拘こう束そくから逃のがれると、ルシアノの側に駆け寄った。

「……」

「ごめんなさい、ヴァルサス」

「エリアル……うちに帰ろう。まずそれからだ」

「帰らないわ。私はここにいる」

　──帰りたい。

　この場所から、この男の側から、できるだけ遠くに離れたい。

　本当はそう望んでいるのに、口から吐はき出される言葉はどこまでも真逆だ。

「彼といる。ヴァルサスとじゃない」

「だそうだ。悪魔は招しよう待たいしていない。お帰り願おうか」

「……」

　部屋の空気が一気に温度を下げた。ヴァルサスの怒りが周囲に影えい響きようを及ぼしているのだ。彼と同じ部屋にいるだけで、極ごく寒かんの寒空の下に放り出されたような気分になってくる。

　彼の視線の先にはルシアノがいて、今にも消されそうな雰ふん囲い気きだった。

「伯爵に危害を加えたら……許さないから」

　その言葉は、半分本当で、半分噓だ。

「……もう帰って、ヴァルサス」

　嫌だ。帰って欲しくない。

　こんな状態で一人ここに取り残されたら、どうすればいいのだ。

　側にいて欲しい。

　どうすれば伝えられる？　身体の自由と声が奪うばわれた状態で、一体どうすれば。

「どうあってもあの鍵を開けるつもりなんだね」

「そうよ」

「……分かった。君が引き受けると決心したなら、もう何も言わない。ここにしばらく滞たい在ざいする準備をしてくるよ」

「必要なものがあればこちらで用意する」

「黙だまっていてもらおうか。私は自分の花嫁と話している」

「……ヴァルサス、もう私のことは放っておいて」

　この口、どうすれば開かずに閉じておけるのだろう。

　自分で自分の唇を摘つまんで引っこ抜いて床に叩きつけたい気分だ。

「そうだね。今まで以上に、ぴったり張り付かせてもらうよ。じゃあ僕は君の着替えを取ってくるね」

　ヴァルサスはそう言って微び笑しようしたが、瞳ひとみは同じではなかった。

　エリアルは彼が強引に家に連れ帰ってくれるのを心の底から願ったが、それは叶かなえられなかった。

　だが、彼が消えるのと同時に、レオンが現れた。

「ヴァルりんがお姉ちゃんの側にいなさいっていうから、来ちゃった」

　あくまで少年を装よそおうレオンだったが、今のエリアルにとって心強い味方だった。
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　自宅に戻ったヴァルサスは、自分の代わりにレオンを送り出した後、店を閉める準備に取りかかった。

　あの扉は解錠に時間がかかる。その間、店番を鍵師ではないレオンに何日も任まかせられない。またヴァルサスが彼女から離れて店の面倒を見る気もない

　あの錠はいろいろな問題を周囲に及ぼす。一帯の人間がどれほど死のうが興味はないものの、エリアルが巻き込まれてはならない。常に彼女を監かん視し下かに置かなければ心配だ。

　結果、エリアルは怒るだろうが、しばらく店を閉める選せん択たくしかヴァルサスには残されていなかった。

　店のことよりエリアルが心配だ。

　彼女がルシアノと間違いを犯さないよう、見張らなくてはならない。

　だが──。

　珍めずらしくヴァルサスの忠告を聞き入れてくれたはずが、どうして突然意見を翻ひるがえしたのだ。

　熟じゆつ考こうしたのち意見を変えることはあるだろう。けれどエリアルは、ルシアノと話した瞬間、意見や態度を変えたのだ。

　それともあれが彼女のいう『一目惚れ』というやっかいな病やまいの症状の一つなのか。

「一目惚れ……か」

　ヴァルサスはこの病気をエリアルが患わずらうことを長年恐おそれてきた。

　今でこそ減ったが、ここに来た当初、ヴァルサスのもとには、一目惚れを口にする女が毎日のように集まってきた。

　目が合った瞬間恋に落ちた、運命を感じた、前世では恋人・夫婦・親子だった──などと言っては謎なぞの妄もう想そうに取り憑つかれる女性の数に、うんざりさせられたものだ。

　ついにエリアルがその仲間入りを果たしてしまったのか。

「一目惚れするなら、どうして私にしておかない」

　長年一緒に暮らしているヴァルサスに、いまさら一目惚れも何もないだろうと、セオドアあたりが言いだしそうだ。

　もう少しあの場にいたら、本当に半端ゴミを殺していた──。

　エリアルが止めなければ躊躇ためらわなかっただろう。

　もっともセオドアの忠告があったから、怒りに任せて行動しなかったのかもしれない。




　君が本当に彼女を愛しているというなら、他の男に恋をするのを見守ってやるべきだよ。そうやっていくつも恋をして初めて、誰が自分にとって大切な人なのか、気づく。それを待ってやるのが本当の愛情だ──。




　エリアルと契けい約やくを結んだ日。そしてヴァルサスが彼女を本当の意味で花嫁に迎むかえたいと話したときから何度も忠告されてきた。




　側にいて尽つくしたからといって、君の望む結果が得られるとは限らないよ──。




　人間の愛を手に入れるのは難しい。そんなことはエリアルと共に過ごす中で、常に思い知らされている。

　彼女の心が欲しい。愛されたい。

　手を繫つないだり、口づけを交かわしたり、ひとときも離れず抱き合っていたい。

　愛し合う男女がすること全てを、彼女と一つ残らず体験したい。

　口づけだけでは、抱ほう擁ようだけでは、他の男に奪われるかもしれないという不安を払ふつ拭しよくできないのだ。

　だからこそ、二人でもっと先に進みたい。

　そのために何をすればいいのだ。

　ヴァルサスはこの疑問を長年抱かかえてきたが、答えはいまだに出ていない。エリアルはこの件に関してどう考えているのだろうか。

　彼女からは一度も『好き』だとか『愛している』という言葉は聞かされたことがなかった。その言葉は、今では契約延長の終了を意味している。

　人間界で王の鍵師を目指す彼女にとって、たとえ本心から愛の言葉が生まれても、夢を諦めたくないために言えなくなったのかもしれない。

　彼女が王の鍵師を諦あきらめない限り、ヴァルサスは愛の言葉はもらえない。そしてエリアルは夢を決して諦めない。

　愛の言葉は二度目に言ったときから契約延長を終了する──ということにしておけばよかった。

「……なんという失態」

　いや、真っ先に解決しなければならないのは、一目惚れの問題。

　一目惚れという縛いましめから解とき放つのはとても難しい。

　あの病の恐ろしいところは、障害が多ければ多いほど、重じゆう症しよう化かすることだ。

　それは自分が身をもって理解している。

　いっそのことエリアルの記憶を全て書き換えてしまえばいいのではないか……と、本気で考えながら店先に『出張のためしばらくお休み』と札ふだを掛けた。

「ヴァルサス様……エリアルは不在ですか？」

　振り返るとユーリが馬車を背に立っていた。

　相変わらず青白い顔色をしていた。これほど太陽が似合わない男はいないだろう。

「ああ白しら魚うおか」

　エリアルが鍵師協会でこの男と会わなければ、面倒なことにはならなかった。そう思うと、この男にぶつけても仕方のない怒りがこみ上げてくる。

「……」

「どうかなさいました？」

「何の用だ」

「こちらにルシアノ・エンブルトンという方が訪ねていらっしゃらなかったかと、少し心配になって参りました」

「……白魚が諸悪の根源だったか」

「何のお話です？」

「いや、そんな名の半端ゴミは来た」

「半端ゴミですか。相変わらずヴァルサス様は手厳しいですね」

「半分人間、半分悪魔だからな」

「……え。そうなのですか？　存じませんでした」

　と、ユーリは驚いた声を上げたが、途中、何かを思い出したように頷いた。

「エンブルトン家は没ぼつ落らく貴族で、ほんの一昔前までは、存続が危ぶまれていたようです。それが、先代が領主の頃、悪魔と取引をして、今の地位まで上のぼり詰つめたという噂うわさを耳にしたことがございます。事実なのでしょうか？」

「あの一族と悪魔が関わったことは確かだ」

　ヴァルサスもチラリと小耳に挟はさんだことがあった。

　意外と知られていないようだが──秘密にする場合がほとんどだからだろうが──人と悪魔との間に生まれた子供はどちらの世界にも存在する。

　エリアルとの子供はさぞかし利発で可か愛わいらしいに違いない。

「ではルシアノ殿は、ご両親のどちらかが悪魔なのですか」

「父親だ」

「……ご両親は亡なくなったため若くしてルシアノ殿が爵位を継ついだと聞いておりますが……悪魔も死ぬことがあるのでしょうか」

「この世界ではないが、生きている」

「ヴァルサス様のお知り合いですか？」

「いや。そもそもあの半端ゴミはどういう理由でベルトランにやってきたんだ」

「王の鍵師の派は遣けん要よう請せいです。もちろんご希望に添えませんでしたが、とても珍しい錠だそうです」

　本来はセオドアに解錠の依頼をするためにあの男はこの国に来たのだという。だが彼が不在だと知り、娘むすめのエリアルのもとを訪れたのだろう。

　王城で出会わなくても、いずれここにやってきたということか。

「詳くわしい依頼内容をお聞きにならないということは、もうご存じなのですね。ではエリアルは引き受けたのでしょうか」

「ああ」

「……分かりました。伯爵はエリアルに依頼することで、彼女の父であるセオドア様を引きずり出そうという魂こん胆たんですね」

　ユーリはやけに深刻な表情で話していたが、途中で一息つくと、今度は目を輝かせて声軽かろやかに、細すぎる腕を上げて拳こぶしを作った。

「ならばわたくしもエリアルのもとへ参ります！　どうしてもセオドア様にお目にかかりたいのです。早くこの胸に抱える熱い想いをあの方へお伝えしたい。そしていずれエリアルの義は母はとなるのです」

　ベルトラン王国の王の鍵師であるユーリが、たとえ非公式であろうと政治に関わりのある人物の依頼を、王の許可なく引き受けられるわけなどない。

　この男は自分の性別だけでなく己おのれの立場すら忘れているようだ。

「……帰れ、いや、待て」

「ヴァルサス様？」

「バスティア国内の災害警けい戒かい度どをしばらく上げるよう、クマから向こうへ注意喚かん起きしておけ」

「クマ……ベルトランの国王をそう呼べるのはヴァルサス様だけですね。はい、陛下には必ずお伝えします。ただし、バスティアにそのような親書を送るかどうかは、陛へい下かがお決めになること。わたくしにはなんのお約束もできません。よろしいでしょうか」

「忠告はしたぞ」

「伯爵は何か騒さわぎを起こされるおつもりなのでしょうか」

「……伝言をまずクマに持ち帰れ。それが白魚に今できることだ」

「もし最悪の結果になりそうでしたら、その前に直接陛下のもとへいらしてください」

　ユーリはそう言い終えると、一礼をして去って行った。

　ヴァルサスは店に鍵を掛けると、今度はセオドアのもとへ向かった。
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　彼は先日と同じ場所にいて、新しい錠を作成中だった。

　地面に広げた敷しき物ものに、様々な部品を並べ、その中心に座っていた。ああやって雑然と周囲に部品や工具を並べるくせはエリアルにもあった。

　こういう姿を目まの当たりにすると、やはり親子なのだと感心する。

　ふと属性素材が並んでいるのに目が留とまった。自然と彼の指に視線が向かう。

　セオドアが鍵を作るのをじっくり観察したことはなかったが、彼の指先はエリアルと同じように、軽い火傷やけどを負っていた。二人は体質も似ているようだ。

「ついこの間来たばかりなのに、珍しいな。何かあった？」

　間を置かず来訪したことに驚おどろくセオドアに、ヴァルサスは事情を話した。

「……また面倒なことに巻き込まれているんだね」

「私よりお前の方が詳しいだろう。中はどうなっている？」

「あそこが人に発見されそうになったとき、一度開けてるんだよね。そのとき中にも外にも呪まじないを掛けて、人も悪魔も近づけないようにしたはずなんだけど……」

　セオドアは岩の上の閉ざされた飾り箱を見上げたのち、続けた。

「エリアルは解錠する気なんだね」

「彼女が決心したからな。もう私には止められない」

「エリアルが誤った判断を下したら、君が正してやらないといけないな。それが本当の愛情だよ」

「それは親の愛だ。私の愛の形ではない」

「相手が恋人だろうと妻だろうと婚約者だろうと同じだよ。どうも君はエリアルに甘すぎるよね」

　彼女に対して甘いのは自覚しているが、今回はいろいろと複雑だった。

　反対すればするほど、エリアルはますますのめり込む性格だ。そんな彼女が、一目惚れという病も同時に患わずらっている。

　その二つの難題を前にして、ヴァルサスも勝てる気がしない。

「……ならお前が断念させろ」

「無理だよ。だって僕、死んでることになってるから」

「都合のいい生きた死体だな」

「はは。そうだね」

　セオドアは気楽な表情で笑っているが、ヴァルサスはそうもいかなかった。

　彼女が初めて抱いだいた一目惚れという感情を大切にしてやりたい気持ちと、そんなものを無視して自分のものにしてしまいたい強きよう烈れつな欲求が、葛かつ藤とうしている。

　悪魔の愛情は独善的だ。何も考えず、ただ自分が思うように行動すればいい。どうしてそうしない。きっと楽になれる。けれどそれは一瞬だけの幸福だ。

　この愛を自みずから消すのか、燃やし尽くすのか──。

「愛は……こんなにも苦しいものなのか。セオドア」

「ここ、君は大丈夫なはずだけど……気分悪い？」

「……」

「そうだ。あの場所の話に戻るけど、僕も確かに心配だけど、たとえエリアルが解錠しても君がいるから大丈夫だよね。頼むね、ヴァルサス。それよりその後が問題だな。必要なものがあればここから何だって持っていってくれていいよ。ここの分はまた作ればいいから。さすがにまだエリアルが作るには早いからね。そうだな……僕ができる協力はそのくらいか」

　娘に対して死を偽ぎ装そうしている彼は、当然ながら直接姿を現せない。だから間接的に技術を学ばせようとしているのだ。

「だから、中に何がある？」

「……あるんじゃなくて……いるんだ。開けるとちょっとまずい」

　セオドアはそう言うと、いたずらっ子のような笑みを浮かべた。とても困こん惑わくしている表情ではなかった。

「嫌な言い方をする」

「そうだ。どうせならついでに君が契約更新してくれたらいいんだよ。ちょうどいい時期といえばいい時期だし。僕も助かる」

「結果的にそうなりそうだが」

　ヴァルサスは必要になりそうなものを摑むと、異次元空間に放り込んだ。こうしておけば必要なときすぐ取り出せる。

「新たな場所も探しておくよ。もうあそこは人の目にさらされてしまったからね。移動する準備もしておくね」

「早めにな」

「分かってるよ。あと……無防備になった瞬間が一番危ないからね。扱いには十分気をつけてくれよ」

　セオドアは真剣な表情でそう言った。

　エリアルは彼の娘だと、頭の片かた隅すみに常にあるから、ギリギリのところで気持ちを抑おさえているのだ。こうやって話すのも、彼がエリアルの父親であることを、改めて自分に言い聞かせるため。

　このまま理解ある婚約者として、彼女が離れていくのを見守るか。欲望のまま彼女を抱いて、嫌われるか。

　どちらを選んだとしても、結果は変わらない。

　なら──。

「それにしても恋の指南本をこっそり隠かくし持っていたり、一目惚れなんて言いだしたり……あの子もそういう歳としになったんだな。鍵にしか興味がないはずなのに、青春らしいこともちゃんと経験してくれてるんだと思うと親として安心したよ。君も嬉うれしいだろう？」

「婚約者を前にして不適切だぞ」

　そうだ、鍵にしか興味がないはず──。

　一目惚れ発言に衝しよう撃げきを受けて、しばらく頭が働かなかったが、確かにそうだ。

　エリアルは鍵を抱いて生まれてきたのではないかと本気で考えてしまうほど、鍵中心の生活をしている。朝から晩まで鍵、鍵、鍵だ。

　そんな彼女が本当に一目惚れなどという刹せつ那なの恋に落ちるものなのか。

　本を手に入れたのはユーリに会ってからだ。ルシアノと出会ったのはその後だ。逆なら一目惚れも納なつ得とくできそうなものだが。

「まあ、そう目くじらたてないで、ゆっくり見守ってやってよね。あの子はまだ十六歳になったばかりだ。一いつ生しよう懸けん命めい背伸びしてるけど、まだ子供なんだよ」

　見守る時期は過ぎた。

　今はエリアルと愛をはぐくむときだ。

　そう言い返したかったが、ヴァルサスが差し入れたサンドイッチを頰ほお張ばるセオドアを見て、やめた。

　エリアルと同じ。本当に美味しそうに食べる。

「……ん？」

　セオドアは咀そ嚼しやくを途中でやめて、口をへの字に曲げた。

「ヴァルサス、何かが口の中で動いたぞ！　このサンドイッチ、何が入ってるんだ！」

「この間、エリアルが作った胴どう長ながミミズの炒いため物だ。生きてる間は保存が利きくからこういうときのためにとっておいてやった。娘の手料理を食えてさぞ幸せだろう、セオドア。感謝しろ。まだあるから欲しければいくらでも取り出してやるぞ」

「……お父さんは、形の揃そろわないハート型の焼き菓が子しとか、膨ふくらみ足りないパンとかが食べたいな」

「生きた死人が贅ぜい沢たくを言うな」

　ヴァルサスはそう言いながら、またエリアルのことを考えていた。

　恋の指南本。ルシアノとの出会い。

　仮に一目惚れではなかったとしたら──？
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　エリアルは、山の地下にある裂さけ目で、扉とびらの解かい錠じよう作業をしていた。

　今日で二日目。しかも自分の意志ではない。

　扉が巨大なので、はしごを寄せて登り、その上で錠と向き合っていた。

　錠は上から下へジグザグに四カ所。鍵かぎはないので、自力で解錠しなければならない。

　かなり難しい仕掛け錠で、鍵穴が閉じているため中の構造が確かめにくい。

　属性錠ではなかったのが唯一の救いだ。けれど一般錠を選んだのは耐たい久きゆう性せいを重視したためらしく、その分構造が難解なのだ。

　錠の回りには弧こを描えがくように小さな目盛がついていた。鍵を正しい目盛の位置に回すと、下の錠が動かせる仕組みだ。この『正しい目盛』を見つけるのに半日かかった。

　分かってみれば方法は単純。まず、鍵穴に解錠用の工具を差し込み、内部に飛び出している突とつ起きを押し込んで錠が廻まわる状態にして固定する。次に鍵穴に探たん査さ用の工具を差し込み、柄えの溝みぞに弾力のある紐ひもを括くくり付けて、ゆっくり錠を廻していく。正しい位置に錠が廻ると、探索用の工具がかすかに右へ振れるのだ。その位置を探すのが難しい。

　四つの錠を廻せる状態にした上で、すべての目盛が特定できたとき、初めてこの扉は開く。

「……ふう」

　エリアルは額ひたいに浮かんだ汗を拭ぬぐった。

　見下ろしても周囲に誰もいない。エリアルだけだ。

　レオンもティグルもここには長居できず、螺ら旋せん階段の上り口でエリアルが戻ってくるのを待っている。

　ルシアノはエリアルの様子を覗のぞきに来る程度なら問題ないようだ。ヴァルサスに至っては全く影えい響きようがない。悪魔だからだろうか。

　これらの例からすると人間のエリアルは長時間ここにいられないはずだが、別に問題なくここで作業を続けている。

　ということは人間だとか悪魔だとかは関係がないのだろう。

　属性素材の耐たい性せいに個人差があるように、ここにある何かが一部の人間に悪影響を及ぼしているのかもしれない。

　その何かはエリアルには特定できないが。

　だがそれとは別に、エリアルは蓄ちく積せきされた疲ひ労ろうから、頭が働かなくなっていた。身体からだもだるくてあちこち痛む。

　四つある錠のうち二つは解錠し、目盛の位置を特定した。

　だがそのことに没ぼつ頭とうしてほとんど休きゆう憩けいを取っていなかったのだ。睡すい眠みんもあまり取れていない。

　ヴァルサスが心配してくれるのに、エリアルは彼の忠告を無視していた。いや、聞き入れたいのだが、相変わらず心とは別の行動に出てしまうのだ。

　どうにかして手を休めたいのに、そう思えば思うほど、作業を進めようとしてしまう。

　自分の置かれたそんな最悪な状況を体験して、分かってきたことがある。

　心は正常。だが言動がそれとは正反対ということ。

　書いて伝える方法を試したが、文字が上う手まく書けないため、無む駄だだった。

　ということは、心とは逆の言動をするような術が掛けられているのだろう。その術は、ルシアノがまともにエリアルと話したいときだけ、解除されるようだ。

　エリアルは術を掛けられていることを、ヴァルサスにどうにか伝えようとした。

　けれど言葉を重ねるたび、彼を傷つけてしまうことになり、エリアルの苦痛も限界を迎えつつあった。

　心は否定しても言葉が肯こう定ていしてしまうので、状況は悪化するばかり。レオンも「お嬢じようちゃんは男の趣味が悪すぎる」と言いながらも術に気づいてくれない。ティグルはエリアルやヴァルサスの回りをぐるぐる駆かけ回るばかりで、様子が変だ。

　原因を考えたとき、ルシアノからもらった手袋に術が掛けられているのかと疑った。けれど外はずしても元どおりにはならなかった。

　手袋をはめたとき、飾りの石に触ふれた手首に違い和わ感かんがあった。

　もしかしてあれが原因だったのだろうか。

「お～い。お嬢ちゃん、夕食を持ってきたぞ。食うだろ？」

　レオンがトレーに料理を載のせてやってきた。彼の肩にはティグルがいて、エリアルと目が合うと、はしごを駆け上ってくる。

　ティグルはエリアルの肩に乗ると、嬉うれしそうに頰ほおを舐なめてくる。エリアルはティグルを撫なでながら言った。

「いらない」

　食べ物が欲しいのに、やはり真逆の言葉が出た。

　エリアルは、レオンやティグルが顔を出してくれて嬉しかった。今すぐはしごを下りて食事を摂りたい。なのに手は錠から離れないし、視線すら向けられない。

「昼もそんなこと言ってなかったか？」

「そうだった？」

「ここしばらくのお嬢ちゃんの態度はどうかと思うぞ」

　本当にそう。人の好意にお礼も言えないなんて、しつけし直してやりたくなるわよね。エリアルはそんなことを考えながら「なら来なきゃいいのよ」と言っていた。

「おいおい。そりゃないだろ。ヴァルりんもピリピリしてるぞ」

「私には関係ない」

「なんだ、あの日か？　……いでえっ！」

　エリアルの肩にいたティグルがレオンに向かって飛び下りると、彼の頭に嚙かみついた。レオンはティグルを頭から引き離そうと、走り回っている。

「……とりあえず夕ゆう飯めしは置いてくから、適当に食えよ。俺達は長居できねえから、もう帰るぜ」

　ティグルを腕うでに抱かかえ、レオンはめいっぱい背伸びして、エリアルを見上げている。その彼の鼻の下に赤いものが滴したたっていた。

「レオン」

「なんだ？」

「鼻血」

　心に思うことと正反対の言葉しか出ないはずだが、指摘は問題なくできるようだ。ならば単語を並べて、自分の状況を伝えることはできないだろうか。

「うおっ。マジか。一応、障しよう壁へきの紋章エンブレムを腕に仕込んできたんだけど……効きいてねえ！　ここほんっと、やべえ場所だよ。お嬢ちゃんに全く影響ないのが不思議なくらいだぜ。できればどうしてこうなるのか、壁や地面に書かれた紋章術式を調べたいんだけどな。長居できねえから無理っぽい」

「レオン、私……伯爵に……あやっ……愛されすぎて困ってるの」

　私、伯爵、操る、困る──と、せめてこう言いたかったのだが、

「お嬢ちゃん。あいつはどうもうさんくさいぞ。作り物みたいに表情ねえし、何考えてるのか分からねえし。まあドエスなヴァルりんもどうかと思うけどな。なんつーか、俺からすると究極の選せん択たくだ～っ！」

　いつの間にかやってきたヴァルサスが、背後からレオンの頭を摑んで持ち上げていた。

「さらに幼児化してみるか？」

「そりゃあ……ヴァルりん反則だ」

「もう戻もどれ」

「じゃ、じゃあな。ちゃんと食えよ～」

　レオンはティグルを連れて上へ戻っていった。

　ヴァルサスは彼らを見送ることなく視線をエリアルに向けたままだ。

　青いはずなのに赤いと錯さつ覚かくを起こすほど、彼の瞳は熱を帯びていた。

　なのにどこか切なくもある。言葉にはならないのに、彼は疑問と質問を同時に抱いだいていて、どう切り出すかタイミングを計はかっているようだ。

　目を合わせているのにいたたまれなくなったエリアルは、作業の続きに戻ろうとした。

「……あっ」

　手に持っていた工具を落とした。よく見ると、指先に震ふるえが出ている。体力的にも限界のようだ。

　休憩したいと思えば思うほど、手が、身体が勝手に動く。

　誰かに止めてもらいたい。少しでいいから眠りたい。

　大好きな解錠作業が今は苦痛で、目にするのも嫌いやだ。なのにやめられない。

　落とした工具を拾うため、はしごを下りようとしたエリアルを、ヴァルサスが見上げていた。

「エリアル、少し休んだ方がいいよ」

「大丈夫」

「大丈夫じゃない。さあ、下りてきて。身体を休めるんだ」

　ヴァルサスの伸ばした手がそこにある。あの手を取って、彼の腕の中に飛び込みたい。そこはとても温かくて、どこよりも安心ができて、心地ここちのいい場所。

　失いそうになって初めて、とても大切な場所だったと分かる。

　エリアルは自らも手を伸ばした。けれど望みとは違い、彼の手を打ち払っていた。

「大丈夫。まだやれる」

　もう無理──。

　ヴァルサス、私を止めて。お願い──。

「だめだ」

　逃のがれたはずの手が摑まれて、エリアルの身体が宙に浮いた。そのまま彼の腕の中にふわりと落ちて、気がつけば抱き上げられていた。

「ヴァルサス……嫌よ。私、まだできるわ！」

「いいか、君の身体は限界だよ。だいたい、こんなに指先が震えているのに、繊せん細さいな作業ができるわけないだろう」

「震えてなんか……ない」

　エリアルを覗き込むヴァルサスは、肩を抱いている手に力を込めた。

「こうやって抱いていると分かる。身体も熱い。君、疲労から熱が出ているんだ。こういうときは休まなければだめだ」

「いいから下ろして。嫌なの。あなたの腕の中にいるのが……耐たえられないの！」

　エリアルの声はそう答えた。ヴァルサスの身体が少し強こわばり、拘こう束そくする力が僅わずかに緩ゆるむ。身体はすかさず彼の腕から離れ、地に足をつけた。

　自由の利きかない身体が、本心のない声が、それを止めようとする心がキリリと痛む。

　それを伝える術すべがない。

　彼がもし心を覗けるのなら、今だけでいい。そうして欲しい。

「そうだな。ここに寝台を用意しようか」

「……え？」

　ヴァルサスが手をかざすと、その先に天てん蓋がい付きの寝台が現れた。

　だがここは地層の裂け目。壁には水が伝い、岩の間を縫ぬうように水が溜たまって川となって流れている。とても湿しつ気けが多いのだ。

　そんなところに寝台を置いて快適に過ごせるとは思えない。

「素敵！」

　な、はずはないのだが、心とは逆という言動が、思いもよらぬところで、彼を喜ばせた。

「久しぶりにエリアルの笑顔が見られて、僕は嬉しいよ」

　だが、それはエリアルも同じだ。

　ずっと苛いら立だちや怒いかりを抑おさえ、平静を保たもとうとするヴァルサスの顔ばかり見てきた。そうさせてしまったのはエリアル自身だが。

　彼の笑みは、美び貌ぼうをさらに引き立て、エリアルの心を虜とりこにする。

「じゃあ、エリアルもその気になってくれたんだ。分かった。添そい寝ねしてあげるよ！」

「ありがとう、嬉しい」

「本当に？」

「もちろん」

　違う。エリアルは確かに眠りたい。きっと心のどこかで彼と一緒にそうしたいと願っているはずなのに、どうして嬉しいのだ。ここは否定するべきだろう。

　その場合、一緒に寝たいと心から願わなくてはならないのだ。

「今の僕は……欲情に駆られた獣けものみたいなものだよ。そんな僕と一緒に寝てもいいと？　どうなるのか分かっていて望んでくれるんだよね」

　欲情に駆られた獣──!?

　見上げたヴァルサスの瞳ひとみが爛らん々らんと輝いている。

　あそこに一緒に寝たら、何をされるかたまったものではない。

　もちろん、いつかはそうなるかもしれないが、今この瞬間ではないはず。

「構かまわないわよ」

　しれっと何言ってるの私。

　違う──！

　別のことに意識を向けたらいいのよ。

　エリアルはそう思い直して、食べ物のことを頭に強く思い浮かべた。

「お腹なかも空すいていないわ」

「分かった。覚かく悟ごしているってことだね」

「ええ」

「エリアル……」

　ぎゅっと手を握にぎりしめられて、エリアルは内心汗が噴ふき出していた。なのに相変わらず言葉は「嬉しい、ヴァルサス！」だった。

　誰か私を殴なぐって気絶させて──！

　今はだめ。今度にして。他の日にして。来週にして。いや、せめて来月にして。ううん。来年にして。とにかく──。

　思う言葉と真逆のものが、口からこぼれ落ち続け、笑顔だったヴァルサスがついに真顔になった。

「君の全てをもらっても……いいってことかな」

　え、何それ。意味分からない。

　誰かこの状況を彼に説明してあげて！

「当然よ、ヴァルサス……」

　エリアルがそう言うと、ヴァルサスは彼には珍めずらしく、照れたように笑った。それが彼らしくなくて。逆にこれもまた彼なのだと思うと、愛いとおしくて胸が苦しくなった。

　いつだって彼はこんなふうにエリアルを求めてくれていたのだろうか。

　ヴァルサスはエリアルの手をそっと握りしめると、ゆるりとした動きで、寝台に向かって歩きだした。

　そして手前まで来ると、エリアルを抱え、急ぐことなく寝台の上に下ろす。

　ヴァルサスは横たえたエリアルの上に跨またがって、花嫁の髪を撫で上げた。

　額や頰にかかる髪を全て後ろへ追いやって、エリアルの顔の隅すみ々ずみまで確かめるよう、目め尻じりや頰に唇くちびると、指先がそっと触れてきた。

　手慣れているようでいて、不器用なその仕草に、エリアルの胸の奥に熱が灯ともった。

　こんな気分は初めてだ。悪い気はしない。でもやはり怖こわさの方が上回る。
















「い……いいと思うけど……嫌かもしれない。私……ヴァルサスが嫌い……なのに……拒きよ否ひするつもりはないの……」

　自分で何を言ってるのか分からない。

　この壊こわれた言動はどうすれば正常に戻せるのか。

　どうにかしなくては、エリアルは覚悟のないまま未知の世界へ突入することになる。

　というか未知の世界って何──!?

　その気になってエリアルの服を脱がそうとしてくるヴァルサスの手を、どう払いのければいいのだ。

　何を考えたら上手い具合に言葉が変換されて、彼を拒否できるのだろう。

「服……さっさと脱がして！」

　自分の台詞せりふとはとても思えない。誰だれかこの口を引っこ抜いて。エリアルは本気でそう願ったが、むろんそんな言葉はヴァルサスに告げられない。

「ずいぶん積極的だね」

「あなたが知らなかっただけじゃない」

「ああ、そうか。僕が君を子供にしてしまっていたのかもしれないね。もっと早く大人として扱うべきだった」

　ヴァルサスは満足そうに笑う。どこか余裕すら感じられる笑みだ。憎たらしい。

　エリアルの心臓は早はや鐘がねを打つように激しく鼓こ動どうし始めた。震える手は、仕事のしすぎでそうなっているわけではなく、彼の行動に戸と惑まどっているからだ。

　なのにヴァルサスはその気になっていて、今まさに唇が合わさろうとしていた。

　もう本気で無理──！

「僕は幸せだよ、エリアル。君はどう？」

「……」

「答えてエリアル」

「幸せなんかじゃない！」

　エリアルが叫ぶと、ヴァルサスがどういうわけか満面の笑みを浮かべた。

「いつもの君みたいだね。安心したよ」

　どうしてもっと疑ってくれないのか。エリアルの態度はいつもとまるで違うはず。

　ヴァルサスなら絶対分かる──！

「わわ……私、あの……そうよ。幸せ……そうよ。隠かくしていることも……ない」

　幸せに同意したことになった──。

　どうにかして寝台から逃げ出さないと、とんでもないことが待っている。

「隠し事？」

「ないわ」

　隠し事はある。だから返事は逆。これほど隠し事はないと強調されたら、彼の性格上、問い詰めてくるはず。それを期待したのだが。

「王の鍵師なんてもうどうでもいい。仕事だけに生きるのはやめる！　本気でそう考えているの」

　こんなことを言うエリアルなどエリアルではないと、ヴァルサスなら気づいてくれるはず。そんな思いを込めたのだが、聞こえなかったとでもいうように、ヴァルサスはもとの話題を続けていた。

「……まあいい。ここは君の策略を知らないふりをしてあげるよ。その代わり、もらえるものはもらう。その後からじっくり問い詰めたらいいことだからね。君のか・ら・だ・に」

　ヴァルサスが欲望に負けた──！

　疑問の方を解決するのが先ではないのだろうか。

　それとも男とはこういうものなのか。

「なら早くして」

「恐おそれから虚きよ勢せいを張らなくてもいいんだよ。大丈夫。怖くないから。それに知ったかぶりする必要もない。だって僕は知っているからね。君にとって僕が初めてのお・と・こ。可愛いね、エリアル。本当に愛らしいよ。子供いっぱい作ろうね」

　一人お花畑で踊っているかのようなヴァルサスに、エリアルは本気で殺意が湧わいた。

　だがどうやってこの勘かん違ちがい男の手から逃れたらいいのだ。

　エリアルの胸にヴァルサスの手の平が触れた瞬間、彼の頭にティグルが嚙みついた。いつもとは違う、鬼き気き迫せまる顔で牙きばも相当食い込んでいる。

「……ティグル、ここは邪じや魔まをするべき場面ではない」

「ヴァルりん、こいつはいただけねえぞ。全く……飯めしをちゃんと食ったか見に来てよかったよ。全く何なんだこのエロ悪魔。お嬢ちゃんが嫌がってるのが分からねえのかよ。どうしようもねえな」

　同時に響ひびくレオンの声。幼い子供の声がこれほど心強く感じるとは思わなかった。

　エリアルは戻ってきてくれたレオンに心の底から感謝した。なのに。

「嫌がってなどいない」

「嫌がってなんかいないわ」

　それは同時だった。が、エリアルだけは本心ではない。

「言葉はさておき、お嬢ちゃんの目はうつろじゃねえか。内心嫌がってるのバレッバレじゃねえの」

「……」

「……なんだヴァルりん、気づいていてお嬢ちゃんをものにしようとしたな」

　ヴァルサスはふいっと視線を外すと、首の後ろを撫でながら、身体を起こした。エリアルも押し倒されて動けない状態から、ようやく解放された。

「何のことだ？」

　しれっとした顔でヴァルサスはそう答えた。

　自分の言動が元どおりになったら、真っ先にヴァルサスの頰を摑んで引っ張り、耳がもげるほどこねくり回してやるのだと、エリアルは内心意気込んでいた。

　だがそう思ったのは一瞬で、触れ合ったことで感じられていたヴァルサスの熱が冷めてくると、落らく胆たんしている自分がいることに気づいた。

　エリアルは彼に触れられて不快ではなかった。この状況でなかったら、本気で受け入れていたかもしれない。

　彼の瞳はエリアルを求めていたし、未知の領域へ一緒に踏ふみ込んでみたいという気持ちも全くないとは断言できなかったから。

「こんなところに寝台を持ち込むなど、非常識だな」

　ルシアノの声が響き、その方向へ顔を向けると、彼は入り口に佇たたずんでいた。

「悪魔は相変わらず人間を追いかけ回しているようだ。だが、それも今だけだ。手に入れたら、興味を失う。本質的に悪魔は奪うばうことはできても、人を愛せない」

「なるほど。半はん端ぱゴミの親は人を愛せないクズだったか」

　ヴァルサスがあざ笑うと、ルシアノはほんの僅かに眉を上げた。

「エリアル嬢、お疲つかれのようだから、少し休むといい。夕食を用意しているから、まずは食事を摂ってもらうが」

「ありがとうございます、伯爵」

　エリアルは寝台を下りようとした。その手をヴァルサスが摑む。

「君のことを最初に心配したのは僕だろ」

「あなたの心配なんて、必要ないわ」

「まあいい。……君がどういう感情を誰に持とうと、この僕との契けい約やくが優先される。君が誰の花嫁なのかを忘れたなら、じっくり思い出させてあげるよ」

　と、そこで一呼吸置いて「こういう場所で、ね」と囁ささやいた。

　どこまでもめげないヴァルサスに、エリアルは感動すら覚えた。逆の立場だったら、自分はこれほどまでに相手を信じ、思いやれただろうか。

　心から愛する人が、自分を拒きよ絶ぜつし続ける。その身を裂くような耐えがたい苦痛に、エリアルなら早々に心を折られていたかもしれない。

「それにしても変だよね、君。どう考えてもあんな半端ゴミに一ひと目め惚ぼれするなんて、僕には信じられないんだよ。そうだ。誰か人ひと質じちを取られているとか、脅おどされているとか、借金があるとか……さあどれだ？」

「どれでもないし、他にもないけど」

「事情があるのは分かっているよ」

「勝手に決めつけないで」

「大丈夫だ、エリアル。僕の愛は君だけのものだ。何があろうと迷いも揺ゆらぎもしない」

　どこから湧わいてくるのか分からないヴァルサスの自信に救われている。

　自分の身体が思いどおりにならないもどかしさや、それに伴ともなう苦痛を和やわらげてくれているのは、ヴァルサスの存在だった。

「エリアル嬢、さあ」

　呼ばれたエリアルは、ヴァルサスの手を引き離し、伯爵のもとへ歩きだした。

　背に感じるヴァルサスの視線は熱を帯びていた。彼がどんな顔をしているのか、振り返らなくても分かる。

　無事に自分を取り戻したら、彼を傷つけたことを心から謝罪するのだ。

　言葉だけではだめだ。彼が望むこと、自分が与えられるもの、全てを捧げよう。

　だが間に合うだろうか。

　今この瞬間、ヴァルサスがエリアルから興味を失って、嫌われてしまう可能性だってある。そうなったら、いくら追いかけても、彼はきっと振り返ることすらしないだろう。

　ヴァルサスを失うかもしれない──。

　まだ訪れていないそのときを想像して、エリアルは魂たましいまで凍こおりそうだ。

「……」

　伯爵の側に行くと、彼は当然だというように頷うなずき、エリアルの手を取った。この手こそ振り払いたいのに、できない。

　巨大な扉を見上げて、エリアルは口内に浮かんだ唾だ液えきを飲み込む。望む言葉が出ないストレスで、心も身体も限界だ。

　けれどそれはヴァルサスも同じ。だが事情を知らない分、ぶつけられる心ないエリアルの言葉は、どれほどの痛みを伴ともなわせてしまうのか。

　それは想像以上に違いない。

「行こうか」

　この男の策略に負けてはいけない。

　だから、エリアルが先に音ねを上げてはならないのだ。

　さっきまでぐずぐず悩なやんでいた自分が情なさけなくて、思い返すのも腹立たしい。

　絶対、負けない──。

　エリアルが自分の気持ちを奮ふるい立たせていると、レオンの声が聞こえた。

「お……お姉ちゃん……ご……ごめん。長居しすぎちゃった。ここから……出して……」

　レオンの苦しげな声に姿を探すと、彼は寝台の上に倒れ、助けを求めるように手を伸ばしていた。
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　上に戻ったエリアル達は、夕食が並べられた卓に案内され、みなそれぞれ席に座った。

　だがレオンは気分が優すぐれないと言って途中で抜け、ティグルはエリアルの膝ひざで丸くなったまま眠っていた。撫でると毛は水分が抜けたようにパサパサしていて、艶つやもない。具合が悪そうだ。

　エリアルはルシアノの隣となりに、ヴァルサスは向かいに座った。が、伯爵も地下の毒どく気けに当てられたのか、青白い顔をして食欲はなさそうだ。

「なぜ扉を開けたがる？」

　ヴァルサスはルシアノに訊たずねた。

　答えてくれるとは期待していなかったが、彼はチラリとエリアルを窺うかがい、話し始めた。

「我わがエンブルトン家は没ぼつ落らくした貴族だった。母の幼い頃はそれはもう、貧まずしくてね。爵位を返さなくてはならないほど、落ちぶれていたそうだ。ある日、母の父……私の祖父がなけなしの金を工く面めんし、召しよう喚かん師しを雇やとって悪魔を呼び出し、成功した。こちらの提示した望みはエンブルトン家をもう一度、富とませること。悪魔はその代だい償しように母の魂を求め、契約は成立した」

　ルシアノはそう言い、軽く杯さかずきを煽あおると、ふたたび続けた。

「その日を境に、エンブルトン家は富み始めた。領地から稀き少しような鉱石が発見され、畑はどこの領地よりも実りをもたらし、あっという間に爵位にふさわしい富を得た。栄光の日は十年続いて、陛へい下かから重責を任まかせられることもたびたびあった。悪魔は契約成立とみなし、母の魂を得るはずだった。が、そうしなかった」

　彼の瞳にはなんの感情も見られなかった。

　まるで他ひ人と事ごとのようにも聞こえる話し方だが、彼にとってごく普通のもののようだ。

「悪魔は母の魂ではなく身体を得た。そして私が生まれた。すると悪魔は、母からも私からも興味を失い、この世界から去った。一族は落胆した。悪魔を頼ることができなくなったからな。まだまだ富をもたらしてくれるはずだった悪魔を、繫つなぎ止められなかった母に、一族は冷たかった。何より悪魔との間に生まれた私は、話題にするのも恥はずべきことだとされた。エンブルトン家で私という存在は、長年いないも同然のように扱われた」

　彼にどうしてこれほどまでに感情の起き伏ふくがないのか、分かった気がした。

　幼い頃から、彼は自分の存在を消されてきた。顔も知らない父親は悪魔。その後、愛する母も亡なくなったのだろう。

　周囲に味方の一人もおらず、親しん戚せきは人間と悪魔の子を疎うとんじる。

　ひとりぼっちになったルシアノは、怒りも悲しみも超えたところで、自分を見いださなければならなかった。

　彼の境遇なんて知らなければよかった。

　自分がもし彼の立場ならどうしていただろう。それらを考えると、ルシアノに抱いていた怒りが急速に萎しぼんでいく。

「母といえば、自分が弄もてあそばれたことなどまるで自覚せず、悪魔に再会することばかり考えていた。けれど何度やっても召喚師は私の父である悪魔を呼び出せず、悲ひ嘆たんに暮れた母は次第に弱っていった。そんな頃この場所を見つけた。扉の向こうにはどんな悪魔でも呼び出せる召喚陣があると聞いた母は、それを使いたかったのだろうな。私も父のことなどどうでもよかったが、最近、会ってみたくなった。なぜ一度も息子の顔を見に来なかったのか、本当に母を弄んだのか……答えはあの扉の向こうにしかない」

　以前、ヴァルサスに聞いたことがあるが、悪魔を召喚するのは非常に難しいそうだ。

　正しく呼び出しても応えてくれる確率が僅かしかない。悪魔側の問題らしいが、向こうにも選ぶ権利があるようだ。

　だが、人間が呼ぶのは難しいかもしれないが、同じ仲間なら連絡を取れるのではないだろうか。

　エリアルはじっとヴァルサスの顔を見つめた。

　言葉にすると別の意味になるだろうから、視線で訴うつたえてみた。

「……君のその目。分かるよ。この半端ゴミの父親を、悪魔の僕に呼んでくれって言いたいんだろ。あのね、隣の家のおじさんを呼びに行くのとはわけが違うんだ。悪魔はあくまで人間が召喚してくれなければこちら側に来られない。そういう仕組みだ」

「役立つ情報をありがとう、ヴァルサス」

「珍しく褒ほめてもらえて僕は幸せだよ、エリアル」

　嫌みを言ったつもりだったが、今は伝わらないだろうから、エリアルはただ微笑ほほえんだ。

「それは私も分かっている。だからこそ地下の扉を開ける鍵師を探した。母の長年の夢を私が叶かなえ、父との再会を果たしたい」

「半端ゴミのことなど覚えていないだろうが、それでも会いたいのか」

「たとえどんな父親であろうと、一度くらいは会ってみたいものだろう。そこで落胆しようと、喜びに満ちようと」

　ヴァルサスがなんとかしてくれたら、扉も開けずにすむし、ルシアノがエリアルに掛けた術も解けるはず。

　エリアルはヴァルサスの双そう眸ぼうを射い貫ぬくようにじっと見つめた。

「……すがるような目を向けても無理だよ、エリアル」

　万能なはずの悪魔だが、時々とてもじれったい。

　エリアルが肩を落としていると、部屋の扉がノックされた。

「あの～。お食事中、ごめんなさい。あのね、外がね、とっても騒さわがしいんだ。ボク、心配になっちゃって。ちょっと見てくれる？」

　レオンが戸口に立って、少年の可か愛わいらしさを前面に押し出しながら、言った。

　ルシアノは音も立てずに椅い子すから腰を上げると、ゆっくりとした動作で、窓辺に立った。エリアルも興味があったが、見に行くことができず、椅子に座ったまま待った。ヴァルサスも向かいに座ったまま腕を組み、外の様子を窺おうとしない。

　彼の場合、全てお見通しだからわざわざ確かめる必要がない──そんな余裕が滲にじみ出ている。そしてエリアルから視線を逸そらさず、心まで見み透すかそうとでもいうように、微び動どうだにしない。

　こちらが耐えかねて何度目を逸らしても、彼のぶしつけなまでに向けられる視線に、戻ってしまう。

　沈ちん黙もくの中、ルシアノの召めし使つかいが、新たな飲み物を促うながしてきたが、断った。

「エリアル」

「……何？」

「僕のこと本当に嫌いになったの？」

「ええ」

　そんなわけない──。

「僕とキスをするのは嫌？」

「そうよ」

　嫌いじゃない。ただ恥ずかしくて好きとも言いにくいが。

「さっき僕と抱き合って喜んでいたけど……本当は嫌だった？」

「嫌だった」

　先に進むのは、もう少し時間が欲しいかもしれない。でもヴァルサスとなら嫌じゃない。ただまだ戸惑いがあるだけ──。

「僕との契約を今も切りたいと思ってる？」

「もちろん」

　そんなこと思ってないよ。たとえ契約がなかったとしても、繫がっていたいと思う──。

「僕の愛情は……君を苦しめている？」

「そうよ。分かっているのにどうして解放してくれないの？」

　ヴァルサスはエリアルの酷ひどい言葉にも耐え、微笑んでくれている。

　違う。苦しめているのは私の方──。

　どうしよう。

　ヴァルサスは悪くない。

　彼の気持ちを考えず、独ひとりよがりで傲ごう慢まんだったのは私──。

「上空に魔物がずいぶんと飛んでいるが、その理由は鍵をいくつか開けたからか？」

　窓の外を眺ながめながら振り返ることなくルシアノが言った。ヴァルサスは「ああ」とだけ応こたえる。

「ヴァルりん、あれって魔竜ワイバーみたいだ。ボク、すっごく怖～い」

　レオンの不自然な話し方の方が違和感があるのだが、本人は上手く演じているつもりのようだ。

　それにしても、魔物が飛んでいるとはどういうことなのだ。

　エリアルは椅子に座ったまま、外の景色を窺った。

　この時期、白銀の月が頭ず上じようを照らすのだが、雲が出ているのかその姿が見られなかった。だが目を凝こらすと、雲のせいで月が翳かげっているのではなく、魔物の群れが空を覆おおって光を遮さえぎっていることに気づいた。

「あ……」

「君が開けようとしている扉のせいだよ。まだ増える」

　ヴァルサスは窓の景色を背にして、静かに告げた。

　あれは彼らの羽の下に住む人達に危害を与えたりしないのだろうか。心配だったが、エリアルは訊ねることができなかった。

　しばらくするとルシアノが窓まど際ぎわから離れて戻ってきた。

　彼は恐ろしい夜景を目にしたとは思えない平静な顔で椅子に腰掛けた。そして卓たくに肘ひじをつけて手を組み合わせると、フッと笑う。

「やはり、扉の向こうには私が求めた召喚陣があるようだ。だから魔物達がここに向かって集まってきているのだろう」

　ルシアノの問いかけにヴァルサスは肯定しなかった。

　鍵が二つ開いたところで、夜空を魔物が覆う事態になった。扉が開いたらどうなるのか、予想もつかない。

　だいたいあの魔竜ワイバー達は何をしにここへ集まろうとしているのだ。

　魔物など滅めつ多たに見ないエリアルにとって、蛇へびの身体にコウモリのような羽を持つ黒い影は、恐きよう怖ふでしかない。

　なのに──。

「ようやくだ……ようやくだよ、エリアル嬢」

　そう告げたルシアノの声からは、安あん堵どが伝わってくる。

　地下の扉を開けない方がいい。エリアルの本能はそう判断していた。

　けれど、人間と悪魔の子ということで差別されてきたルシアノ。彼が幼い頃から積み重ねた苦しみは、澱おりのように心に滞とどこおり、決して消えることがなかったはず。それはあの扉が開くまで、心や身体を蝕むしばみ続けるだろう。

　だが鍵と錠は一種の契約。

　あの場所と、錠が掛けられた扉は、人や悪魔からも守られている。そうしなければならないものが扉の向こうにあるのだ。

　彼の気持ちも理解できるが、だからといって開けていいものだろうか。

「他に質問はあるか？」

「半端ゴミがいじけた理由をさらに聞かされるのは拷ごう問もんだ」

「それについては謝罪しよう。ところで……私の父を知っているのか？」

　ヴァルサスはルシアノに視線を向けることなく、つまらなそうに卓上を眺めている。

　答えるつもりはないようだ。

　ルシアノが落胆するような、あまり好ましくない父親なのか。それとも本当にヴァルサスの知らない悪魔なのか。

　彼の様子からはどちらか判断がつかない。

　もっともエリアルの知っている悪魔といえばヴァルサスだけだ。彼に会いに来た悪魔はいまだかつて一人もいない。彼の家族も知らない。

　だから悪魔がどんなふうに横の繫がりを持つのか、想像もつかないのだ。

「エリアル！」

　ヴァルサスの声が空気を裂くように突き抜ける。同時に、ルシアノに手首を摑まれ、卓の下へ押し込まれた。

　身体を宙に浮かせるほどの突とつ風ぷうが外から吹き込んだ。細かく砕けたガラスは床ゆかを跳はね回り、さらなる影に塗りつぶされた。

　その正体を確かめようと顔を上げたら、蛇の身体にコウモリの羽がついた、馬ほどの大きさの魔竜ワイバーが立っていた。

　不意にその魔竜ワイバーと目が合って、視線を逸らせなくなったエリアルは、動くこともできずにいた。すると腕の中にいたティグルが魔物に飛びかかった。

「ティグル！」

　鱗うろこのように硬い皮ひ膚ふを持つ魔物の首にティグルは嚙みついた。

　ティグルのような小さな生き物の牙では太た刀ち打うちできないかと思われたが、驚おどろくことに魔物は耳みみ障ざわりな鳴き声を上げて、血らしきものを滴らせていた。

　姿を見たのはそれが最後。エリアルが瞬まばたき一つした後に、魔物の身体は黒い煙けむりに変わり、空中で霧む散さんした。

　それがヴァルサスの力だと、誰に聞くまでもない。

　窓を塞ふさいでいた魔物が消えると、レオンが窓まど枠わくに飛び移り「やっと来たな、俺さまの出番が！」と叫んで、夜の闇やみに姿を消した。

　そういえば彼は祓ふつ魔ま師しで、悪魔や魔物などを向こうの世界へ送り返すのが仕事だ。だから外の魔物を退治しに向かったのだ。

「あの少年は魔物相手に大丈夫なのか……」

　ルシアノは窓の先に消えたレオンを心配しているようだった。教える必要はなかったが、エリアルはつい「彼は祓ふつ魔ま師しですから大丈夫」と言ってしまった。

「そうか、ならば手に負えないと判断すれば戻ってくるだろうな」

「……」

　どうしてレオンのことを話してしまったのだろう。何も教えず少しは心苦しく思わせておけばよかった。

「エリアル嬢、ここは危険だ。移動した方がいいかもしれない」

　そう言ったルシアノは、魔物が押し入ってきた状況でも、表情の変化は見られない。

　視線をヴァルサスに移すと、彼はまるで夜会に出た貴公子のように優ゆう雅がに舞いながら魔物を消し去っていた。

　その足下を縫うように、ティグルが駆け回っている。

　しばらくするとティグルが肩に戻ってきた。口の端はしには血がついている。ティグルはそれを前足で引っ搔かくようにして拭うと、仕上げにぺろりと舌で舐めた。

「早くこの部屋から立ち去ろう」

「……私……」

　ヴァルサス達を手伝いたいが、エリアルに魔物を追い払う力はない。ここにいると逆に足を引っ張りそうだ。

「エリアル！」

　またヴァルサスの声が響き渡った。

　エリアルの手首が摑まれ、卓の下から引っ張り出される。両足が抜けきったとたん、卓が真っ二つに割れて、床に倒れた。

「はっ、伯爵が──！」

「私はここだ」

　傍かたわらに何食わぬ顔をしたルシアノが立っていた。彼はエリアルと違って、服に埃ほこりの一つもつけずやけに落ち着いてる。

　金属と金属を擦こすり合わせたような不快な鳴き声に振り返ったが、そこにいたはずの魔物は、蛇じや腹ばらに切り刻きざまれて床に崩くずれ落ちていた。グズグズになった肉の塊かたまりは原形を留とどめておらず、もとはどんな姿をしていたのか、想像できないほどだ。

　左手でエリアルを抱き寄せていたヴァルサスは、魔物に向けていた右手を下ろし、ため息交まじりに言った。

「とりあえず侵しん入にゆうしてきたものは始末した。だがこれは警告だぞ。鍵が掛けられるまで終わらない。それでもなお続けるつもりか？」

「そうだ」

「エリアル、君は？」

「彼女も力になってくれる。そう約束した」

　エリアルは一呼吸置いて「はい」と答えた。返事に時間がかかったのは、本心に迷まよいが出ているからだろう。

　解錠が進むとさらに魔物がやってくる。

　もしかすると彼の領地にも被害が出るかもしれない。それほど問題のある扉を、解錠するのは躊躇ためらわれる。

　今はこの気持ちが大半を占しめているから、無理やり解錠作業をさせられているのだ。

　だがもし仮にエリアルがあの扉をルシアノのために開けてやりたいと僅かでも願うようになれば、今度は逆に解錠作業が止まってしまうのだろうか。

「エリアルの決心は変わらない……か」

　ヴァルサスはエリアルの髪を弄びながら、独り言のように呟つぶやく。

「腰から手を離して」

「髪かみはいいの？」

「いいけど」

「……」

「どうしたの？」

「いや……」

　ヴァルサスが何か言おうとしてやめた。ふたたび口を開くのを待っていたが、興奮気味に外から戻ってきたレオンの声にかき消された。

「ふははは──！　見たか俺さまの活かつ躍やくを！　ワイバーなんてなぁ、ひよこ同然！」

　窓枠に仁に王おう立だちしているレオンにみなが冷ややかな視線を送っていると、彼は途中から正気に戻った。

「……あ、お姉ちゃん、ごっめ～ん。ちょっとボク、調子に乗っちゃった？」

　いまさら子供のふりをしても誰も信じないだろう。が、とってつけたようにレオンは少年ぽい仕草を繰り返していた。

「空気を読めないちびっゴミなど、頭ず蓋がい骨こつを砕くだいておけばよかったな」

　冗じよう談だんには聞こえない、ヴァルサスの低くよく通る声に、レオンは肩をすくめた。
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　朝から三つ目の解かい錠じようを成功させたエリアルは、しばらく身体からだを休めた。

　睡すい眠みん不ぶ足そくと栄養不足で身体が疲つかれ切っていた。

　午後は少し食事を摂とることができたが、実はあまりお腹も空いていなかった。

　寝しん台だいから下りて上うわ着ぎを羽織ると、裸足はだしのままバルコニーに出た。本来なら気持ちのいい風に当たっていたいところだが、そこからの眺ながめはあまり気持ちのいいものではなかった。

　太陽は薄うす雲ぐもに翳かげり、飛び交かう魔ワイ竜バーは数を増していた。上空で弧こを描えがくよう飛び続ける魔ワイ竜バーは、今のところ領民を襲おそう仕草を見せなかった。

　彼らの目的はこの乾いた山の中腹に立つ建物と、そこにいる人間。ただ何度襲しゆう撃げきしても、それをものともしない悪魔がいて、手をこまねいているようだった。

　ヴァルサスは言う。今は魔物の種類も限られていて、大型のものは魔ワイ竜バーしかいないが、これから増えるだろうと。

　そして扉とびらが開いた瞬間、彼らは間違いなく人々を襲う──と。

　エリアルは肩に乗っているティグルを撫なでた。柔やわらかい毛の感かん触しよくは疲れ切った身体と心を和やわらげてくれる。

　空気に混じる粉末状の砂が原因で、喉のどが痛い。緑を失った山は荒こう涼りようとしていて、魔物がいても違い和わ感かんがなかった。

　あれがこれから増え続ける。その出現の理由を知っているのに、解錠の作業を止めることができないでいる。

　開けてはだめ。なんとかしなくては──そう思えば思うほど、逆の行動を取ってしまうのだ。葛かつ藤とうだけが延々と続いて精神までも疲ひ労ろうする。

「……!?」

　急に自分の周囲だけが暗くなり、見上げると巨大な翼つばさを広げた魔ワイ竜バーの姿があった。声を上げる間もなく、鋭するどい足の爪つめが迫せまっていた。

　かざした手の間から、魔ワイ竜バーが内部から膨ぼう張ちようして破は裂れつした。小さな肉片がエリアルの身体を避よけるように飛び散る。

　かがめた身体を起こすと、ヴァルサスが背後にいることに気づいた。彼は不ふ機き嫌げんそうに吐はき捨てた。

「駆く除じよしても駆除しても湧わいてくる」

　エリアルは感謝の言葉を口にしようとしてやめた。きっと別の不快な言葉に変わってしまうからだ。

「バスティア国も、突然現れた魔物どもに戸と惑まどっているだろう。本来、あり得ないことだからね」

　扉の向こうに悪魔を呼び出す召喚陣があるはずだとルシアノは言ったが、そのせいで魔物達は集まってきたのだろう。

「あと一つ解錠したら、あの扉は開くね」

　ヴァルサスは緊きん張ちよう感かんもなく、まるで雨が降りそうだね……とでも言うようにごく普通に口にした。

　解錠をやめるよう、説得する気がもうないのだろうか。エリアルは、無理やりでもいいから、ヴァルサスに止めてもらいたかったのだが。

　彼は、実力行使でエリアルを止めようとはしない。彼ならできるはずなのに。

　理由はいくつか考えられた。

　人間がどうなろうと興味がない。もともとヴァルサスはエリアル以外の人間に無関心だ。ゴミだと言って、そもそも生き物と認めていない。

　あるいはヴァルサスが脅おどしているだけで、実際に魔物は危害を加える気がない。

　もしくは、魔物が人間を襲っても、ヴァルサスが助けることができるため、余裕でいる。

　最後のはエリアルの希望だが、人間に無関心な彼にそれは期待できないだろう。

「エリアル、聞いてる？」

「聞いてない？」

　ヴァルサスは、手すりに凭もたれているエリアルの背後から、抱きしめてくる。頰ほおに触ふれる彼の頰。思わず目を伏せて、唇くちびるを軽く嚙かむ。背中から伝わる熱は心地ここちいい。

　でも想いとは別の行動を取ってしまう今の状況と、照れくさくて彼の手から逃のがれていた頃と、違いはあまりないことに気づく。

「ちょっとやめて」

「嫌いやがられたら、嫌がられるほど、僕は燃えるよ」

　もがくエリアルをさらに強い力が拘こう束そくする。

　苦しいけれど痛みは感じない。そして抵てい抗こうしながらも、彼の変わらぬ愛情に安あん堵どしている自分を見つける。

「……何があろうと君のことは僕が守る。だから君は君の信じる道を進むんだ」

　ヴァルサスはそう耳元で囁ささやくと、エリアルの身体をすんなり解放した。

　エリアルは部屋へ入る前に彼に向き直った。

　手すりに凭れて立っているヴァルサスは、空飛ぶ魔ワイ竜バーを背景に、外がい套とうをはためかせている。

　風になびく漆しつ黒こくの髪。ほの暗い青から、晴れ上がった空の色に変化する瞳ひとみ。誰もが恐おそれすら抱いだくほどの美び貌ぼうを持つ悪魔。

　視線が合うと、彼はエリアルにしか見せない笑みを浮かべた。

　仕事でくじけかけても、どれほどの困難にぶつかろうとも、雨が降っても風が吹いても、いつも傍かたわらにヴァルサスがいてくれる。

　ヴァルサス、ありがとう──。

　エリアルは心の中でそう呟つぶやいた。全てが終わったら必ず彼に告げるつもりだ。ただその感謝の言葉を無事に伝えられる日まで、彼の忍にん耐たいは続いてくれるのだろうか。

「……またこっちに来たな」

　魔ワイ竜バーの群れが建物に向かって飛んでくるのが見える。ヴァルサスはそれを横目に、ため息をついた。

　そこへレオンが姿を現した。意気込む彼の目は、もうずっと輝きっぱなしだ。

「あっ。あれは俺が片付けてやるよ！　俺さまの勇姿をそこでとくと見るがいい！」

「好きにしろ」

　ヴァルサスがそう言うと、レオンはバルコニーからバルコニーへ飛び移り、魔ワイ竜バーに向かって走っていった。

　ヴァルサスもレオンも、自分ができることをしている。

　エリアルには何ができるのだろう。

　解錠する手を止めること。開いた錠にふたたび鍵を掛け、あの扉を閉じるのだ。

　言動を操られている状態で、エリアルがどこまでできるのか分からない。

　だが魔物が人を襲う日もそう遠くない今、どうにかして解錠を止める手を考えなければならないのだ。

　エリアルの父は第九の王の鍵師。その重責を自分の命を代だい償しようにして戦争を回かい避ひするということで果たした。結果、大勢の人達の命を救ったのだ。

　父の生き方に、そして王の鍵師を目指す者として、恥はじない自分でありたい。

　最後の錠は絶対解錠しない──。

「エリアル、危ないから中に入った方がいいよ」

　ヴァルサスに促うながされ、エリアルは部屋に入った。そしてその足で大扉のある地下に向かった。





[image: ]






　エリアルは一人で大扉の前に立っていた。

　秘密を守る四つの錠。エリアルは不本意ながら三つ解錠した。残りはあと一つ。これは絶対に解錠してはならない。もし、自分を制御できず解錠してしまったときは──ふたたび閉じるしかない。

　ただ、この手の錠は、正しいやり方──錠に合う鍵──で開けた場合のみ、開閉が可能なのだ。けれど今のように無理やり開けた錠は、二度と閉じられない仕組みになっている。ふたたび閉じるためには新しい錠と交換する必要があった。

　普通は、鍵山に合う内部の円盤部分は、既製品を組み合わせても十分な錠ができあがる。

　けれど、特とく殊しゆな形状の錠、オーダーされた錠などは、内部構造も複雑で精密に作られたものでなければ、耐たい久きゆう性せいも落ちるし、簡単に解錠されてしまう。

　その場合、錠造りに必要なシリンダーの内部は、専門の業者に振り分けて依頼している。

　錠の目的によって、ダミーも混ぜて多くの業者を介かいして注文することもあった。自分で造るよりやはり精せい巧こうだからだ。

　将来的には全て自分で造り上げたいが、エリアルには経験がまだ追いつかない。

　というわけで、完全に閉じるには新たな錠が必要だが、エリアルにその技術がなかった。ならどうやってここをもう一度、施せ錠じようすればいいのだろう。

　エリアルは改めて扉を見つめた。一見、壁にしか見えない扉。その表面に触れて隅すみ々ずみまで確かめた。

　やはり最初に調べたときと同じ。扉自体に罠わなはない。

　壁や地面に書かれた紋章エンブレムは、人や悪魔を排はい除じよするための術式だ。それ以外、扉自体を守るめぼしいものがなかった。

　疑問だった。これだけの規き模ぼともなれば、扉を守るためあらゆる手段が講じられていなければならないのに。人や悪魔が入れない呪まじないがあるようだが、エリアルやヴァルサスのようにまるで効果のない者もいて、等しく効果の及ばないものは、罠としては弱い。

「……あれっ」

　扉以外の壁の部分に触れた瞬間、ピリッと軽い痺しびれが伝わってきた。

　この指先に伝わる刺し激げきは、属性素材に触れたときと同じものだ。ということはここに属性素材が埋うめ込まれている。壁に、どうして、こんなものがあるのか。

　見た目では判別できないよう、岩いわ肌はだに同化している。

　エリアルは岩肌に指先を滑すべらせて、属性素材が埋め込まれている場所を、丁てい寧ねいに探した。はしごが届く高さまでだが、できるだけ位置を確認し、紙に記入していった。

「これって……」

　火か竜りゆうの鱗うろこを加工した素材が、ガラスに入ったヒビのように、モザイク状に埋め込まれていた。この岩肌に水が滴したたっているのも、地底湖に繫つながる水脈があるのも、ここが乾燥して発火しないよう常に水が流れ込むように、自然を利用して作られていたのだ。

　火竜の鱗が埋め込まれたところに、火や、同じ属性の鱗を近づけると、発火する。そしてあっという間に火が燃え広がり、扉を囲む岩壁は崩ほう落らくし、埋もれてしまうだろう。

　あのルシアノもこの仕掛けには気づいていないようだ。

　ならこれを使って、二度と扉に近づけないよう、埋めてしまうのはどうだろう。

「……」

　いや、軽々しくそんなことをすれば、この上に建つ建物が内側へ崩くずれ落ち、中で働く人をみな巻き込むおそれだってある。

「最後の一つが開けられるのを見届けようと来たが……調子はどうだ？」

「……あっ、はい」

　ルシアノに突然声を掛けられたエリアルは、返事が裏返っていた。

「あなたは何か……企たくらんでいるように見える」

「いいえ」

「この場合、肯こう定ていか」

　ルシアノは解錠の工具を見回した後、エリアルに近づいて「少し話しやすいようにしてやろう」と言って、いきなり手首を摑つかんだ。前のめりになったエリアルの肩を、もう一方の手で支えた。

　ただそれだけなのに、言動の自由を奪うばっていた何かが、身体から抜けた感じがした。

「……い、今の……何？」

「あなたは企んでいる。違うか？」

「えっ。いえ。そんなことありません」

「先ほどと同じ答えなのは、おかしい」

　ルシアノがまたエリアルの言動を支配する前に話をしようと、エリアルは一気にまくし立てた。

「私が企んでるんじゃなくて、この場所がそもそも様々な罠と企みの上で作られているんです。だいたいこの扉が開いたからといって、伯はく爵しやくの疑問が解決するかどうか、分からないでしょう。なのに他の人を危険にさらすなんて、領主でもある伯爵のなさることじゃありません！」

「開けようと決める前にできることはした。それまでに父親に再会できていたら、そっとしておいただろう」

「魔物があんなに集まっているのに、それでも父親に会う気持ちを優先されるんですか？」

「そうだ。だからこの館やかたで働く者はみな暇ひまを出して帰らせた。覚かく悟ごはしている」

　ルシアノは思案するように黙だまり込む。だが、エリアルが声を掛ける前に、ふたたび話し始めた。

「……一族は私に何を期待したと思う？　半分悪魔なのだから、それなりに力が使えるはずだと考えて利用しようとした。だが私には魔道を使って目的地までの距離を短縮することと、薬草の助けを借りて、君の言動を逆に操るくらいの力しかない。本当の悪魔なら何も使わなくても心まで奪えるそうだが。私は人としても受け入れてもらえず、悪魔としても一族の望みを叶かなえられなかった。私の存在価値はどこにある？　それとも父ですら私を疎うとむのか……」

「じゃあ望む答えが得られなかったらどうされるおつもりですか？」

「望んだ答えを求めているわけではない。欲しいのはただの答えだ、エリアル嬢。それがよくても悪くても……構かまわない」

　あの扉を開けて望む答えがなかったとしても、彼の心は僅わずかだが軽くなるだろう。

　彼にとってその『僅か』が大きな意味を持つ。だからこそ、どんなことをしても扉を開けたいのだ。

　道は平へい坦たんじゃない。人は時々解決しなければならないことに行き当たる。

　そういった問題は、一度目をつぶってやりすごしても、ふたたび目の前に立ちふさがって、歩を止めるのだ。目をつぶるたびにその壁は高く分厚くなって、飛び越えることも、壊こわすこともできなくなる。

　エリアルにとってそれは、父との記憶を取り戻すことだった。ルシアノにとっては、父と再会し、なぜ母や自分を捨てたのか、その理由を知ることなのだろう。

「エリアル嬢はあの悪魔と婚約しているのだろう。ならば、いずれ私のような子供が生まれる可能性について考えないのか？」

「……え」

「人と悪魔の間に生まれる子供がどれほど不幸になるのか。それを生み出すかもしれない自分達の未来を、真剣に考えたことはあるのか？」

　彼に問われなくても何度となく考えてきたことだ。

　エリアルは人間だし、ヴァルサスは悪魔だ。そしてエリアルは彼の花嫁になる契約をしていた。だが、結婚すれば悪魔の世界に行かなくてはならないため、王の鍵師を目指すエリアルは、今はヴァルサスから猶予をもらって人間界に留まっている。けれどいつまでもこの状態は続かないだろう。

　先のことは漠然としか想像できないが、王の鍵師になれなかったら、エリアルはヴァルサスと結婚して、子供もできるかもしれない。それとも王の鍵師と両立できている可能性だってあるかもしれないのだ。

　どんな未来がこの先に待っているか分からない。ただこれだけは言える。

　もし子供ができたら、エリアルは誰よりも何よりも優先するだろうし、心から愛するだろう。エリアルの父がそうだったように、親ならみなそうあるだろうと思うから。

　それらはまだ訪れていない未来であって、すでに過ぎ去ったルシアノの両親のものではない。

　だからこそ、ご両親はきっとあなたを愛していたはずだなどと、知りもしないくせに軽々しく口にできるはずもないし、してはならない。

　ただこれだけは言える。

「……悪魔だとか人間だとか、そんなの重要ですか？　人と違うところが自分が他人と区別できる個性だと思えばいいじゃないですか。どうして自分を劣おとっているかのようにいやしめるんですか」

　自分が何を持っていて、何を持たないのか。何ができて、何ができないのか。その違いが自分を作っていて、この世界で一人しかいない人間なのだと父から学んだ。

　ヴァルサスからは、誰か一人でも自分の味方になってくれたら、まっすぐ生きていけるのだと学んだ。

　そして二人からたくさんの愛をもらってきた。

　今も──。

「伯爵はお父さんを呼ぶ方法を全て試したっておっしゃいますけど、まだあるかもしれません。ヴァルサスは優しい悪魔じゃないですけど、頼めば方法をきっと探してくれると思うんです。だからこの扉を開けるのは、やめてください」

「……」

「伯爵には味方がいないっておっしゃるなら、私でよければなります！　まあ私じゃ……頼りにはならないと思いますけど……考え直してもらえませんか？」

「私は酷ひどいやり方であなたにこの扉を開けさせようとしている。なのに、どうしてそんなふうに言えるんだ？」

　ルシアノはエリアルを怖こわいほど真剣な表情で見つめてくる。

「もちろん怒ってます。おかげでいろいろヴァルサスに酷いことを言ってしまって誤解させてるはずだし……でも事情を話せばきっと分かってくれると思います。いえ、許してもらえるまで、謝ります。そのときは伯爵も一緒に謝ってください」

　操られていたとしても、エリアルの酷い言葉で傷つけたのは事実だ。彼の気き遣づかいを無視して、愛の言葉を拒きよ絶ぜつした。

　早く謝りたい。誤解を解きたい。

　まだ遅おそくないよね、ヴァルサス──。

「その後は、握あく手しゆして仲直りしましょう！」

「握手……」

「はい。変ですか？」

　エリアルがそう言うと、ルシアノは突然笑いだした。口元だけが歪ゆがんだ不思議な笑いだったが、しばらくすると真顔に戻もどった。

「エリアル嬢、あなたはおもしろいことを言う」

「私、真ま面じ目めです」

「ああ。分かっている」

　ルシアノが差し出した手を、エリアルは握にぎった。

　彼の手はいつもと同じ、とてもひんやりしていた。けれど手の冷たさと、心とは違う。そんなことを考えていたが、彼の手はいつまでも離れなかった。

「あっ……！」

　ルシアノが前まえ屈かがみになったかと思うと、その場に座り込んでしまった。この場所が彼にとってよくないことをエリアルはすっかり忘れていた。

「伯爵、ここから出ないと！」

　エリアルがそう叫さけんでいる間も、摑まれた手は離れない。

　彼は浅く息を吐きながら、顔を上げた。今にも倒れそうなルシアノだが、目は異様に輝いている。

「エリアル嬢の気持ちは嬉うれしい。こんなふうに言われたのも気遣われたのも初めてだ。もっと早く会いたかった。私の心が岩のように冷えて固まってしまう前に……」

「伯爵……？」

「すまない。ここはどうしても開けてもらう。そのためにあなたを犠ぎ牲せいにしても、私の心は痛みすらもう感じない。バグズ！」

　ルシアノの手首から植物の根のようなものが生はえてきて、エリアルの手首からも同じものが現れ、空中で絡からみ合う。

「なっ、何これ……やだ……気持ち悪い！」

「先にあなたの腕うでに植えた種から発芽したものと、私が育てた新たな根を送って合わせ、拘束力を強める。あなたは術が効ききにくいようだから、直接的に支配するのが一番だ」

　ルシアノから生えた根は、エリアルのものと絡んで共に薄い皮ひ膚ふの下に潜もぐり込んでいく。痛みはない。だが身体の中でウネウネと動く根の感触が伝わってきて、強きよう烈れつな不快感をもたらす。

　エリアルは必死に手を引っ張るものの、強い力で摑まれていて、全く動かない。

「これで心がどう感じようと、私の命令を聞くしかなくなる」

「嫌っ。やめて……手を離し……！」

　ルシアノが手を離すと、エリアルはその場に尻しり餅もちをついた。

　指先から足先まで紐ひものようなもので繫がっている感じがして、身体が震ふるえる。

「さあ、最後の錠を開けてくれ。私の父を呼び出す道がその中にある！」

　今までになく抵抗しているのに、エリアルの身体はすんなり立ち上がり、最後の錠に向かって歩きだした。

　あの錠は開けてはいけない──。

　心は抵抗しているのに、身体はまるで他人のもののように、言うことを聞いてくれない。それでも、歯を食いしばりながら動く足を止めようとした。

　額ひたいに汗が浮かび、身体中が軋きしむ。

　自分が解錠したことで、たくさんの人が傷つくなんて、耐たえられない──。

　父親は自分の命を代償に大勢の命を救った。そんな父に恥じない娘でありたい。

　そう心に強く言い聞かせているのに、最後の錠の前に立つと、手は工具を取った。

「…………！」

　手は動かさない。目も開かない。解錠なんてしない──そう、心で抵抗を続けるエリアルの背後から声が聞こえた。

　誰よりも頼りにしている者の声だ。

「エリアル、抵抗しなくていい。それを開けてやるといい」

　振り返ることはできないが、エリアルにとって、救いの声だった。

「ヴァルサス……でも……私……開ける……たく……な……開ける……」

「大丈夫。何があろうと僕が君を守る。君が守りたいものも含ふくめ全てだ。安心して」

　背後から抱きしめられながら耳元で囁かれたときと同じ声。

　エリアルの緊張は一気にほぐれて、安堵が全身を覆おおっていく。解錠しても大丈夫だと、彼が言ってくれるのなら、安心だ。

　エリアルはヴァルサスの声に勇気をもらい、最後の錠に工具を突き入れた。

「あの……向こうに……私の望んだものが……ある……」

　息も絶たえ絶だえになっているルシアノの声にもエリアルは振り返らなかった。

　こんなにも開けたくない錠があるとは思わなかった。

　それでも鍵山に触れる突とつ起き部分が、内部で上う手まく押し上げられると、やはり気持ちが高ぶってくる。全ての突起が平らになるよう、工具の先せん端たんで引っ搔かく。

　上手く平らになったところで、同時に差し込んだＬ字型の工具に、ほどよい力を掛ける。そこでカクンと工具が下向きに動いた。すると中のプレートが回転して、解錠を告げる音が鳴る。

　四つ全ての錠が開くと、大きな歯車が廻まわる音が扉の内部から響き、地面が小こ刻きざみに揺ゆれた。その震しん動どうに上部の鍵穴に差し込んであった工具がばらばらと落ちてきた。だが、背後から身体が後ろへ引っ張られ、それらが当たることはなかった。

「ヴァルサス……」

「僕の後ろにしばらく隠かくれておいで」

「え……どうし……」

　振動が激しくなり地面に置いた工具が上下に跳はねる。石が擦すれるような音とともに、扉が開いた。その向こう側には部屋らしき空間があったが真っ暗で、奥行きを測れるようなものもなく、どこまでも闇やみが続いている。

　暗闇の中にただ一つ球体の発光があった。白く光るそれは、床ゆかから浮かんでいる。一番輝いている中心に、仕掛け錠付き飾り箱があった。

　その飾り箱を取り巻くように、上部一カ所、左右に二カ所、下部二カ所、合計五カ所に鍵が浮かんでいて、くるりくるりと廻っている。

「……何だ？　中には向こうの世界と行き来する召しよう喚かん陣じんがあるのではなかったのか？　あの箱は何だ？」

「おい、扉から足を踏ふみ入れるな。資格のない者が入ると面倒なことになる」

　ヴァルサスはルシアノにそう言い「エリアル、君は大丈夫だよ」と微笑ほほえんだ。

　エリアルはヴァルサスの腕を摑んで覗のぞき込み、目を凝こらした。発光体の上で黒い塊かたまりがゆらりと動いたが、それが何か判別できない。

「ヴァルサス……あの発光体の上に何かあるみたい……」

「そうだ。いるんだ。急に動いたらいけないよ。寝起きは特に機嫌が悪い」

「機嫌が……悪い？　生き物なの？」

「ああ」

　ヴァルサスがそう言うと、発光体の僅かな光に反射して、頭ず上じようにある塊が闇に浮かび上がった。

　水面から浮かび上がるように、闇から出てきたのは、トカゲに似た顔の生き物。突き出た口先から順番に現れたそれは赤い色をしている。体表を埋め尽くす鱗は厚みがあって頑がん健けん。眼光鋭い金色の目が、ぎょろりとこちらを向いた。

　あれは火竜──。

「……噓うそっ──……！」

「声を上げたらだめだよ」

　白い発光体の後ろに、火竜が身体を休めていて、人の気配に顔を上げた。こちらを覗き込む瞳には知性が感じられた。

「そこは……どういう場所なんだ？　召喚陣はあるのか」

　扉の前に座り込んでいるルシアノが、絞しぼり出した声でそう訊たずねた。そろそろこの場にいるのも限界のようだ。

「そんなものはない」

「分かった。あの箱に入っているものが、魔界への入り口を開く。そうなんだろう？」

「……いくら言葉で説明しようと、その目で見て確かめるまで理解しようとしない人間のために、わざわざ披ひ露ろうしてやったんだぞ。それなのにまだ理解できないのか？　ゴミには欠片かけらの知性もないようだ。火竜の餌えさにもならんゴミめ」

「……私のしたことは無む駄だだったと？」

「同じ言葉の繰り返しは不毛だな」

「そこの箱がまだある。そうだろう」

　ルシアノがそう言うと、ヴァルサスはうんざりしたような表情で髪を撫で上げた。

「エリアル、あのゴミを本気で始末していいか？」

「だめよ。それよりあれを私が開けてもいいの？　誰か傷ついたりしない？　私開けたく……開けたくない」

「大丈夫。開けていいよ、それで半端ゴミが納得するならね」

　ヴァルサスの許可が出たところで、ルシアノがエリアルの名を呼んだ。

「エリアル嬢、拘束を解とこう……」

「伯爵……？」

「さあ、こちらへ」

　エリアルはヴァルサスの腕から手を離し、ルシアノのもとへ向かった。身体の中にあるものが彼の方へ引っ張るように、手足が動いている。

　身体が他人に支配されているこの嫌けん悪お感かんは、しばらく忘れられないだろう。

「どういう風の吹き回しですか？」

「悪魔の話を聞いていて、これ以上は不要だとようやく悟った。さあ手を握って。少しチクリとするかもしれない……」

　力が入らないのか、ルシアノは膝ひざに置いた自分の手を見下ろした。エリアルは彼の手を取って、握った。

　すると小さな痛みとともに、身体中に張り巡めぐらされた根のようなものが、あちこちで切れる音が耳の奥で響ひびいた。

　筋肉が突っ張る感触が常にあったが、それらが全て消えた。

「もう自由だ」

　ルシアノの手が離れていく。

　エリアルは自分の手を開いたり閉じたりして、顔を上げた。

「本当に……身体が楽になった……」

「……すまなかった」

「待って、納得なんてしてないんでしょう。まだあの箱の中身が知りたいんですよね。こんな中途半はん端ぱなところで諦あきらめるんですか？　ヴァルサスが馬ば鹿かにしたから？　私にはあんなに酷いことしておいて、もういいんですか。その程度の覚悟だったんですか？」

　俯うつむき加減だった顔がそろりと上がる。ルシアノの顔は今にも死にそうな顔色をしていたが、目には輝きが戻っていた。

「……いや。中身を知りたい。それでようやく諦められる……」

「仮に伯爵が求めていたものがあそこになくても、諦める必要なんてないと思います」

「エリアル嬢……」

「じゃあ、解錠してきます！」

　エリアルはルシアノに背を向け、誰にももう支配されていない身体を確かめるように、颯さつ爽そうと歩いた。

　そしてヴァルサスのところまで戻ると、すぐに彼の名を呼んだ。

「ヴァルサス」

「うん」

「大嫌い」

「……は？」

「よかった、戻った！　私……戻った」

　エリアルは自みずからヴァルサスの胸に飛び込んで抱きついた。彼の匂におい、彼の温ぬくもり、その全てが戻ってきた。

　ヴァルサス大好き、大好き、大好き──！

　世界中が晴れ上がっているようないい気分だった。

「エリアル……」

　彼の手が背に回っていて、きつく抱きしめられている。こんなにも彼の抱擁に心強く感じたことはない。

「でもさ、確認するためにしても、相手は君の婚約者だよ。大嫌いは酷いよね。もう少しましな言葉はないの？　好きとか愛してるとまでは求めないけど」

「あ……ごめん。ううん。私……ヴァルサスにたくさん……」

「たくさん？」

「謝らな……い……と…………あれ？」

　ハッと我に返ったエリアルは、ヴァルサスの胸に埋めていた顔を上げた。

　彼はエリアルを見下ろしているが、蕩とろけそうな笑顔を浮かべている。

　エリアルの言動がおかしかったことについて、ヴァルサスが驚おどろいている様子はない。

　ヴァルサスの性格からすると、エリアルの言動が他人に乗っ取られていたと知れば、烈れつ火かのごとく怒り狂っていたはず。

　まさか──。

　エリアルがギロリと睨にらむと、ヴァルサスはルシアノを指差した。

「もしかして、君。あそこの半端ゴミに何かよからぬ術でも掛けられていたのか!?　酷い奴だな、半端ゴミ。今から処分してやろう！」

「……気づくの遅すぎるんだけど……。いや、違う。ヴァルサス……知ってたんじゃないの!?　今ものすごく棒読みだった！　いつから気づいていたの!?」

「そんな、まさか。僕の目を見て。噓をついている目かどうか、分かるだろう？」

　彼の目は噓をついているときのものに間違いなかった。

　喜びから一転、羞しゆう恥ちからくる怒りが逬ほとばしる。ヴァルサスはいつからエリアルの言動が真逆になっていることに気づいていたのだろう。

　そういえば、寝台に押し倒してよからぬことをしようとしたときも、妙みような質問ばかりしてきた。あのときも知っていたのだ。真逆の言動をするというのを逆手に取り、エリアルの本心を探さぐろうとしていたのかもしれない。

「こっ……このっ……変態！」

　エリアルはヴァルサスの頰を思い切り引っ張った。

「いででででで……ひでょいよへいあう……」

「……最低、最悪！　大噓つき！」

　ティグルが全快していたら、ヴァルサスの頭に嚙みつかせていたが、調子が悪そうなので断念した。

「あとでこの件に関してじっくり問い詰つめるからそのつもりでいて」

「わはった……」

　エリアルはとりあえずヴァルサスの頰から手を離した。彼はほんのり赤く染まった頰を撫でながら、余裕の笑みを浮かべている。本当に腹立たしい。

　だが今はそれを棚たな上あげして、目の前の問題に集中しなくてはならなかった。

「ヴァルサス……あの仕掛け錠つきの箱は……何？」

　訊ねると、ヴァルサスはエリアルの手を取り、ゆっくりと発光体の下へ歩きだした。

「ゆっくりだからね、ゆっくり。突然、走ったり、大きな動作はしない。いいね」

「……分かった」

　発光体の側まで来ると、頭上から覗き込んでいる竜の鼻息で、髪が揺れる。

　手を伸ばせばあの鱗に触さわることができる。けれど怒らせたら口から吐き出される炎ほのおで、一瞬にして消し炭ずみにされるだろう。

　エリアルは口内に浮かんだ唾だ液えきを飲み込み、発光体の中を覗き込んだ。

　白銀に輝く箱にはとても古い文字が刻まれている。けれど鍵穴は一つで、扉に比べると格段易やさしい造りのようだ。

「手に取ってもいい？」

「構わないよ」

　エリアルはそっと手を伸ばし、小箱を摑んだ。特に反発を感じることなく、手元に引き寄せることができた。

「鍵はこの周囲に浮かんでいる五つのうちのどれか一つ。だが、間違ったら中身はおじゃん。それでもチャレンジしてみる？」

「じゃあ、これは属性錠でできていて、浮かんでいる鍵も属性素材でできてるのね」

「そのようだ。五分の一の確率だけどどうする？　開けてみる？」

「もちろん。確率に頼らなくても大丈夫」

　属性素材でできた錠は、鍵穴から普通の工具を突っ込むと、錠と箱の中身が破は壊かいされてしまう造りなのだ。だから属性を見み極きわめて、工具も選ばなくてはならない。

　ここには鍵が五種類用意されているのでどれかを選べばいい。普通は難しい作業になるのだが、エリアルには弱点を逆さか手てに取った特技があった。

　属性素材を扱うと確かに指先が軽い火傷やけどを負う体質だ。指先から伝わる熱や痛みの違いによって、素材を特定することができる。

　エリアルは箱の鍵穴を指先で確認し、鍵穴の中に指を突っ込んだ。鍵穴が小さすぎて指が入らない場合も多いが、鍵穴の内ない縁えんを触るだけでも分かる。

「……水竜の属性素材」

　ということは水竜の素材で作られている鍵を選べばいい。

　周囲に浮かぶ鍵は五種類。触れていくと上から火、右が水、左が土、下右が風、下左が石。エリアルは右の水鍵を手に取った。

「それでいいの？」

「ええ。これよ」

　エリアルは迷いなく、水鍵を鍵穴に入れて、回した。すると小さな金属音がして、蓋ふたが開いた。

　そこには一枚の羊よう皮ひ紙しが入っていた。よく見ると羊皮紙ではないようだが、エリアルには分からない。そこには見たことのない文字が書かれている。とても古い文字で、エリアルは読めなかった。署名欄らんに二名の署名が入っているのは確認できた。

「何かの契けい約やく書しよなのは分かるんだけど……何の契約書なの？」

　エリアルが呟くように疑問を口にすると、ヴァルサスが説明してくれた。

「これは人間と悪魔の最も古い契約だ。同じようなものが人や悪魔の手に触れない場所に隠され、人間の世界を守っている。『鍵守と悪魔の契約』だ」

「人間の世界を守るとはどういう意味？」

「悪魔と契約する人間は少なからずいる。中には地上を一瞬にして支配したり、滅ほろぼしたりしようとする願いを持つ者もいるはず。だがこの地上にそんな混乱はない。その理由がこの契約だよ。悪魔が無意味にこの地上を破壊したり、混乱させたりしないよう、これで制限をかけている。ちなみにこれに影えい響きようを受けない悪魔は三位の階級……分かりやすく説明すると、上から三番目までだ」

　ヴァルサスの言葉を信じると、彼が以前冗じよう談だんで口にした『終末を呼ぶぞ』という発言ははったりで、決して実行に移せないものだったのだと分かる。

　だが、彼はハル・フリート皇こう国こくでやりたい放題だった。あれで制限がかかった状態だったとはとても思えないのだが。

「私が求めたのはそんな紙切れじゃない……。やはりここには私が望む答えはなかったんだな」

　ふと聞こえてきたルシアノの言葉に、ヴァルサスは静かに怒っていた。

「価値の分からんゴミめ。これこそがお前達の世界を守っているものだ。いついかなるときもお前達が守らなくてはならないものだぞ。これが無効になれば……契約によって守られていた地域が好き放題に蹂じゆう躙りんされ、いずれ魔物の巣そう窟くつに……」

　箱を覗き込んでいた二人の目の前から、契約書が消えた。

　顔を上げたエリアルの傍らに、いつやってきたのか分からないが、レオンの姿があった。彼は契約書を掲かかげて、高らかな声を上げた。

「よ～し、手に入れたぞ。これがなくなれば、本来の力が発はつ揮きできるのか。この不自由な身体ももとに戻せるってことだな！」

　ふはははは……と、笑いながらレオンは手に持っていた契約書を燃やした。それは一瞬の出来事で、エリアルが契約書を奪い取る前に、燃え尽つきた。

「レオン、なんてことするの──！」

「お嬢ちゃん、悪いな。俺はこの瞬間を待っていたんだ。身体をもとに戻すには、力の制限がない場所でなければ解かい呪じゆできねえからな」

「……人間じゃなくて悪魔の制限のための契約ってヴァルサスは言ってたけど、ならレオンは悪魔の血でも引いてるの？」

　エリアルの疑問に、レオンは急に顔色を変えた。

「……そうなのか？」

「そうよ。ヴァルサスの説明ちゃんと聞いてた？」

「そうなのか！」

「ヴァルサス……レオンが燃やしちゃったけど……ど、どう……なる……の？」

　傍らにいるヴァルサスを見ると、彼は氷点下まで冷えた表情でレオンを見下ろしていた。さすがにここまで冷れい徹てつな顔をするヴァルサスは久しぶりだ。

「ここにも勘かん違ちがい大馬鹿ゴミがいたか」

　ヴァルサスはそう言い、レオンの頭を摑んだ。

「あれ。俺の身体、全然もとの大きさに戻らないんだけど……ヴァルりん、どうしてかな～？」

「……」

「怒ってる？　ヴァルりん、怒ってる？」

「私もだが、アレも激げき怒どしているぞ」

　ヴァルサスの視線の先を追うと、火竜が翼つばさを広げて地響きがするほどの咆ほう哮こうを上げた。すると気流が発生して、衣服がバタバタとはためく。

　火竜は豪ごう快かいに息を吸い込んだかと思うと、今度は口を縦たてに開け、次の瞬間、渦うず巻まく炎の塊が吐き出された。

　ヴァルサスはレオンの頭を摑んだ手とは逆の手を火竜に向けた。すると見えない壁でもあるかのように、火の玉が弾はじけて四方に散った。

「ぎゃ──！　どうしてここに火竜がいるんだ──！」

「怒りを静めるのには生いけ贄にえが最適らしいな。ゴミ処理にはちょうどいい」

「いたいけな少年になんて試練を与えるつもりなんだ、この悪魔！」

「中身はおっさん。可燃ゴミ」

　間を置かず吐き出される炎の前に、ヴァルサスはレオンをかざす。レオンは身体を上下に揺らして、抗こう議ぎした。

「熱い熱い熱い……！　マジで燃えるだろうが！」

「燃えうせろ」

「そ、そんな冷たいこと言わないでさ。助けてくれよ!!」

「ゴミに掛ける慈じ悲ひなど皆かい無む」

　ヴァルサスが冷静に怒っているが、火竜の方は炎をまき散らすだけに留とどまらず、足踏みと翼の羽ばたきも加わって地面が大揺れし、立っているのも難しくなってきた。

「ヴァルりん、火竜をやっちまえ！」

「ゴミを殺やっても、火竜は殺やらん。竜族とは取り決めがある」

　ヴァルサスはそう言ってレオンを忌いま々いましげに放り投げた。レオンは岩壁の手前にある川に落ち、水しぶきが上がる。

「レオン！　大丈夫!?　ヴァルサス、なんてことするのよ！」

　エリアルの声にレオンは川から這はい出ると、親指を立てて見せた。無事のようだ。

「ちびっゴミの服が燃え始めていたから消してやっただけだよ。なんて僕は優しい男だろうね。君もそう思ってくれるだろう？」

　エリアルに向けられたヴァルサスの目は据すわっていて、何かに取り憑つかれたような暗い微笑みを浮かべている。

「もっとも慈悲など与えず、目め障ざわりなゴミは全て焼き尽くしてやってもいいが……」

　この場に渦巻く風は、火竜ではなくヴァルサスが起こしていることにエリアルはようやく気づいた。

　ヴァルサスは心底、怒っているのだ──。

「ちびっゴミより問題は半端ゴミのほうだ」

　酷薄な笑みを浮かべたままヴァルサスは、ルシアノの身体を火竜の頭の高さに浮かべた。ルシアノは抵抗することなく、ヴァルサスの手に自らを預けている。

　それはまるで死を覚悟しているようにも見えた。

「ヴァルサス、やめて！」

　エリアルはヴァルサスが振り上げた手に捕まってぶら下がったが、僅かも腕は下がらない。まるで太い幹のように頑がん丈じようで、押しても引いても堪えない。

「ヴァルサス！」

「あの男は君を操り傷つけた。同時にこの私の心も。その行為は万ばん死しに値あたいする。苦しみ悶もだえ死ぬがいい……」

　火竜の炎がルシアノの身体を舐なめるように覆い尽くし、彼の絶叫がこだまする。その姿を目にして声を失う中、ヴァルサスの笑い声だけが耳に届いた。

「ヴァルサス……お願い。助けてあげて！」

　エリアルは懇こん願がんした。けれどヴァルサスには聞こえていないのか、それとも聞く気がないのか分からないが、こちらを見ようともしない。

　その間も、ルシアノの絶叫がエリアルの背に突き刺さる。

「お願いだから、やめて！　やめてって言ってるの！」

　ヴァルサスの冷え切った表情は、酷薄ですらなかった。ただ無機物を眺めているような無関心がルシアノに向けられている。

　エリアルはヴァルサスの頰に手を掛けると、自ら唇を重ね合わせた。

　彼に我に返ってもらいたくて──。

「──っ」

　彼が激怒する気持も理解できる。エリアルだって腹を立てている。

　けれどルシアノは、人間と悪魔の間にできた子供。彼の苦悩は他人事ではない。

　だから──。

「エリアル……」

　唇が離れてまっさきにそう呟いたのはヴァルサスだった。

「お願い……許してあげて。助けてあげて……」

　瞳に浮かんだ涙が、ヴァルサスの唇でそっと拭われた。霞かすんでいた視界が晴れると、ヴァルサスのいつもの笑顔があった。

　エリアルだけに向けてくれる、優しい笑みだ。

「今の最高のキスだった。ああ、もっとじっくり堪能すればよかった。そうだ、もう一度してくれたらいいんだ。今月分はあと二回ある。さあ、エリアル。僕の唇はここだ！」

　先ほどの剣幕が噓のように消えたヴァルサスは、自分の唇に人差し指を当て、はしゃいでいた。

「それより伯爵はどうなったの!?　助けてくれたの？」

「ああ、君の望みどおり助けてやった。背中は火傷やけどを負っているけれど、どうせすぐに治る。このゴミは半分悪魔だからな」

　ルシアノの身体はすでに空中にはなく、レオンの傍かたわらに転がっていた。彼の身体から煙が燻っているが、生きていた。

「よ……よかった……」

「……全く。君は本当にお人ひと好よしだ」

「そんなんじゃない……」

　目を伏せたエリアルの頰を、ヴァルサスが捉える。彼の目は違う意味で爛らん々らんと輝き始めていた。

「エリアル……」

「キスはもう終わり！　早くここを何とかしなくちゃ。お願いヴァルサス」

　エリアルはまっすぐヴァルサスの目を射貫いて見つめた。彼はちょっと照れたように咳払いを一つして「いいよ……分かった」と言った。

　エリアル達は扉の外まで後退し、ヴァルサスはルシアノを摑まえて、レオンとともに岩いわ陰かげに押し込んだ。

　そこでヴァルサスは、意識が半分ないルシアノと、鼻血を出しながらも妙にテンションが高いレオンを消した。

「ヴァルサス!?」

「邪じや魔まなゴミを外へ掃はき出しただけだ」

　ヴァルサスはそう言い、立ち上がる。

「本当に？　伯爵は大丈夫なのね？」

「ああ。僕には不本意だけどね」

「……ありがとう、ヴァルサス……」

　ごく自然にお礼の言葉がこぼれ落ちた。エリアルはそんな自分の変化にも驚きつつ、偽いつわりのない気持ちをヴァルサスに対して自然に伝えられて、嬉しかった。

「そうだよ。君はもっと僕に感謝すべきだ」

「うん。そう、そうだよね。分かってる……ごめん」

　ヴァルサスには、感謝してもしきれない。今の気持ちをすべて彼の前に並べることができたらいいのにと、真剣に悩むほどだ。

「さて……そろそろ決着をつけるか」

　火竜は扉から外に出てこないが、吐き出される炎は別だ。そしてこの場所そのものが火竜の足踏みに揺れて、振動で剝はがれ落ちた岩が水滴とともに地面に降り注そそぐ。

　エリアルは岩陰にしがみついて揺れを耐えているのに、ヴァルサスはどういうわけか、普通にまっすぐ立っていた。

　彼だけが自然の法則をまるで無視している。不思議だ。

　でもその姿から目が離せない。

「怒り狂っているアレを外へ出すわけにもいかないな」

　ヴァルサスは飛んでくる火の玉を軽く手で払いながら、思案している。

　彼から火竜に対する恐れは僅かも感じられない。今にも崩れ落ちそうなこの場所で、ヴァルサスだけが涼すずしげだ。

「……ヴァルサス、扉の外に当たるここの壁には、モザイク状に火属性の素材が全面に埋め込まれているの。そこに火の粉が触れたら、壁全体が爆発して内側に崩れて、ここは埋まってしまうはずよ。伯爵が使用人は全て暇を出したから、上の館には誰もいないって。だから崩れても大丈夫。それを利用できないかな？」

「なるほど……そんな仕掛けがされているのか。……聞いてなかったぞ、全く」

　ヴァルサスは最後は独ひとり言ごとのように呟いて、エリアルの方を振り返る。

「君に頼みたいことがあったんだ」

「私にできることがあるなら、なんでもする」

　一人の怪け我が人にんも出さずにすむなら、どんなことでもする。

　エリアルは意気込みながら拳こぶしを作った。

「何をすればいいの？」

「君の熱くて濃のう厚こうな口づけ、三回目」

　火球が飛び交う中、お互い真面目な顔で向き合った時告げられた言葉は、この場にそぐわないものだった。

　最初、エリアルはヴァルサスが何を口にしたのかすぐに理解できなかったほどだ。

「聞こえなかった？　緊急だよ」

「さっきしたじゃない。もう十分でしょう──！」

　エリアルはヴァルサスの両耳を摑んで、引っ張った。ヴァルサスは、その美貌に似合わない絶ぜつ叫きようを上げる。

「ぎゃ──！　耳はだめだって、いつも言ってるだろ！」

「扉の向こうで火竜が怒って暴れてるのよ。こっちは火の玉が飛んでくるし、上からは剝がれた岩が水と一緒に落ちてきて……これでも怖いんだから。お願いだから早くなんとかして」

　ヴァルサスはエリアルの手をやんわり離すと、耳を撫でながら苦笑した。

　その様子から、どうも何かを待っているようだ。

「ヴァルサス……？」

「必要な書類が到着した」

　ヴァルサスがそう言うと、彼の足下に金色の紋章エンブレムが浮かび、白しろ銀がね色いろの仕掛け錠付き飾り箱が姿を現した。それをヴァルサスが手に取ると、紋章エンブレムが消える。

「新しい契約の箱だ。中に鍵かぎ守もりと悪魔の契約書が入っている」

「……どこから来たの？　魔界？」

「まあ、そんなところかな。開けてみて」

　ヴァルサスに手渡された箱を開けると、中には一枚の羊皮紙らしき紙が入っていた。それは先ほどレオンが燃やしてしまったものと同じ素材のようだった。いや、もう少し厚みがあって真新しい。

　きっと魔界で用意されてヴァルサスに届けられたのだろう。

　ヴァルサスは腰より高い位置に箱を浮かべ、その上に契約書を置いた。

　契約書にはすでに文もん言ごんが書かれていて、下の部分だけ空あいている。そこに人間と悪魔それぞれ選ばれた者が署名をするのだろう。

　選ばれた者──？

「誰と誰が署名するの？」

「僕と君」

「そんな……誰でもいい代しろ物ものじゃないんでしょう」

「この契約は悪魔……といってもこの場合、上位の悪魔。人間は鍵守。この二者との間にしか成立しない」

「私は鍵守じゃないよ」

「血を引いていればいい」

「待って。私……鍵守の血を引いてるっていうの!?」

「どうかな。鍵守っていうくらいだから、鍵師になる人間はみんな引いてるんだよ、きっと」

「そ……それはないと思うけど」

「ほら、ここには君しかいないし、血を引いてそうな鍵師を探す時間もないよ。さあ、試してみよう！」

　どういうわけかヴァルサスは自信たっぷりだった。

「失敗したらどうするの？」

「しないよ」

「……」

「エリアル、僕を信じて。君にしかできないんだよ」

　ヴァルサスは無茶苦茶なことを言っているが、ここに鍵師は、いや人間はエリアルしかいない。時間が経たてば経つほど、確かに状況は悪化しそうだ。

「いいわ。やってみる。どうやって署名すればいいの？」

「これは署名者の血でしなければならないんだ。ごめん、エリアル。指先に少し傷をつけるよ」

　頷うなずくと、ヴァルサスはエリアルの右手から手袋を外した。そして人差し指の先端を胸元から取り出した小型のナイフで僅かに傷つけた。

「先に僕の名を署名するから、その下に同じように署名してくれる？」

「分かった」

　ヴァルサスは自分の指先も傷つけると、素早く署名をした。たぶん、本当の名前で署名したのだろうが、そもそも未知の文字でまるで読めない。

「ねえ、そんな文字は書けないけど……いいの？」

「人間が使う字で大丈夫だよ」

　エリアルは言われるまま、血が滲にじむ指先で自分の名前を書いた。少し掠かすれ気ぎ味みだが、大丈夫だろうか。

「これでいい？」

「上出来だよ。さすが僕の婚約者。次は、君の手を僕の手と重ねて」

　エリアルはヴァルサスと向かい合い、浮かぶ契約書の上に、互いの手を重ねた。すると契約書が白い光を発して、文字を宙に浮かばせる。
















「気高き先祖が定めたいにしえの盟約に従い、神聖なる大地は継つぐべき者達の手に、いかなる魔も地を人を富を回復不可能なまでに奪うことを禁ずる。今日この日この時間より以後千年、契約は新たに結び直され、保持されるものとする」

　ヴァルサスがそう言い終えると、目が開けていられないほどの光が溢あふれ出し、全てを真っ白に染めていく。

「……っ！」

　エリアルは、光に飲み込まれるような錯さつ覚かくを起こし、そのまま意識を失った。

　光に包まれた世界はとても心地よく、誘さそわれるまま睡すい魔まに身を任まかせた。





[image: ]






　山の中腹に建つ屋敷が、内側へ崩れ落ちる姿を、レオンとルシアノが木こ陰かげで眺めていた。

　ヴァルサスは、意識を失ったエリアルを抱き上げたまま、二人の前に立った。

「ヴァルりんもお嬢ちゃんも無事でよかった」

「ちびっゴミに心配されるほど、私は無能な悪魔ではない。それより……」

「なんだよ」

「ちびっゴミの働きによってはその姿、どうするか考えてやってもよかったが、契約書を燃やすような馬鹿にはもうしばらく罰が必要のようだ」

「……え。ってことはヴァルりん。俺、大人に戻る方法があるってことか？」

「さあな。おとなしく店番ができるなら、数十年後考えてやってもいい」

「そっか。悪いなあ……て、おい。数十年後って……てめえ、ふざけん……！」

　レオンを店に転移させ、木にもたれ掛かっているルシアノを見下ろした。服はあちこち焼け焦げ、肌には火傷が多数見られたが、すでに治癒が始まっていた。

　この分だと数日で綺麗さっぱり治るだろう。身体については何の心配もない。

「エリアル嬢が目覚めているところで殺せないなら、今なら殺やれるぞ」

　どうしてこんな男にエリアルが情なさけをかけるのか理解はしたが、ヴァルサスは納得したわけではなかった。

「……死にたいゴミを廃はい棄きする慈善活動は行っていない」

「なら私をどうしたい？」

「幸せになれ」

　予想外の言葉にルシアノは硬直し、次の瞬間自嘲気味に笑い出した。ヴァルサスもこんな陳ちん腐ぷな台詞せりふをゴミ相手に告げるとは想像もしなかった。

　けれどこれは本心だ。そしてエリアルのためでもあった。

「なるほど、それが貴殿とエリアル嬢のためか」

「分かっているなら説明は不要だな。ああ、半端ゴミが求める情報はいずれ渡してやる。それまでは首は括るな」

　言い終えるとヴァルサスは、眠るエリアルを抱きかかえたまま、ルシアノに背を向けた。ルシアノは魔道を開いたヴァルサスをただ見送っていた。

　ヴァルサスは、契約書を収めた箱を持ち、セオドアのもとを訪れた。

　新しい箱と契約書は彼が用意してくれていたのだ。

「ここが新たな契約書の保管場所か」

　雨水や地下水によって、溶よう解かい浸しん食しよくされた結果、生じた空くう洞どうのようだ。天てん井じようからは鍾しよう乳にゆう石せきが垂すい下かしており、床下には石せき筍じゆんが林立している。

　蛍ほたる苔ごけがあちこちに自生していて、とても明るい。奥に目を向けると、新たな扉が作られているのが見えた。

　作業をしているのはセオドアだ。

「君から連絡を受けて急きゆう遽きよここを用意したけど、かなりいい場所だろ。人も悪魔も入ってこられない。外部に入り口そのものがないからね」

「悪くない」

「契約書を収めた箱は？」

「ああ、これだ」

　ヴァルサスは持ってきた仕掛け錠付き飾り箱をセオドアに渡した。彼はそれを手に取り、中身を確かめてから、鍵を掛けた。

「一つ契約更新完了だね」

「鍵守について改めて問われたらどう説明すればいい？」

「ヴァルサスそういうの得意だろ。適当に誤ご魔ま化かしておいて」

　簡単に言ってくれる──。

　ヴァルサスは眉み間けんに皺しわを寄せて、言った。

「鍵守と上級悪魔以外を排除する紋章エンブレムを張り巡らせてあったから、余計に怪あやしまれたぞ。人間はエリアルだけがぴんぴんしていたからな。鍵守のお前の娘だ、影響などあるわけがない。その説明ができないから困っているんだろうが」

「うちの娘がこんなに早くあの地に足を踏み入れることを想定してなかったんだから仕方ないだろ」

　セオドアはそう言いながら、新しい扉を開けて中に契約の箱を収めた。その回りに、ダミーも含めた鍵を五つ、配置する。

　セオドアは周囲をぐるりと回り、契約の箱と鍵の位置を確認した。それを終えると、首を伸ばして身体を休ませている火竜の鼻を撫で、「またよろしく」と言った。

「で、あそこは埋めたの？」

「ああ。火竜の移動を完了したところで、壁面に施ほどこされていた仕掛けを使って、爆破して崩した。掘ほり返すことは難しいだろう」

「へえ。あれに気づいたんだ」

「私ではない。お前の娘が気づいた」

「そっか、さすがだね、僕の娘は……」

　扉の外へ出て、セオドアは鍵を掛けている。ヴァルサスは彼の背を眺めながら、言った。

「連れてきているが、会うか？」

「……ヴァルサス！」

　セオドアは珍めずらしく本気で怒っていた。

　普段おっとりしている彼をこんなふうにからかうのが実は密ひそかな楽しみである。

「安心しろ、エリアルは気を失ってる。いろいろあって、相当疲れていたからな。しばらくは目覚めないだろう」

「本当か？　本当に起きない？」

「ああ。待ってろ」

　ヴァルサスが毛布にくるんだエリアルを抱きかかえて戻ってくると、セオドアは満面の笑みで迎むかえた。

　セオドアはエリアルの寝顔を見つめた。とても愛いとおしそうに、なのにどこか切ない彼の表情を、ただ見守った。

「……ヴァルサス」

「なんだ？」

「少しでいいから抱きしめていいかな」

「お前の娘だ」

「ありがとう……」

　ヴァルサスは、抱かかえていたエリアルをセオドアに渡した。

　彼は、転がっている岩に座り、眠っているエリアルの顔をしばらく無言で見つめていた。が、急に何かこみ上げてくるものがあったのか、娘を包む毛布に顔を埋め、声を詰まらせた。

「本当に……大きくなった。幸せになるんだよ、エリアル……僕の大切な娘」

　事情があるとはいえ、娘と離れて暮らさなくてはならないのは、辛いことだろう。そして今のところ、こんな形でしか再会は叶わない。

　だが彼の気持ちは理解できるものの、たとえ父親であってもあまり長くエリアルを預けておけない。これは親子だから許せる破格の扱いなのだ。

　ヴァルサスはセオドアからエリアルを奪い返した。

　彼女の頭が自分の胸に凭れている様子を見下ろすと、気分は急によくなった。

「父親にまで嫉しつ妬としないでくれよ」

「嫉妬などしない。安堵はしているがな」

「どうして？」

「自分がエリアルの父親でなかったことに……安堵した」

「そう？　でも恋人は飽あきられたら捨てられるけど、親子の絆きずなはどこまでも切れないんだよ。僕は父親でよかったと思ってるよ」

　ああ言えばこう言う。

　だが、やはり父親より夫の方がいい。

　にやにやしているヴァルサスに、セオドアは呆あきれた顔をしていた。

「ヴァルサス、絶対に娘を泣かせるようなことはしないでくれよ。この子は気が強そうにみえて実はとても繊せん細さいでもろいんだ。意地っ張りで、人に頼ることをしない。まあそんなふうに育ててしまったのは僕が悪いんだけど。だいたいこの子は……」

　まだ続きそうだったので、ヴァルサスはセオドアの唇に指を軽く押しつけ、声を遮った。

「分かっている」

「そうだ……そうだったね」

　寂さびしげに目を伏ふせるセオドアの顔が、エリアルの寝言を耳にして、跳ね上がった。

　もうここから離れた方がよさそうだ。

　セオドアもまた察したのか、別れがたい顔で口を開く。

「そろそろお別れだよ、ヴァルサス。エリアルを温かい寝台でゆっくり眠らせてやってくれないか」

「ああ、そうしよう。またな、セオドア」

「ありがとう、ヴァルサス」

　転移のための紋章エンブレムがヴァルサスの両りよう脚あしから順に身体を消していく間、セオドアは泣き笑いの顔で、いつまでも手を振っていた。

　本当に心から、自分がエリアルの父親でなくてよかったと、ヴァルサスは思った。
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　目が覚めると、エリアルはヴァルサスの腕うでの中にいることに気づいた。

　驚おどろいたのは、バスティアにいたはずが、ベルトラン王国にある、自分の家の寝しん台だいに寝ていたことだろう。

　いつもなら飛び起きるのだが、指一本動かしたくないくらい気け怠だるく、しばらく身を任まかせることにした。

　開いた窓から流れ込む、暖気を含ふくんだ風。それに乗ってやってくる馬車の車輪と蹄ひづめの音。

　見慣れた壁、卓たく、飾られた花、寝台。何より嗅かぎ慣れた部屋の香り。足あし下もとで丸くなっているティグルの寝息。

　その全てが、自宅に帰ってきたことをエリアルに知らせて、心から安あん堵どする。

　温かい──。

　密着した身体からだから伝わる熱はほどよい温度で、いつまでも浸ひたっていたくなるやっかいなものだった。

　身じろいで顔を上げると、ヴァルサスの輝かんばかりの美び貌ぼうがあった。

　間近で見るとさらに迫はく力りよくが増す。どんな両親から生まれたら、こんな完かん璧ぺきな容姿になるのだろう。

「……あ」

　意識がはっきりしてくると、寝ている場合ではないことに気づく。

　今日はいつなのか。ルシアノやレオンは無事なのか、魔物が集まっていたバスティア国には、なんの被害もなかったのか。

　まずそれを確かめたい。そうすればもっと安心することができる。

　エリアルはヴァルサスの拘束を解といて起きようとした。が、彼はすでに目覚めていたようで、身体を起こそうとしたエリアルを、さらにきつく抱きしめることで、阻そ止しした。

「ヴァルサス、どっ……どうして私と同じ場所で寝てるの！　約束違反でしょ！　それに……ふっ……服が……服が……寝しん衣いに替わってる！」

「君の服は隣となりのおばさんに頼んで着替えさせてもらったよ。君が病気になったときに頼むいつものおばさんだよ」

「あ……あ……そ、そう。おばさんにあとでお礼言っておかなくちゃ……」

　興奮したせいで体温が急に上がって、なんだか熱い。

「ねえ、僕の腕の中でまんざらでもない顔で微睡まどろんでいたのは、誰だれかな～」

「……」

「だ・れ・か・な？」

「……私」

「エリアル、今日はとても素直で嬉うれしいよ」

　頰ほおを擦すりつけてくるヴァルサスに、エリアルは強い口く調ちようで言った。

「……そろそろ着替えたいんだけど」

「もう少しこのままでいて欲しいな。やっと君の心からの言葉を聞けて、僕は嬉しいんだから。だって、君の偽いつわりの言動で僕は身体中、突き刺さされて血まみれになりながらも、君への愛だけを支えに、ぐっと堪こらえて我が慢まんしていたんだからね。この果てしない忍にん耐たいを褒ほめ称たたえて欲しいよ」

「知ってたくせに」

「知らないよ」

「知ってた」

　ヴァルサスは絶対に知っていて、エリアルを試したはず。今考えると彼の言動は明らかにおかしかった。だいたいエリアルの言動をルシアノが支配していたことが発覚したときも、彼はすぐさま罰ばつを与えなかったのだ。まったくもって彼らしくない。

　それは、ヴァルサスに後ろめたいことがあったからだと推測される。

　そう、かなり早い時点で彼は、エリアルが心で思ったこととは真逆の言動をしてしまうことも、その原因がルシアノであることも気づいていたのだ。

　もっともどれほど追及してもヴァルサスは認めないだろう。そして証拠を出せないエリアルは疑いながらも、諦あきらめるしかない。

「……それより僕は今無性に、ほ・め・て、欲しいんだよ」

「な……何よそれ」

「何があろうと君を守る。そう言って君の窮きゆう地ちを救ったのは……僕だ！　そうだよね。どうだった？　なんだかヒーローみたいだろ。ときめいただろ？」

「た……助けに来てくれて嬉うれしかった。確かに……あの……あのときのヴァルサス……かっ、格好かつこ良かった……かも」

　ヴァルサスはぱあっと笑顔を輝かせ、また顔を近づけてきた。

「かも？　かもなの？」

「格好……良かった……よ」

「ああ、たまらない言葉だ。興奮する。もう一回」

「……もういいじゃない！」

「まあ……十分、可か愛わいく照れるエリアルの顔を見られたから、今日はこのくらいにしてあげるよ」

　今日はって何!?

　と、問い詰つめたかったが、それより先に気がかりなことを訊たずねた。

「ね、ヴァルサス。契約を更新してからどうなったの？　だいたい今日は何日なの？　ルシアノさんやレオンさんは無事なの？　バスティアに被害は出なかった？　それから……」

「待った。君、一気に訊ねすぎ。ゆっくり一つずつ説明するからね」

　そう言ってヴァルサスはエリアルの拘こう束そくを解くと、二人の間に少し距きよ離りを開け、今度は片手を繫つないで指を絡からませてきた。

　その仕草がやけになまめかしくて、羞しゆう恥ちから顔がますます赤らむのが分かった。それを気け取どられないよう、なんとか平静を装よそおう。

「今日は、あの地下の扉とびらを開けてから三日が経たってる。君はよっぽど疲つかれたんだね。意識を失ってから、こんこんと眠り続けていたよ」

「三日も！」

「そう、三日。半はん端ぱゴミが使った薬草と種と併へい用ようした魔術が君の身体に相当負担をかけていたんだろう。僕もあれにはやられたよ。もっと早くに気づくべきだった」

　三日の間ずっと、水や薬やく湯とうを飲ませていたのは、僕だよ。献けん身しん的てきだよね、僕って。褒めて──と言って密着しようとするヴァルサスの耳を摑つかんで黙だまらせた。

「……で、半端ゴミは本来の伯はく爵しやく邸ていで療りよう養よう中ちゆうだ。扉のあった地下は身体を内部から腐くさらせるというのに、ずいぶん長居していたようだからね。堪こたえたはずだよ。もっとも半分悪魔だから大やけどを負っても死にはしない。早々に回復するだろう。いやもう回復しているだろう。ちびっゴミは下で店番をしている」

「よかった」

「バスティアに被害はない。安心していいよ。魔物が現れたことで多少、住民に恐きよう怖ふを与えただろうけど、自分達の世界が自分達だけのものではないと改めて知るのに、いい機会だったんじゃないかな」

「被害がなくて安心した……」

　契約の箱が収められた部屋の扉を開けようとすると、魔物が集まる。それは誰だれも知らないことだった。その事実を知っても、先に進もうとしたルシアノが問題だったのだ。

　だが──。

「伯爵は……どうしてもお父さんに会いたかったのよ。方法は間違ってたし、私には絶対叶わないことだけど、その気持ちは分かる……」

　他の人を傷つけてまで会いたいと願うのは、あまりにも自己中心的で、同情はできない。けれど、会いたいという気持ちは理解できる。

　それが想像していたのとは違う人であったとしても、会って訊ねたかった。

　なぜ母や自分を捨てたのか──。

　きっと答えは彼の中にもうあって、それを確認したいだけだったかもしれない。知れば余計に心を傷つけてしまう可能性も高かった。でも、そうしなければもう、彼は一歩も歩けないところまで追い詰められていたのだ。

「エリアル？」

「ヴァルサスの力で伯爵のお父さんの情報を集めるくらいしてあげて……ってお願いしたら、してくれる？」

「ああ、そのことだけど……」

「お嬢ちゃん、いちゃいちゃしてるところ悪いけどよ、客のご指名だぜ。出直してもらうか？」

　ヴァルサスの言葉が途中でレオンの声に遮さえぎられた。

　閉まった扉の向こうから叫さけんでいて、中を見られたわけではないが、さすがに恥はずかしい。エリアルは慌あわてて身体を起こして返事をした。

「べっ……別にいちゃいちゃしてたわけじゃ……お客さんが呼んでるなら行くわ。準備するから少し待っててもらって」

「分かった～」

　返事のあと、レオンが階段を下りていく音が聞こえる。

　エリアルは寝台を下りながら「話はあとで」と言った。

「残念だなあ……もっと二人の時間を楽しむつもりだったのに。後で改めてしようか？」

「分かった」

「……え！　いいの？」

「……いちゃいちゃじゃなくて、話の続きだから」

　エリアルはそう言ってヴァルサスに背を向けると、すぐさま洗面所で顔を洗って身み支じ度たくを調ととのえた。

「これでいいかな。いいよね」

　少し時間がかかってしまったが、客は店先で待っていてくれた。

　その客とは──。

「伯爵……！」

　ルシアノはエリアルの顔を見ると、深々と頭を下げた。

「あのっ……お体は、もう大丈夫なんですか？」

「ああ。心配をかけてすまなかった。大丈夫だ」

「よかった。安心しました」

　大丈夫だと聞いていても、こうやって火傷の跡もない姿を見て、ようやく胸を撫でおろすことができた。

「少し、この先の橋を歩かないか？」

　そう言われて、背後に立っているヴァルサスを窺うかがうと、不満そうな顔をしていた。けれど引き留められはしなかった。

「はい。じゃあ、ちょっと出てくるね。すぐ戻もどってくる」

　エリアルはヴァルサスとレオンにそう言うと、肩にティグルを乗せて、ルシアノの後を追った。

　太陽はまだ昇り切っていない時間だった。

　ルシアノが第九の橋のたもとに立って、真っ先に謝罪を口にした。

「いろいろ迷めい惑わくをかけた。君にも……みなにも……反省をしている」

「怪け我が人にんがいなくてよかったです。お国での立場は悪くなったりしませんでしたか？」

「私も知らなかったのだが、ベルトランの国王から我が国へ親書が届けられていたようだ。鍵かぎ守もりが国内でしばらく作業をするので、魔物の行動が活発になるかもしれないと。すでに警けい戒かいしていたため、大きな問題は起きなかったそうだ」

「ベルトランの王の鍵師が親書を持ってバスティアを訪れていたということですか？」

「第九の鍵師だと聞いている。私はただ協力をしたとされて、罰を与えられることはなかった。覚かく悟ごしていたから、今は申し訳ない気持ちでいっぱいだ。陛へい下かに真実を伝えるかどうか悩なやんだが、君のところの悪魔に止められた」

　ではエリアル達が鍵開けの作業をしている中、ユーリがバスティアを訪れていたのだ。しかも王の親書を持って。

　だがベルトランの国王が今回の騒そう動どうを先に知る術すべなどないはず。

　エリアルは誰が手配をしてくれたのか、その人物をすぐさま脳裏に描くことができた。

　いつだってヴァルサスは何もかもお見通しなのだ。

「よかった」

　ルシアノは橋に手を掛けて、とうとうと流れる川かわ面もを眺ながめながら言った。

「……私は……ただ、父に会いたかっただけだ。大きくなったな、会いたかったよ……というお涙ちょうだいな展開を多少は、いや、かなり期待していた。生まれてきてありがとうと、誰かに言われたかったのかもしれない」

「安全なやり方で会える方法を考えましょう。まだ時間はたくさんありますし。私の知り合いに実力のある召しよう喚かん師しもいますので、その方にも相談してみます」

「いや、もういいんだ」

「えっ……」

「諦めたという意味ではない。君のところの悪魔が父の情報を持ってきてくれた。感謝しているよ」

「ヴァルサスが？」

「ああ」

　珍めずらしいこともあるものだと思いながら、エリアルは「お父さんは元気にされていたのですか？」と訊ねた。

「契約不ふ履り行こうの罪で十年収しゆう監かんされたそうだ。今は解放されたが、百年は人間界を訪れることを禁止されたらしい。だから私が人間の寿じゆ命みようを全まつとうするなら父には会えない」

　会えないと口にしているわりには、ルシアノの表情は明るく見えた。

「契約不履行？」

「母と父の契約は、母の魂たましいを代だい償しようにしていた。その契約が完了した後、父は……母の魂を奪うばうことを拒きよ否ひした。だが人間と悪魔の契約は一度結べば決して解除できないものだそうだよ。それを履行しなかった父には罰が与えられたというわけだ」

「じゃあ……伯爵とお母さんを見捨てたわけではないんですね」

「そうだ。母もそれを聞いて喜んでいた。長年、臥ふせっていたんだが、少しずつ起き上がって歩けるようになった。あまりにも長い間臥せっていたせいか、一部では死んだと誤解されていたようだよ」

　ルシアノはそう言って笑った。彼の母親は亡なくなっていたわけではなかったのだ。

　そのことにも驚きながらも、彼らの生活が明るいものに変わったことを知り、エリアルも嬉しかった。

「向こうからこちらに来られないなら、こっちから会いに行く方法を探せばいいんですよね。きっとありますよ。私も調べてみます」

　エリアルも橋に手を掛けて笑いながらそう言うと、ルシアノが不思議なものでも見るような目を向けてきた。

「どうかされました？」

「いや……君のどんなときでも前向きなところに感心していただけだ」

　ルシアノはそう言い、雲一つない空を見上げて、「そうだ。呼び出せないなら、自分が会いに行くことを考えたらよかったんだ。最初から……」と、満足そうに呟つぶやいた。

　最初会ったときより、彼の纏まとう雰ふん囲い気きは、とても柔やわらかく温かいものに変わっている。

　愛されていたことを実感できて、彼は止めていた足を、ふたたび動かすことができたのだろう。

　私はただ解錠しただけで、実はなんの力にもなれなかった。

　全てヴァルサスのおかげ──。

　ちょっぴり悔くやしいが、自分にはできないことばかりだ。彼がいてくれたから、こんなふうに丸く収まった。

「……いまさらこんなことを言える立場ではないんだが……」

「なんでしょう？」

「よかったらこれからも、時々会ってもらえないだろうか」

「お仕事ならいつでも引き受けます。でも……個人的には無理です」

「あの悪魔がいるから？」

「はい」

　ヴァルサスはエリアルにとって誰よりも大切な人、いや悪魔だ。

　ルシアノに会ったことは、悪魔と婚姻すること、その先のことを考えるいいきっかけになった。

　もっともまだ訪れていない未来を思い悩むのも、想像するのも難しい。

　だからまずは目の前のことに、エリアルは真ま面じ目めに取り組むつもりだ。

　性格的なこともあるので、そう簡単にはいかないだろうが、自分の気持ちをできるだけ伝える努力をしたい。

　言動を奪われ初めて、自分の中にある強い気持ちを知ったから。

　ヴァルサスを失いたくない。

　彼を愛している──。

「じゃあ、私はこれで。向こうの世界に行ける方法が見つかったら連絡しますね！」

「ありがとう」

　エリアルはルシアノに背を向けて、ヴァルサスが待つ店に駆かけ戻った。

　店に戻ると、ユーリが店内にいてヴァルサスと話していた。ユーリはエリアルの顔を見ると、花がほころぶような笑みを浮かべた。

「エリアル、今日はあなたにとってよい報告をお持ちしました」

「え。何ですか？」

「これですよ」

　ユーリが持っていたのは、属性素材取扱許可申しん請せいの受付完了の知らせだった。もちろん宛あて名なにはエリアルの名前が入っている。

「許可してもらえたんですか？」

「ええ。ヴァルサス様のアドバイスに助けられましたよ」

「……え!?」

　エリアルがヴァルサスの方を向くと、彼はニンマリとしていた。

「属性素材に触ふれると軽い火傷やけどを負う君の体質だけど、セオドアも同じだったのを思い出したんだよ。でもセオドアが申請を却きやつ下かされたという話は聞いていなかったから、どういうことなのかと白しら魚うおに調べてもらっただけだ」

「セオドア様も属性素材を触さわると、確かに火傷を負われるのですが、痛みの感じ方の違いによって素材の判別ができたそうなのです。それが特とく殊しゆ技能という分類に当てはまり、許可されたようです。エリアルも同じことができるとヴァルサス様に伺うかがって、それを鍵師協会に伝え、正式に受付許可が下りました」

「ほ……本当ですか！　私にも特殊技能があったんですね。それもお父さんと同じ……。どうしよう、ものすごく嬉しい……」

　涙目になっているエリアルの目元を、ヴァルサスが指先で拭ぬぐった。彼の手つきはとても優しい。

「来週、試験を受けてもらって、合格すれば許可証が正式に発行されます。がんばってくださいね」

「はい。ありがとうございます」

　ユーリを見送り、エリアルはカウンターに凭れているヴァルサスを振り返った。

「そうだ、伯爵がね、ヴァルサスに感謝してたよ。いいところあるじゃない」

「二度と面倒を掛けられないよう、手を打っただけだ」

「うん。そうだね……」

　エリアルはヴァルサスの隣に移動すると、彼の肩にそろりと身を預けた。

「……あのね、いまさらだと思うんだけど……私、ずっと言いたかったことがあるの」

「聞かせて」

「私、ヴァルサスのこと、便利な道具だなんて思ったこと一度もないから」

「分かってる」

　ヴァルサスの手が労るようにエリアルの肩を抱いた。その手に自らの手を重ねて、エリアルは微笑んだ。

　ずっとこうやって寄り添いながら、この店を守って行けたら……そんなことを考えて、エリアルは密かに照れていた。

「ねえ、エリアル。僕のこと好き？」

「……え……あの……」

　好きと言いたかったが、確か言葉にすると、今すぐ契約が完了してしまうことを思い出した。それはまだ少し先にしたい。

　ヴァルサスと結婚して、子供ができて、王の鍵師になる。人間界と悪魔界を行き来して、鍵師として働く。そんな未来があってもいいはず。

　その方法をいつか必ず見つけてみせる──。

「あれだな。悪魔は不毛だな……」

　ケラケラ笑うレオンの傍かたわらで、エリアルは紙を取り出し、ある文字を書いた。

「ヴァルサス、私の今の気持ち！」

　彼に見せた紙にはこう書いた。




　大好き──と。




　どうして言葉ではなく、紙に書いたのか、ヴァルサスはすぐに理解したようだ。彼は身体を折り曲げてひとしきり笑ったあと、エリアルを抱きしめた。

　強く、強く──。
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　はじめましての方も以前からご存じの方も、こんにちは、あすかと申します。

　ツンな鍵かぎ師しの女の子と、その子を溺でき愛あいしすぎな悪魔のお話第二弾です。

　今回はエリアルが恋愛に目覚める巻でした。一方、ヴァルサスは自分も愛されたいと悩なやむお話。糖とう度どがぐっと上がりました。じれったいのっていいですね。

　そうそう、こちらを初めて手に取られた方も全く問題なく読んでいただけますので、安心してお読みください。

　もし気に入っていただけましたら、一冊目もぜひ手に入れてやってくださいね。

　今回はクレメンス、フレイがお休み。レオンとルシアノが登場しました。とくにレオンは続きを出していただけるならどうしても登場させたいキャラでした。お酒と女の子が大好きでお調子者な俺さまは好物です。またこういうキャラが書きたいですね。

　実はこちらの作品は、巻末の短編のみ、文庫本と電子書籍で内容が違います。

　文庫本は「流行とは～ティグルの考察～」、電子書籍は「女子会とは～ティグルの災難～」となっております。

　どちらもお笑い仕様となってます。お笑い仕様です。お笑い……大事なことなので三度呟いてみました（笑）。

　興味がわきましたらどちらとも楽しんでやってくださいね。そしてお時間がありましたら感想をいただけましたら、泣いて喜びます。

　イラストはサカノ景けい子こ先生です。今回も素敵表紙に、何時間もうっとり見み惚とれておりました。どのシーンも繊細で緻ち密みつに描き上げられたイラストに、感激いたしました。

　このたびも厳しいスケジュールの中、キャラクター達を生き生きと描いてくださりありがとうございました。

　担当様、またこの作品に関わってくださった皆様、どんな状態のときでも力になってくださり、ありがとうございました。

　錠じよう前まえと鍵は調べれば調べるほどはまる奥の深い世界です。

　またこのテーマを書く機会がいただける日がくるのを願って、これからも精しよう進じんしてまいります。

　この作品を少しでも楽しんでいただけたことを心から願いつつ、また皆様にお会いできることを楽しみにしています。


あすか
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　私の名はティグル。

　いつもエリアルの肩に乗っている使い魔だ。

　主人のヴァルサスからは、エリアルの安全確保と、情報収集を任まかされている。

　だがエリアルが主人に伝えたくないだろうと思われることはあえて沈ちん黙もくすることもあった。特に恋愛問題に限ってその傾向が強い。いくらヴァルサス相手でも、女の子の秘密は、守られるべきだと、私は思うからだ。

　そうそう、本来は人型なのだが、披ひ露ろうする機会がなかった。残念だ。

　最近のエリアルについて報告しよう。

　数日前、第九の鍵かぎ師し・ユーリから女子会の招待状が届いた。

　ヴァルサスとは一ひと悶もん着ちやくあった。

「ティグル、女子会に男が混じっていたら抹まつ殺さつしろ」

「否いな、それはできかねる。男性の分類にユーリが含まれ、それを基準にすると抹殺対象の定義が成立しない」

「ならばユーリ以外の男を抹殺しろ」

「抹殺対象が無限に広がるため、拒否する」

　──という会話を延々と続け、ヴァルサスが珍めずらしく諦あきらめた。無理難題をふっかけていることを自覚していたのだ。

　女子会は、王城の中庭に丸い卓たくと椅い子すが用意され、満開の花に囲まれた中で行われた。

　卓上には私の好物である焼き菓が子しや新しん鮮せんなフルーツが並べられていて、私の鼻をくすぐった。だが私はあくまでエリアルの警けい護ごだ。それを忘れてはならない。

　エリアルの挨あい拶さつが終わると、ユーリが他の参加者を紹介した。

「こちらは調合師のサキュラ。城内で医師からの依頼で薬草の調合をしたり、貴族の香水を調合されたりしているんですよ。とても優秀な方です」

「あらまあ、嬉うれしいわ。ユーリからいつもエリエリの話を聞いていたのよ。セオドア様のお嬢じようさんなんですってね。ずっと会いたかったのよ～。だからとっても嬉しいわ！」

　目にはくっきりした化け粧しようを施ほどこし、唇くちびるも赤い。タッセルにも似た髪かみ飾かざりをつけていて、首、手首、指にはアクセサリーがじゃらじゃらぶら下がっている。

　言葉遣づかいは女のようだが、たぶん男。男だ。男──!?

　いや、エリエリってなんだ？　エリアルのことなのか？

　疑問はひとまず置いて、もう一方は、金きん髪ぱつ縦たて長ながロールの髪型をした美女だ。大きな胸、細い腰、フリルがたっぷりのドレス。手には派は手でな扇せん子す。

　まあ、こっちはどうみても女。女のはず。

「そちらは治療師ヒーラーのミズリ。城内の診療所で病気を治ち療りようされています」

「こんにちは、エリアル。あたくし人を癒いやすのが、特に殿方を癒やすのが得意ですの。どんなことでも相談に乗りましてよ」

　ミズリは長いまつげを上下させ、にっこりと微笑ほほえんだ。

　こいつは確かに女だが、あのふざけた髪型は地毛なのか？

　私はミズリの髪を引っ張ってみたい衝しよう動どうに駆かられた。あのくるくると巻いた場所には何が詰つまっているのだ。

　そりゃあ、髪だろう。と、自分で突っ込みながらも、くるくるが私を誘う。

　あれと戯たわむれたらさぞかし楽しいだろう。前足で転がしたり突いてみたりするのだ。やってみたい。

　──寸前のところで私はその衝動に耐たえた。

　私がエリアルの肩でミズリの髪に釘くぎ付づけになっているのを、彼女自身が気づいたようだ。

「あら、エリアルのペット。なんだかとても興奮してますわよ」

「すみません。焼き菓子がとても好きなので、気になっているみたいです。一つこの子にあげてもいいですか？」

「そう。焼き菓子が好きなのね。構かまわなくてよ」

「ありがとうございます」

　エリアルはそう言うと皿から焼き菓子を手に取って、私にくれた。

　とりあえず焼き菓子を食べて心を落ち着けようとしたが、サキュラが目を輝かせて言った。

　彼……いや彼女か。どちらでもいい。彼はここに来てからずっとエリアルを見ていたと思ったが、違う。私を見ていたのだ。もしや正体がばれたのだろうか。

「ねえ、エリエリ。そのペット。抱かせてもらっていいかしら？　私、可か愛わいい生き物が大好きなのよね」

「ええ、構わないですよ」

　いや、私は断固拒否する──。

　私は必死にエリアルに訴えたが、あっという間に捕つかまり、まるで子犬を受け渡すようサキュラに差し出された。サキュラは私の身体からだを抱きしめて頰ずりする。身体中に電流が走ったような嫌けん悪お感かんが私を包んだ。

「なんて可愛いの……」

　外見に騙だまされるな。私は可愛くない。

　だから顔を擦こすりつけてくるな。化粧の匂いは私の鋭するどい嗅きゆう覚かくには拷ごう問もんだ。

　と、抗こう議ぎするよう啼ないたが、みな微笑ましい表情をするばかりだ。ただ一人、正体に気づいているユーリだけが、私の助けになるはず。

「ティグルは女子の心をくすぐる愛されペットですものね。わたくしも嫌いではありませんよ」

　ユーリ、お前もモフモフ至し上じよう主義か。なぜ女子や子供はモフモフが好きなのだ。

　いや、そもそもお前は女子ではない。

　男にモフモフなどされたくないぞ。

「サキュラ、暴れる獣けものを抱きしめるのはさぞお疲れではありませんの？　そうだわ。あたくしも少しくらいなら、その毛玉を抱っこしてあげてもよろしくてよ」

「あら、ミズリ。あなたこういう生き物は嫌いじゃなかったかしら」

「ええ。お洋服に獣の匂いがつくのはいやですもの。でも……どうしてかしら。その生き物はいい香りがするのですわよ。……あら、おかしいですわね」

「キャンキャンキャンキャン……！」

　エリアル、助けてくれ。

　私は悲痛な鳴き声にその願いを込めたが、エリアルはまるで気づかない。

「ティグルもみんなに可愛がってもらって嬉しいのね。よかった」

　違う。私のこの姿のどこがそのように見えるのか。

　エリアルは時々、的まと外はずれな言動をする。私は男に擦り寄られて怒っているのであって、喜んではいない。

「ああ、モフモフばかりしてられないわね。さあ、エリエリ。恋愛に関する質問があれば、存分に聞いてちょうだい。さあ、どうなの？　何が知りたいの？」

　サキュラは私を解放することなくしっかり摑つかまえたまま、エリアルに訊たずねた。

「おっ……男心を摑む秘ひ訣けつです！」

「それは、あれよ。ぐいぐい行くのよ。ねえ、サキュラ」

「ええ、そうですわよ。ぐいぐい積極的になるのですわよ。殿方というのはどれほど紳士に見えても、中身はケダモノですの。ほんの少し甘えて擦り寄れば、簡単に落ちますのよ」

「あの……そ、そういうのが苦手なんです」

「苦手などと言っていたら、恋など前進しませんわよ。そうやってもたもたしているうちに、他の女性に目移りしてしまうのが殿方の悪いくせですの。そうなって後悔しても遅いのですわよ」

「そうだわ。エリエリ、恥ずかしいなら私で練習していいわよ。本番を完かん璧ぺきにこなすには、練習を重ねることっていうじゃない」

　誰だれが言ったんだ、誰が。違う。まずは私を離せ──。

　腹に顔をグリグリ押しつけられた私の不快感は最高潮だ。もとの姿に戻って、この不ふ愉ゆ快かいな男に一撃を喰くらわしてやりたい。

「え……あの……失礼じゃないですか？」

「二人が協力を申し出てくれているのですから、甘えるといいのですよ。いえ。その役目、わたくしが負ってもよろしいですよ。ここは義は母はとなるわたくしの務めかもしれません」

　ユーリはエリアルに慈じ愛あいの籠こもった笑みを向けたが、もしかするとこいつがこの中で一番問題な下心を持っているのかもしれない。

　私は後ろ足を大きく蹴り上げて、サキュラの手から逃れた。その足で卓を駆けてユーリに飛びつこうとした。が、行く手をミズリの扇が遮さえぎり、躊ちゆう躇ちよした瞬間を狙ねらわれ、彼女に捕まった。

「キャン！」

「この匂い。あたくし大変、好みですわ……この柔やわらかさ。殿方の胸の中以外でこれほどまでに酔よったのは初めてですわよ。たまりませんわね」

　お前もか──！　いい加減いしろ──！

　さんざんモフモフされてようやくミズリから逃れても、ふたたびサキュラに捕まる。私は永遠と繰り返されるモフモフ地獄の中で、エリアルの声を耳にした。

「……私もティグルのようにモフモフした服を買って着ます！」

　ヴァルサスにどんなふうに愛されたいんだ、君は。これは違うだろう!?

　女子会、それは私にとって鬼き門もん。

　そしてエリアルにとっては、大きな勘かん違ちがいをすり込まれる場だった──。


◇ＥＮＤ◇










著者

あすか

Asuka




奈良県在住。７月３日生まれ。蟹座のＡ型。

引き続き手にとってくださった皆様、ありがとうございます。また初めての皆様、こちらからでも無問題です。でも、いろいろ気になりましたら一冊目もぜひ。




Angel Rose

http://ip.tosp.co.jp/i.asp?I=AngelsRose










イラスト

サカノ景子

Keiko Sakano




北海道出身東京在住。山羊座。

ヴァルサスはエリアルの恋心の鍵を解錠できるのか!?　どうぞ二人の恋の行方をお楽しみ＆応援下さい！




ＨＰ→『カラクリ時景』

ラブコメ漫画『カミサマ×おれさま×旦那様!?』連載中。
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